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　俺には幼おさな馴な染じみの女子がいる。

　幼稚園から現在の高校に至るまで、そいつとはずっと同じ学び舎やで過ごしてきた。

　もはや幼馴染というよりも、腐れ縁というか、呪いの装備みたいなものである。

　彼女の名前は神かみ野の毬まり萌も。

　神とマリモが一人の名前に同居している小さな奇跡。

　そして、名は体を表すが如く、彼女は神童と呼ばれるに相応ふさわしい能力を有していた。

　幼稚園の頃から怪しいとは思っていたのだ。

　大人だって苦戦する知恵の輪を20秒で分解したかと思えば、ルービックキューブを誰も元の形に戻せないように組み替えて見せた。

「ルービックキューブはそういう遊び方をするものじゃない」と俺は彼女に指摘した。

　思えば、そこが始まりだったのかもしれない。




　──彼女、神野毬萌は紛れもない天才だった。




　小学校に通い始めた頃には「憂ゆう鬱うつ」と「薔ば薇ら」の漢字をマスターしており、中学生になった記念に新しい小惑星を発見し、高校の入学式に向かう途中で遭遇した密室殺人のトリックを看破し、犯人逮捕に協力して見せた。

　通学中に密室の謎を解くな。

　この頃になると、神とマリモが同居しているのではなく、神はマリモなのだと俺は思っていた。超絶ダイナミックな奇跡。奇跡という名のミラクル。

　だが、毬萌にも欠点があった。

　天才が故の欠点である。




『馬鹿と天才は紙かみ一ひと重え』と言うが、彼女の場合はその紙が薄い。

　薄すぎて向こうが見える程ぺらっぺらな紙が仕切りに使われているらしかった。

　ベテラン板前のかつらむきとどちらが薄いだろうか。

　端的に言おう。




　──彼女、神野毬萌は天才である。が、同時にすごいアホの子なのだ。




　そしてようやく名乗れる、俺の名前。

　桐きり島しま公こう平へいという、ごくありふれた名前の、少しばかり勉強のできる男である。

　何か付記するのならば、『何故か毬萌が俺の前でだけアホの子になる』という、訳の分からん十字架を背負わされた男でもある。

　俺は前世で何か大罪を犯したのか。現世では徳しか積んでいないため、その可能性は高い。

　まあ、詳しい自己紹介なんぞの話はそのうちするとして、まずは神野毬萌が如い何かにアホの子なのか、ひとまず日常の１ページをご覧いただきたい。




『助けて、コウちゃんっ！』

　時刻は午後７時。お腹が空腹を訴え大合唱を始める頃合いである。

　晩御飯のハンバーグの焼ける音にウキウキしていたところ、俺のスマホがヒョロンと鳴った。

　メッセージの主は当然、毬萌であった。

「なんだ、どうした。宇宙人にでも攫さらわれたのか」

　どうせしょうもない事だろう。そう思い、適当にあしらう。

　数十秒ののち、スマホがヒョロンヒョロンと連呼する。

　壊れたのか。この前買い替えたばかりのスマホよ。高かったのに。

『リストバンドってあるじゃんっ！』

『あれって本当に手首にしか使えないのかなと思って！』

『頭にはめてみたらっ！』

『取れなくなったぁーっ！　助けてぇーっ！　このままじゃ死んじゃうよぉー!!』

　ハンバーグが遠くに走り去る幻影を見た気がした。




　アホの子情報。

　人よりも知能が高いせいか、毬萌は好奇心に勝てない。

「……待ってろ。すぐ行く」

　そしてそんなアホの子を放っておけないのが、この俺である。

　助けを求められると断れない性分で、そのせいなのか、いつの頃からか、毬萌はアホな事をやらかすと、９割９分俺に助けを求めるようになってしまった。

　ちなみに残りの１分は自分で助かる。

　彼女の家は自転車に乗れば５分で着く。




　おばさんに軽く挨あい拶さつをして毬萌の部屋に向かうと、

「コウちゃーんっ！　助けてぇー！　このままじゃ、三さん蔵ぞう法師にお仕置きされる孫そん悟ご空くうみたく、頭が爆発するーっ!!」

「ぬおっ!?　ばっ！　お前、抱きつくな!!」

「だってぇー！　今生の別れになるかもしれないしーっ!!　わたし、コウちゃんの事忘れないからねぇーっ!!」

　アホの子が制服姿で頭をリストバンドによって圧縮されている最中だった。

　そして、そのまま俺に向かってタックルして来やがった。




「なんでそんな事になったんだよ！」

「リストバンドの強度と伸縮性を考えると、わたしの頭くらいならギリギリはまると思ったんだよぉー！　それで、はまったんだけどぉー！　取れなくなったのぉーっ!!」

「はああぁぁ、お前なぁ。……ちょっと待ってろ」

　もはや見慣れた部屋をサーチ。するとすぐにハサミを発見。

　そいつを持って、毬萌に近づく。

「みゃーっ！　待って、待ってぇ！　怖い、怖いよぉっ！　絶対痛くしないでよ!?」

「……俺はお前の発想の方が百倍怖いよ」

　その後、毬萌は彼女の言うところである三蔵法師のお仕置きから解放された。

　三蔵法師も汚名を着せられ、さぞやご立腹であろう。

「うぅーっ！　危なかったよぉー、怖かったよぉー。でも、助かったよぉー！」

「おう、良かったな。じゃあ、俺は帰るから。腹減ってんだよ、マジで。……おふぅっ!?」

　再び背後から毬萌が抱きついてきた。

　悪質タックルか。

　そして上目遣いで言うのである。

「にははー、助けてくれてありがとっ！　コウちゃんっ！」




　──ちくしょう。笑顔だけは可愛いなあ、おい！




　言っとくが、別に俺は毬萌に惚ほれちゃいないぞ。

　アホな柴しば犬いぬが見せる笑顔って可愛いだろ？

　つまりはそういう事だ。




　さて、ここから始まる話は、別に壮大なものでもなければ、感動的なものでもない。

　これは、天才のくせにスキだらけで、おまけにアホの子である毬萌と、それを必死にフォローする凡人である俺の物語。

　その開幕のイントロダクション。




　最後に一言。

　こいつ、これでこの春から高校の生徒会長するんだぜ？　嘘みたいだろ？

　嘘であってほしい事ほど、世の中嘘じゃないのが悲しいかな現実なのである。




　　　　◆◇




　花はな祭まつり学園。

　俺と毬萌が通う、宇う凪なぎ市のど真ん中にある高校の名前である。

　創立は明治初期に遡さかのぼったり、卒業生には各界の有名著名人が多く輩出されていたり、東とう大だい、京きよう大だいをはじめ有名大学への進学率が県内トップクラス。

　……なんてことはない、平凡な高校である。

　名前がほんわかぱっぱしているくらいしか特徴もない。

　凡人の俺が通うには分相応であるが、天才の毬萌が通うには分不相応である。

「桜の季節も終わりだねっ！」

「そうだな」

「でもちょっとだけ残ってる花びらが舞ってるよ！　ゆっくり見たいなっ！」

「そうだな」

「むーっ。なんかコウちゃん冷たくない？」

　冷たくもなるさ。だって、全ての責任はお前にあるのだもの。




「お前が根っこ生やして、『とく●ネ！』の小お倉ぐらさんに夢中だったから!!　時間がねぇの!!」




　大量の汗をかきながら、毬萌の荷物まで抱えてやっとこさ校門を通過する。

　もう入学式が始まるまで８分しかない。

　８分だぞ。『ドラえもん』すら１話見られるかどうか微妙なライン。

「にっへへー！　ほらほらっ、ちゃんと間に合ったでしょ!?」

　得意げな毬萌。開会には、辛うじて間に合ったな。

「……はあ、へえ、お、お前、この後、もう、はあ、すぐに体育館に、おふぅ、入らねぇと」

「分かってるってばぁー。あっ、制服のリボンがズレてるっ！」

「ズレてんのはお前の常識だ」と叫びたかったが、俺の口は酸素を吸って二酸化炭素を吐き出すのに忙しく、それどころではなかった。

　いいさ、もう、いっそ入学式で大恥でもかいて、少しは懲りろ!!




『という訳で、皆さん、花祭学園へようこそいらっしゃいました！　私たちはこれから同じ校舎で勉学を共にすることになります。分からないこともあると思います。不安なこともあると思います。そんな時は、先輩を頼ってください。えー、気軽に先輩に話しかけられないよーって人は、ぜひ生徒会室へ。わたし、生徒会長の神野毬萌と頼りになる役員が、皆さんの学園生活を精一杯サポートします。最後にもう一度、ご入学おめでとうございますっ!!』




　──こんの、天才がぁぁあああぁぁぁぁぁぁぁっ!!




　何という完かん璧ぺきな挨拶。万雷の拍手が毬萌に贈られている。

　確かに、素晴らしい挨拶だった。

　それは認めよう。でも、釈然としない。

「にひひっ、見たか、コウちゃん！」

　小声で俺に向かって囁ささやき、ピースサインを見せる毬萌。

　なに？　俺は今どこにいるのかって？　ステージの真ん中にある講壇の中だけど？

　言っとくけど、別に毬萌がミスった時にフォローしようとかそういうのじゃねぇから。

　副会長としての責務を果たしているだけだから。変な誤解とかしないで欲しい。

「じゃあ、コウちゃん、後でね！」

「おう」

　拍手に手を振って応えながら立ち去る毬萌。

　ステージの上にある講壇の中にいる俺。




　ところで誰か教えて欲しいんだけど、俺、いつここから出たら良い？







　入学式はつつがなく終わり、俺もやっと講壇の中から解放された。

　印象に残ったのは、新入生総代を務めた冴さえ木き花か梨りんさんの堂々としたスピーチと、それを聞いてえびす顔になっていた学園長が講壇の中の俺に気付いて戦せん慄りつした瞬間の表情である。

　そして俺は水分を補給し、入念なストレッチで強張りきった体をほぐす。

　ここで断っておきたいのは、講壇の中は人が長時間入るものではないという事である。

　俺がふくらはぎにストレッチパワーを溜ためていると、クラスメイトが通りかかった。

「よう、桐島。何してんだ」

「おう。茂も木ぎと高たか橋はし。見ての通り、始業式の準備だよ」

「なんで始業式の準備でストレッチしてんだよ」

　この常識的な切り返しをしてくるのが茂木。
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　好きな食べ物はナポリタン。

「ヒュー。いいよなー。あの神野さんと同じ生徒会とか。ヒュー、羨うらやましいねぇ！」

　この失敗した洋画の吹き替えみたいな喋しやべり方をするのが高橋。

　好きな食べ物は当然ハンバーガー。




「しかし、桐島。あんなに優等生な女子と一緒にいると緊張しないか？　確か幼おさな馴な染じみだったろ？　しかも、物心ついた時からの。オレだったら学園一の天才と毎日はキツイな」

「ああ……。まあな、緊張感というか、緊迫感というか。確かに思うところはあるよ」

　主に毬萌がアホの子モードになってる時なんかは、緊張でお腹痛くなる。

「でもよぉ、公平ちゃん！　あの天使のような笑顔が毎日見られるんだぜ!?　ヒュー、神様はとんだえこひいきするもんだぜぇ。相手がエンジェルだからって二物も三物も彼女に与えちまってよぉ！　ヒュー！」

「そうか、お前にはそう見えるのか」

　確かに、天才的思考とアホの子的思考を同居人にさせた神にはいつかお茶でもしながらその経緯についてぜひ聞きたい。

　あと高橋、そのヒューっての、定期的に言わないと死ぬの？

　それから少し談笑したのち、彼らは去って行った。

　ならば俺は、再びストレッチを開始する。当然ポカリスエットも忘れない。




「では、生徒会長」

「はいっ」

　教頭先生に促されて、毬萌が壇上へ登る。

『皆さん、明けましておめでとうございます！　……って、これじゃお正月ですね、えへへ、ごめんなさい！』

「わはははっ」「いいぞー、生徒会長！」「可愛いー！　頑張ってー」

　現在、始業式の真っ最中である。

　午前の入学式に午後の始業式と、両方のスピーチを担わされる生徒会長は多忙である。

『という感じで、今年度も元気に頑張りましょう。ええっと、続いては……』

「留学生の紹介だ」

「あっ、そだそだ。ありがと、コウちゃん」

　毬萌の高いカリスマ性は俺も認めるところだが、それでも危なっかしいところはある。

　そんな場面をサポートするのが副会長である俺の務め。

　そのためならば、場所や手段は選ばない。

　それが俺の流儀。

　そうとも、俺はまたもや講壇の中に潜伏中である。

　毬萌もすごいが、俺の事だって褒めてくれても良いと思う。

　だって、これだけの時間講壇の中に潜んでいられるなんてすごくないか？




『はいっ、アメリカのシアトルから来てくれた、ジュリア・ウィーさんでした。そして、もう一人、イギリスからの留学生、セッ、ええと、セック』

「ちょ、まぁああぁぁぁっ!!」

「みゃあっ！」

　毬萌が紹介しようとしたのは『セッスク・アドバーグ君』である。

　そして今、噛かんで何を言おうとしたのか。

　あえて言わないが、カリスマ生徒会長が吐いていい言葉ではない。

　朝からずっと天才モードが続いていたので、アホの子の片へん鱗りんを覗のぞかせるならこのセッスク君の辺りだと当たりを付けておいたのだが、やはりだったか。

　咄とつ嗟さに毬萌の太ももを引っ叩ぱたいて制止した俺のファインプレーを知る者はゴッドだけである。

「おい！　『セッ』のあとは『ス』だ！　間違っても『ク』じゃないぞ!!」

「あっ、そっか。にはは、ごめんねー。助かっちゃった」

「いいから続けろ。セッスク君が名前呼ばれそうになって寸止め喰くらって、そら見ろ、もうホームシックにかかったみてぇな表情になってる」

「うんっ！」

　毬萌は一つ咳せきばらいをして、軌道を修正した。




『こちらはイギリスから来てくれた、セッスク・アドバーグ君です。イギリスのご飯はイマイチなんて言いますが、わたしは好きですよ。でもでも、うちの学食の味も絶品なので、ぜひ故郷の味と食べ比べてみてください。皆さん、二人と仲良くしてあげてくださいねっ』

　相変わらず、リカバリーは完璧である。




　そうして始業式もどうにか乗り切り、新しいクラスへ向かう。

　当然のように毬萌と同じクラスだったのは、もはや神の意地の悪い意志を感じる。

　わざとだろ？　神様って根性が曲がってるのな。




　放課後。

　生徒会室のソファーに倒れ込むのは俺。

　クタクタである。

　誤って乾燥機にぶち込まれたジャージくらいクタクタである。

　それでも──。

「今日もごめんね、コウちゃん。でも、すっごく助かっちゃった。ありがとっ！」

「別にお前のためじゃねぇし。俺ぁ自分の仕事しただけだよ」

「でも、わたしはとっても嬉うれしかったから、やっぱりありがとだよっ！　にへへっ」

　この笑顔を見ると、疲労感の数十パーセントは償却されてしまうのだから、俺という人間の底も浅い。




「おー。腰が痛いてぇ」

「うぅっ、わたしのために、ゴメンね？　そだ、チューしてあげよっか？」

「はあぁっ!?　──おごっ」

　ただ、ずっと体を曲げ続けていたダメージまでは償却されない。
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　毬萌が素すっ頓とん狂きような事を言うものだから、俺は腰をやられた。

「にへへー。コウちゃん、顔が真っ赤！　冗談に決まってるでしょー。にっははー」

「……くっ」




　誰か、そこの棚に置いてあるバンテリン取ってくれる？




　　　　◆◇




　入学式と始業式が終わり、ここ数日は静かなものである。

　まだ本年の花祭学園において、学園社会を助けて正す新生徒会が正式に発足していないからだ。

　メンバーの一人は既に決まっている。

　新入生総代を務めた女子だ。確か名前は冴木さん。

　ただ、入学して三日や四日で生徒会の運営までしろと言うのは乱暴な話。

　そのため、彼女の招集は来週の頭という手て筈はずになっているそうな。

　ぶっちゃけ、入学して一週間でもかなりハードワークだと思うのだが、その辺は本人がやる気らしいので水を差すこともあるまい。若いって良いね。

　ちなみに俺は学食で優雅にアフタヌーンティーを嗜たしなんでいる。

　なんてセクシーな放課後だろう。

　そんな俺のリラックスタイムを邪魔するように、スマホが震える。

　相手を見るまでもない。仕方がないので電話に出る。




『助けて、コウちゃんっ！　わたし、オオアリクイに襲われて旦だん那なさんを亡くした女性に一千万円貰もらって、ＥＸＩＬＥのタカ●ロとパーティに行って、新しく出来る宗教の神様にならなくちゃいけなくなっちゃったよぉー!!』




　チビチビ楽しんでいたチーズケーキを一口で頬張り、午後の紅茶でそれを胃に流し込む。

　さようなら、俺のリラックスタイム。また逢あう日まで、壮健なれ。

　口の中がカラになってから、俺は短く返事をした。

「今すぐ行く」




「ぐぬぬぬっ……！」

　生徒会室では、毬萌がピンクのスマホを握りしめて唸うなっていた。

　柴しば犬いぬかな？

「あっ、コウちゃんっ！　来てくれたー!!」

　そして俺を見つけて目をキラキラさせる。

　散歩に行く前の柴犬かな？

「何がどうしてどうなったんだ。簡潔に頼む」

「このメール見て！　私はオオアリクイに旦那を殺された女性です。今回は訳あって、夫の遺した一千万を信頼できる貴方あなたに譲ろうと思います……だって！　どうしよう、贈与税の計算は済んだけど、心の準備がっ!!」

　理知的なパニクり方にイラッとするが、問題の根本が幼稚過ぎてクラッともした。




「何をそんなに慌てる必要があるってんだ」

「だってぇ！　……そっか、慌てないで、もう一回計算し直せってことだね、分かったっ!!　まずは基礎控除額を差し引いて、八百九十万円でしょ。そこに40％の贈与税がかかるから……、みゃっ!?　大変だよコウちゃん！　わたし未成年だから、お父さんかお母さんに代理で申告してもらわないと!!」

「そこかよ！　つーか落ち着け!!」

　嫌な予感が全力疾走して来やがった。

　……まさか、まさかとは思うが。

「おい、もう返信したとか言わねぇだろうな？」

「当たり前だよぉっ!!」

　良かった、俺が考えているほど毬萌はアホじゃなかった。

「こんな大事なこと、よーく考えてから返信するに決まってるじゃん!!」

　俺の用意したハードルを軽々越えていく。

　そうだった、コイツは余程のアホだった。




「あのな、これは迷惑メールの常じよう套とう句くだ。そんな女性はいねぇ。よく見てみろ、ここにお互いの信頼のためまずは百万振り込んでくださいって書いてあるだろ。なんで一千万くれる話が金払うことになってんだ。つーか、オオアリクイに殺されねぇだろ、人は。よくは知らんが、あいつらアリ食うんだろ？　そんなのすげぇ大人しそうじゃねぇか」




「あっ、待ってコウちゃん。そこは軽々に否定できないよ？　ブラジルとかでは、実際に襲われて死者が出たりしてるはずだから。被害者が出てるってことは、そのことによって悲しみを覚える人がいるんだよ？　茶化すようなこと言っちゃダメだよっ」

「……お、おう。そうか。それはなんつーか、大変申し訳ない」

　このピンポイントで博識なところが余計に腹立つが、まあ、そんな女性が存在しないことは俺の必死な訴えで不承不承ながらも納得したようだ。

　会議中に居眠りしている国会議員は、速やかに俺の情熱を模倣すべしとも思った。




「……って、えっ!?　迷惑メール？　じゃあ、この、ＥＸＩＬＥのタ●ヒロがア●シ主催のパーティに同伴してくれる女性を探していますっていうのも？　タカ●ロがアツ●のパーティに出られないなんて、大事件だよっ!?　だって、●ツシとタカヒ●、どっちが欠けたってＥＸＩＬＥは成立しないもんっ！」




「ア●シとタカ●ロの関係がそこまで重要な要素だったのは分かった。でもな、お互いの信頼のためにまずは二百万って書いてあるだろ？　さっきの亜種だ。つーか、二百万あったらすげー豪華なパーティ開けるだろ」

「そこは違うよ、コウちゃん。この話の主題は、タカ●ロがパーティに同伴してくれる人を探してるってことだから、自分でパーティ開いちゃったら論点が変わっちゃう」

「……ああ、そうか」

　なにゆえ俺が毬萌先生の赤ペン修正喰くらっているのかは承服しかねるが、これも毬萌は納得したらしく、それは結構なことである。タカヒ●とアツ●もさぞかし喜んでいるだろう。

　ハイタッチくらいならしているかもしれない。




「あなたは神の生まれ変わりで、救世のために我々を導いてくださいっていうのは？」

「つきましては、教団設立のために五百万振り込んでくださいってさ。お前らが出迎えに来いって話じゃねぇか。詐欺だ詐欺、こんなもん」

　さっきまで眉まゆをひそめて珍しく険しくなっていた表情がいつもの見慣れたものに戻り、俺もやっと人心地が付いた。

　それにしても、こんな恥ずかしい勘違いをしてさぞや落ち込んでいるだろう。

　致し方ない。ここは俺がひとつ元気づけてや──。




「良かったぁ！　じゃあ、夫を亡くしたご婦人も、パーティに行けないタカ●ロも、世界を憂いている団体も、全部いないんだねっ！　ホッとしたよぉー」




　──なにこの清らかな心。眩まぶしいんだけど。




「……なあ、学食でケーキでも食うか？　奢おごってやるよ」

「えっ、いいの!?　やたーっ！　行く行くー!!　なんだかコウちゃん優しいね？　んふふーっ。ケーキ、ケーキ！　美味おいしいケーキ!!」

　俺にできるのは、毬萌のスマホの迷惑メール設定を「強」に変更する事と、世界平和を祈る事。

　そして、学食のチーズケーキをご馳ち走そうしてやる事くらいである。

　守りたい、この笑顔。




「ところで、さっきの迷惑メール、全部ホントの事だったらどれ選んだんだ？」

　天才の率直な意見に興味があり、チーズケーキをモグモグやっている毬萌に話を振った。

「ほれはふぇ、へっほへぇ」

「飲み込んでから喋しやべりなさい。ほら、ミルクティー買ってあるから」

「んむんむ、ぷはーっ！　ありがとー」

「で、三つのうち、どれを選ぶんだ？　ああ、待て待て。どれも選ばないってのは興が醒さめるから、選ばなかった時はすげぇ貧乏になることにしよう。どうだ？」




　毬萌は考えるまでもないという様子を見せ、ノータイムで答えた。

「どれも選ばないよっ！」

「なんだよ、話聞いてたか？　それじゃ、お前貧乏になるんだぜ？」

「いいよー。だってさ、どのパターンを選んでも手続きとかその後の生活とかにすっごく支障が出ちゃいそうでしょ？　そしたらさ、コウちゃんと会う時間が減っちゃうじゃん！」

「いや、でも、お前、すげぇ貧乏に」

「にへへー。わたしは、別に貧乏でもいいかなっ！　だって、お金なくて困ったら、いつもみたくコウちゃんが色々工夫して助けてくれるでしょ？」




「…………………」




　俺は無言で席を立ち、学食のおばちゃんのもとへ駆け足。

　目当てのものを購入したらば、今度は元居た席へ再び駆け足。

　皿に細心の注意を払いながら。

「……ほれ」

「わぁーっ！　プリンだーっ！　えっ、なぁに、どうしたのー？」

「いいから食っとけ」

「わぁーいっ！　よく分かんないけど、ありがと、コウちゃん！　にひひ、プルプルしておるなぁー、お主！　だがそれもここまで！　わたしが食べてしまうからだーっ！」




　まあ、なんだ。……うん。

　とりあえず、帰りに節約術のハウツー本を買おうと思った、俺である。







[image: 第二章　新入生と新生徒会]







　入学式から一週間が経ち、桜の花もすっかり散ってしまった。

　しかし、学園内に目を移せば、希望の花咲く新入生たち。

　俺たち生徒会の仕事は、その花が萎しおれないようサポートする事であるからして、既に通り過ぎた桜前線に後ろ髪引かれているようではいかん。

　常に前を見るべきである。

　それでもまだ引かれるのなら、後ろ髪くらいくれてやれ。




　とは言え、我らが生徒会長様は職員室へ出張中。

　残された俺は、地味な事務仕事を片付けるのみ。

　だが、独りでこなす事務仕事は味気ない。

　誰か話し相手でも居ないかしらと思うも、生徒会は二人しかいないので、居るはずもない。

　そんな俺の願いがゴッドに通じたのかは知らんが、生徒会室の扉がノックされた。

「はいはい、どうぞー。開いてますよ」

　大方、新一年生の道案内の依頼だろうと俺は当たりを付けた。

　先ほどの来客も、その前の来客もそうだったからである。

　結論から言えば、ノックの主は確かに一年生だった。

　そこだけ当たったとも言える。




「失礼します！」

　付言すると、その主は女子であった。

　凛りんとした佇まいにはきはきとした声、伸びた背筋。

　しかも美少女であった。

　毬まり萌もも美少女のカテゴリーに入れてやっても良いが、あいつはモフッとしているのに対して、こちらの彼女はキリッとしている。

　極めつけは姿勢の良さから強調される一年生にしては存在感のある胸部。

　って待て待て、俺はどこを見ている！




「はぁぁぁぁぁぁぁぁん!!　ええええええええええんっ!!」




「ひゃあっ!?　ご、ごめんなさい!?」

　俺は頭に湧いた煩悩を退散させるべく気合を入れた。

　そしてそれには成功したのだが、その気合で一年生の彼女を驚かせることにも成功していた。

　バカなのかな、俺は。




「あ、ああ、これは失礼。……あれ？　君は、確か、冴さえ木きさん？　新入生総代の……だよな？　そうだそうだ、間違いない」

「……っ！　はい！　そうです!!　あたし、一年の冴木花か梨りんです!!　名前を知って頂けているなんて、とっても光栄です!!」

「いや、そりゃ知ってるよ。入試トップだったんだよね？　凄すごいじゃないか」

「入試で一番だったとか、どうでも良いんです！　あたしは桐きり島しま先輩に知っててもらえた事の方が、何倍も嬉うれしいです!!」




　何というか、変わった価値観をお持ちのようだ。




「……あー！　そうか、今日だったのか、冴木さんに来てもらうの！」

　壁に張り付いているカレンダーを見たら、しっかりと『新役員来る！』と書いてある。

　俺は重ねて失礼を詫わびるとともに、「まあまあお座りなさいよ」と、彼女をソファーにお招きした。

「あ、はい！　失礼します！」

　さて、次はお茶だな。買い置きの紅茶がある。

　そして、茶菓子。買い置きの最中がある。

　紅茶と最中の相性に一抹の不安があったものの、これらを買い置いた者を責める訳にもいかない。

　だって、それ俺だからね。ほら、最中って美味しいじゃない？




「あたしのためにお茶を……！　光栄です!!　あ、いい匂い……。これ、すごく良い紅茶なんじゃないですか？　そんな、ダメですよ、あたしなんかに！」

　スーパーのタイムセールにて二百円とちょっとで買ったのよと言い出しづらい空気になってしまった。

「ああ、うん。まあそんな緊張しないで大丈夫だよ。相手は俺だし」

「何を言うんですか！　桐島先輩は凄くステキな良い人ですし、尊敬しています！　それに、淹いれてくださったお茶も美味しいです。先輩はお茶にも精通しておられるんですね!!」

　なんか知らんが、えらい褒められっぷりである。

　俺を良い人と断定している辺りの事情とかが、いまひとつ掴つかめない。

　が、こんな可愛い後輩に褒められたらば、そりゃもう、悪い気はしない。

「まあまあ最中もお食べなさいよ」と勧める。




「ごめんな、今、毬萌はちょっと席外してて。……ああ、生徒会長ね。多分、入学式で見てると思うけど」

「いえ、あたしは桐島先輩と二人っきりで全然大丈夫ですから！　むしろ、嬉しいというか……えへへ」

「あっ、そう？　でも俺、面白い話とかそんなに引き出しないよ？」

「いえいえ、先輩はそこに座っていてくださるだけで、もう、あたしは充分です！」

　なんか知らんが、えらい奉たてまつりっぷりである。

　入学以来、こんなに女子からよく分からんリスペクトを受けたことはない。

　俺、痩やせすぎて知らないうちに即身仏にでもなったのかな？

　……最中のおかわりでも用意するか。

　そしてとっておきの話も俺の心の引き出しから出しておこう。

　こんなにウキウキしている彼女であるからして、ここは俺もとっておきの話でおもてなしするのが男として、先輩としての役目であると確信する。

　ふふふ、彼女の喜ぶ顔が目に浮かぶ。とっておきだからな、ふふふ。




　それから30分ほどして、毬萌が帰ってきた。

「あーっ！　花梨ちゃん、もう来てたんだ！　ごめんねっ、せっかく来てくれたのに待たせちゃって。コウちゃん、ちゃんと花梨ちゃんのお相手してくれてた？」




　ふっ、愚問だな。




「俺を見くびるなよ？　今も学園生活におけるノウハウと、いかに力を抜くべき事が大切か、特に体育なんて杓しやく子し定じよう規ぎに成績を付けるのは間違ってるって話をしていた。ちなみに、体力測定なんか消滅しちまえって話のとこでお前が帰って来やがった。まったく、良いところだったのに」

「えっ。……ご、ごめんね、花梨ちゃん？　わたしがモタモタしている間に、コウちゃんが偏見に満ちた知識を」

「いえいえー、お気になさらずに。とっても楽しいお話でしたよ？」

「そっかぁ。それなら良かったよぉー」

「はい。ぜひ、また桐島先輩のお話聞きたいです！」

　毬萌のヤツ、俺の話を愚にも付かぬトリビアだと抜かしやがって。

　彼女を見ろ。

　この満足気な顔。お前には、こういう素直さが足りんのだ。

「次は学園生活における球技大会の不要論について語り合おうな、冴木さん！」

「はい！　……でも、次はもっとプライベートなお話も聞きたいです。できれば、先輩のお話とかがいいかなって。好きな食べ物とか、どんな音楽を聴くのかとか！　あっ、違うんです、別に桐島先輩の体育に対する熱いお話が嫌な訳じゃなくてですね。生まれてから気にもした事がない分野のお話でしたし。あっ」




　……誰も何も言うな。神仏の類いもだ。私語は慎め。

　俺にだって場の空気の感知器官くらい標準装備されている。




「じゃあ、花梨ちゃん！　書記のバッジと腕章！　これで正式に任命ってことになるからねっ！　まだ学園生活にも慣れてないだろうから、無理のないように頑張ろっ！」

「はい！　謹んで、お受けします！」

　パチパチと拍手する俺と毬萌。

「ようこそ、花はな祭まつり学園生徒会へ。よろしく、冴木さん」

「はい！　あっ、一つお願いしてもいいですか？」

「おう。俺にできる事なら何なりと。お役に立てると良いが」

　ニッコリと笑った彼女は、言う。

「あたしの事は呼び捨てで呼んでください！　あと、花梨って、名前で呼んでくれると嬉しいです！　神かみ野の先輩を呼ぶみたいに!!」

「それはとっても良いことだねっ！　やっぱり生徒会役員同士は仲良しさんじゃなくっちゃ。わたしの事も毬萌でいいよー、花梨ちゃん」

「はい、よろしくお願いします、毬萌先輩！　桐島先輩!!」

「そうだな、これから頑張っていこうな、花梨」

「えへへ。……はい!!」




　こうして、生徒会の仲間に花梨が加わったのであった。




　　　　◆◇




　レクリエーションと一口に言っても、その数は多様である。

　それはレクリエーションが広く人々の社会生活に寄り添ってきた歴史の成果とも言えるが、どれだけ種類が増えようとも、我々が選ぶ種目は一つ。

　むしろ数が多すぎて困る。

　長い歴史の中でもう少し自重できなかったのかレクリエーション。

　今からでも遅くない、堪こらえ性を身に付けようレクリエーション。

　そうとも、我々生徒会の本日の議題は、五月に迫った生徒会主催のレクリエーション企画を何とするか、である。




「あの、参考までにお聞きしたいんですけど、去年は何をされたのですか？」

　花梨の意気や良し。しかし、早速答えにくい質問が飛び出した。

「せ、清掃活動」

「……はい？」

　だから言いたくなかったんだ。

『相あい棒ぼう』の杉すぎ●右う京きよう警部みたいなセリフを可愛い後輩に吐かせちまった。

「えへへ……。これがホントの事なんだよねー。学区内の清掃活動！　って言って、学園の生徒みんなでゴミ拾いしたんだよぉ」

「そ、それは、あはは、なかなか、独創的で……。あ、規律を正すという観点では、うん、悪くはないと思いますよ！」

「花梨。無理してフォローしなくていい。俺も去年の事を思い出すと、頭が痛い。俺ぁ河川敷の担当になったんだが、聞いてくれるか？　ゴミ拾いって言うから、まあ空き缶とか、タバコの吸い殻とかを想像するだろ？　それなのに、何がゴミとして登場したと思う？」

「えー？　うぇぇ？　えーとですね、うーん。あ、資源ゴミですか？　うちの地区のゴミ捨て場に、曜日を守らないで資源ゴミを出す人がいるらしくて、パパが怒ってました！」




　それは不届きな輩やからがいたものだ。

　ゴミ捨て場はその地区みんなのものであるからして、ルールを破るなど厳禁。

　重罪である。

　だがしかし、俺の用意した答えとは違ったため、静かに首を横に振った。

　これは答えが難しすぎたなぁと反省もした。

「自転車」

「えー!?　自転車ですか!?　それを皆さんで運んだんですか？　それは大変でしたね」

　驚いてるところをごめんな、花梨。

　この話にはまだ続きがあるんだ。

「それとな、もう一つあるんだよ。次元が違うヤツが」

「自転車よりもですか？　聞きたいです！　ちょっとドキドキします」

「……軽自動車」

「……はい？」

　杉下●京警部のおかわりを貰もらってしまった。




「不法投棄されてた軽自動車があってな。まあ、河川敷だから、どっかの悪いヤツが捨てたんだと思うんだが、問題はな、そこに通りかかった先代の生徒会長がな……。はい、毬萌。締めをよろしく」

「これもゴミだから回収しますって、言い出しちゃってねー。あれは大変だったなぁー」

「えっ？　えっ？　あの、その費用は？」

「元々分配されてたレクリエーション用の予算が手つかずだったんだ。なんせ、清掃活動だからな。用意するのは精々、人数分のゴミ袋くらいだろ」

「……もしかして、使っちゃったんですか？」

「ほれ、去年の役員。教えてあげて」

「あはは、全額使って、業者さんを手配して、ぐわわわーって勢いで、ね。あれはわたしもビックリしたなぁー」

　この毬萌ですら驚くくらいなので、当然、他の生徒はドン引きした。

　何か悪い夢を強制的に見せられているような、酷い絵面が脳裏に焼き付いている。

「それで、だ。去年のトラウマが、現二年生と、三年生にはこびりついてるって話なんだよ。……まあ、もうこの先は言わなくても分かるよな」

「はい、すみません。今年も清掃活動だったら、正直あたし無理です」

「安心してくれ。俺も無理だ」

　ここで一いつ旦たん、茶を飲んで休憩を取った。

　去年の苦すぎる思い出を、渋めのお茶で心の奥底に流し込む必要があったからである。




「……あれ？　昨年の新入生総代って、毬萌先輩だったんですよね？　さっきも去年の役員って……。という事は、清掃活動が決まる会議の現場に居合わせたんですか？」

　再開された会議で、花梨が気付く。

　彼女は頭の回転が速い、聡そう明めいな女子である。

　また、少し気が強いところもあり、「おかしいな」と感じた事に関しては先輩だろうがハッキリとものを言う。

　俺はそんな花梨の態度が好きだ。

　正しい事を正しく述べられる場が議論をする上でまず必要になるし、その場で権利を正しく行使することが建設的な意見の構築につながる。

　ただ、毬萌の名誉のために、ここは俺がフォローするべきであろう。




「それがなー、こいつ、清掃活動が決まる前後で計一週間学校休んでたんだよ。風邪拗こじらせて。で、復学したらもう決定事項として清掃活動がデーンと構えてた……と」

「あっ、そうだったんですね。……なんだか毬萌先輩を責めるみたいな言い方になっちゃって、すみませんでした」

　悪いと思ったらすぐに謝れるのも、花梨の良いところである。

「んーん、いいんだよ花梨ちゃん。去年の会長に意見が出来なかったのは事実なんだし」

　そして、毬萌は勢いよく立ち上がった。

「だから、今年のレクリエーションは、生徒のみんなが楽しめる企画を立ち上げたいんだ！　時間はあるから、焦らないでじっくり決めてこっ！　二人とも、協力してくれる？」

「当たり前だろ。俺の役職を何だと思ってやがる」

　毬萌のヒップアタックに沈んだ椅子を助け起こしながら、俺は答える。

「あたしも、微力ながら頑張ります！　先輩方に遅れないようにしなくっちゃ！」

　こうして、俺たちは絆きずなを確かめ合ったのだ。

　……まあ、この日は全然決まらなかったんだけどね、題目。

　だって、元々が完全に纏まとまっている俺たちが挙党一致体制を決意したって、特に変化はないんだもの。




　レクリエーションも大事だが、生徒会には他にもやらなきゃならん仕事が山ほどある。

　ガストの山盛りポテトフライも引くくらいある。

　それを三人で黙々とこなしていたところ、ふと気になったので俺は毬萌に問いかける。

「なあ。そういやぁ、うちの会計は？」

　現在、経理関係の処理は毬萌が行っている。

　それに加えて会長としての職務を果たしているのは、高い高いでもして褒めてやりたいところだが、オーバーワークでアホの子モードになられても困る。

「良ければ、あたしが兼任しましょうか？」

「いやいや、入学したての可愛い後輩にそんな激務させられるかよ」

「か、可愛い……。あ、えっと、お気遣いありがとうございます」




　とは言え、俺も別に数字に強いって程でもない。

　が、他に候補がいないのならば、俺が兼任する方向で調整するのもやむ無しか。

「むっふっふっふー」

「なんだその気色悪い笑いは」

「あー、今、コウちゃんがひどい事言ったぁ！　こんな可愛い幼おさな馴な染じみ捕まえて、ひどい事言ったよぉー!!」

「はいはい、悪かったよ。で、何か妙案でもあんのか？」

　毬萌がニヤリとなにやらたくらみ顔をする。

　腹立つ反面、確かにちょっと可愛い。

「実はね、すっごい逸材を新入生の中から見つけたんだよ！　明日あしたには連れてくるから、二人とも、楽しみにしてていいよー？」




　まあ、我らの生徒会長がここまで言うのだから、その逸材とやらは余程の力を持っているとみえる。

　ならば、その期待の新星を待ちながら、事務仕事を粛々とこなしますかね。




　　　　◆◇




　翌日。

「あっ、桐島先輩！　お疲れ様です！」

　生徒会室には花梨しかおらず、彼女は俺を見ると笑顔で出迎えてくれた。

「おう！　お疲れ！　……毬萌、いねぇのな」

　俺も顔面を押したらさぞかし活きの良いスマイル汁が滲にじみ出るくらいの笑顔で挨あい拶さつを返し、とりあえず自分の席に座る。

　現在、昼休みである。

　仕事が多いときは昼休みに弁当食べながら生徒会室で作業をする事もあるが、今日は趣が違う。

　毬萌に呼び出されたのだ。

　ヤツは四時限目の終了と同時に『昼休みに生徒会室に集合だよ！　お待ちかね、とびっきりの新人くんを連れてくからねー!!』と生徒会ライングループでメッセージを飛ばしたのち、本人もどこかにすっ飛んでいった。転んで怪我でもしていないと良いが。

　そんな訳で、俺と花梨は生徒会室でステイ。

　躾しつけの行き届いたラブラドール・レトリバーよろしく、主人の帰りを待つ。

　そして５分経った。




「花梨。飯にしようか」

「えっ？　毬萌先輩を待たなくても良いんですか？」

「いいよ。だって俺、腹減ったもん」

　躾の行き届いたラブラドール・レトリバーだって、こんなに腹が減ったらご飯食べると思うの、俺。もし食べないと言うのなら、ここはもう俺の負けで良いです。

「いつ来るか分からん毬萌を待ってて、結局昼飯食えませんでしたってのが最悪のパターンだからな。ここは、副会長権限を発動する。ご飯、食べて良し！」

「ぷっ、あははは！　何なんですか、それ！　分かりました、あたしも先輩の悪だくみに加担しちゃいます！」

「そうだそうだ、いいぞ！　おっ、花梨は昼飯パン派なのか」

「あ、いえ、決めてるワケじゃないんですけど。今日はパンの気分だったんです」

「あー、分かる。そういう日ってあるよなー。無性に焼きそばパンとミルクコーヒーの口になる日あるわ。花梨はグリコのカフェオーレかー。王道だが、安定感ハンパないよな、それ」

「はい。これ、ちっちゃい頃からずっと好きなんですよー。コーヒーが飲めるようになったのは中学生になってからなんですけど、それでもたまに買っちゃうんです」




　そう言って、花梨はカフェオーレをゴクリ。その後、歯を見せてニッコリ。

　グリコの社員の人が見たらＣＭ起用されるのではないかと思うくらい可愛らしい表情だが、ウチの大切な書記はやれんぞ。

　大人しくグリコの本社に帰るが良い。




「実は俺、普通のコーヒー飲めねぇんだよ」

「えー、そうなんですか？　意外です！　先輩、コーヒー片手にお仕事するの似合いそうなのに」

「どうにも苦いのがダメでなぁ。菓子のティラミスってあるだろ？　アレくらいでも割とキツイ。胃薬は錠剤じゃないと飲めねぇし、風邪ひいたときの葛かつ根こん湯とうはシロップ味のヤツじゃないと飲めん！」

「あはははっ、なんだかカワイイです、先輩！　良いこと聞いちゃいました」

「みんなには内緒にしといてくれ。俺のデキる男のイメージが崩れる」

「ふふっ、了解です！」




　そんな感じで花梨と雑談しながら飯を食っていると、ドドドドと地鳴りのような音が聞こえた。

　そしてそれは扉の前でピタリと止まる。

　次の瞬間、扉がゆっくりと開き、毬萌が登場した。

「お待たせー！　こちら、今日から生徒会の会計をやってもらう、鬼おに瓦がわら武たけ三ぞうくんでっす！　仲良くしたげてねー」

　そして、「毬萌の後ろ、昼間なのに随分暗いなあ」と思っていたら、その背景がズズズッと動いて、小柄な生徒会長の姿を隠して見せた。

　これは見事なイリュージョン。




「どうも、はじめまして。鬼瓦武三と申します。ゔぁ、ゔぁぁっ、よろじぐおでがいじばぁぁず!!　……失敬しました。よろしくお願いします」

　俺には分からなかったのだが、鬼瓦くんのインパクトはそれはもう大きかった様で、その証拠に正面にいた花梨が口に含んだばかりのグリコのカフェオーレを盛大に噴き出していた。

　その凄せい惨さんな現場の中継は差し控えることとする。

　可愛い後輩の名誉のためである。

「あーあー、大丈夫か、花梨？　ほら、これハンカチ。俺ので悪わりぃけど」

「……けほっけほ。す、すみません。お借り……しま……けほっ」

「あの、よろしければ僕のハンカチもどうぞ？」

「ひゃあぁぁっ」

　鬼瓦くんの差し出したピンク色のハンカチを見て、続いて鬼瓦くんの顔面を見て、花梨が慄おののいた。




　まあ、確かに低くて渋い声だ。船の警笛を想起させられる。

　顔も彫りが深くて、ちょっと控えめな鬼神みたいな造りをしている。

　とは言え、個性的の範はん疇ちゆうだと俺は思うのだが。




「おっ、可愛いハンカチじゃねぇか。つーか、鬼瓦くん、腕太いなー。というか見るからに逞たくましいし、なんかスポーツやってんの？」

「よくぞ聞いてくれましたっ！　武三くんの家はね、洋菓子屋さんなんだよ！　しかも人気の！　『パティスリー・リトルラビット』って知らない？　もうね、売ってるもの、ぜーんぶ美味おいしいの！　わたし思うんだけど、死後の世界があるとしたら、天国ってあんなとこだと思うっ！」

「なんで毬萌が得意げに答えてんだよ。俺は鬼瓦くんに聞いてんの。あと勝手に鬼瓦くんの実家を天国にすんな。死者で連日大繁盛の洋菓子屋とか、嫌過ぎんだろうが」




　なるほど、行きつけの店で鬼瓦くんに目を付けたのか、毬萌のヤツ。得心。




「あのぉ、会長。副会長……」

　身長１８０は余裕で超えているであろう鬼瓦くんが肩をすぼめて、声も抑えて俺と毬萌を見る。顔もどことなくしょんぼりとしている。

　鬼神しょんぼり。

「僕、こんな外見でこんな声なもので、その、何と言うか、生徒会みたいな華やかな場所にそぐわないと思うんです。今だって、冴木さんを驚かせてしまいましたし」




　何を言うのかと思えば、そんな事か。




「まー、なんつーか、人には得手があれば不得手もあるから、そこんとこの相性は仕方ない。が、俺ぁ別に君が生徒会に相応ふさわしくないとは思わんぞ？　外見？　声？　そんなもん、俺を見てみろ。鍛えてるのに貧弱でほっそいボディ。誰の印象にも残らん声。こんな俺が副会長なんだから、むしろ個性を前面に出して行こうぜ？」

「おおーっ、コウちゃん、語るねーっ！　語っちゃうねーっ!!　いいぞいいぞ、もっと言っちゃえーっ」

「うっせぇな、毬萌。……まあ、とにかくだ、俺は歓迎するぜ、鬼瓦くん！」

「うんっ！　わたしも大歓迎だよっ！　って、スカウトしたのわたしかー。あははっ」

「それに、花梨もそのうち慣れるだろうし、もし慣れなきゃそん時対策を……おう？」

　とてもお見せできない姿だった花梨が、いつもの花梨になって俺の肩をトントン。

「あたし、とても失礼なことをしてしまいました。鬼瓦くん、ごめんなさい！　人を見た目で判断するなんて、最低でした!!　えっと、その、よろしくお願いします!!」

　今度は俺が鬼瓦くんの肩をポンと叩たたく。

「ほらな？　世の中、意外とマイルドに出来てんだぜ？　さっき花梨が噴き出した、グリコのカフェオーレみたいに、な？」

　こうしてついに、満を持して、花祭学園新生徒会の発足と相成った訳なのであった。




「……コウちゃん。サイテーだよぉ。花梨ちゃんだって大変な目に遭ったのに、何上手い事言おうとしてるのー？　わたしはちょっと、今の言動を看過できないぞっ！」

「ひ、ひどいですぅ、先輩……」

「ゔぁあぁっ、僕のせいでまたいらぬ諍いさかいが！　もうじわげございばぜぇん！　失敬。申し訳ございません!!」




　ねえ、何でキレイに締めたのに、みんなして俺を非難するの？

　俺が悪いの？　結構良い事たくさん喋しやべったと思うんだけど？




　……はい。なんて言うか、すみませんでした。




　　　　◆◇




　世の中、割と毬萌の言う通りに回っている。

　認めたくないが、幼少期から数えてもタコとイカをそれぞれ10杯集めてその脚の数でも足りないくらいの実証が行われており、それらを以もつてしてまだ認めないというのはその行為が社会への反逆行為とも思われる。

　反逆者という響きには少年の心がくすぐられるが、昨今の時世を鑑みれば向かい風を浴びながら生きていくのは辛い。取材拒否の頑固おやじが経営するラーメン屋みたいな例もあるが、取材を受けたらもっと繁盛するのにと思わざるを得ない。

　前置きが長くなったが、今回も毬萌の言う通りになった、という話である。




　彼女の言うように、鬼瓦くんはどこに出しても恥ずかしくない、逸材であった。

　まずは会計に慣れるために試運転をと昨年の部活動別の予算編成表を渡して、

「君がやりやすいようにカスタマイズしてご覧あそばせ」

　と言ってみたところ、驚いた。驚かされた。

　ほんの数時間で見違えるように数字たちを整列させたかと思うと、次に無駄をちぎっては投げ、省いては転がした。

　なんということでしょう。匠も称賛のビフォーアフター。

　カスタマイズどころか、これは整形手術の域である。

　それを俺と花梨で褒めると、彼は一言。

「僕にできるのはこれくらいですから」

　──ヤダ、カッコいい。バリトンボイスがいっそうステキ。

「ぬっふっふー。だから言ったでしょ？　武三くんはすごいって!!」

　得意げな毬萌に反撃の言葉など見つかるはずもなく、俺は降参した。

　こうしてまた、毬萌の言う通りに世界が回ったのであった。




「僕はエッフェル塔ですかね」

　話のレコードの針が飛んだ訳ではない。

　急に場面が変わっただけだ。

　分かりにくい事をするな？　ごもっとも。ごめんなさい。

　仕事終わりの雑談タイムである。

「世界旅行するならどこに行くか」というお題だ。

　バーソロミュー・くまみたいな質問になってしまったが、お好みの地点に飛ばしてはあげられないので、了承されたし。

　まだ鬼瓦くんは生徒会に慣れていない。

　そりゃそうだ。入って数日だもの。

　ならば、花祭学園の潤滑油マンとして名高い俺がトークセッションに打って出るのは当然の流れであり、これまでいなかった男の話し相手の登場に内心ウキウキしている事も手伝って、会話は大いに弾んだ。




「ああ、いいよな。一緒に凱がい旋せん門もんも見られるしな。まあ、行ったことねぇから、エッフェル塔と凱旋門の位置関係がイマイチ分からんが。東とう京きようタワーとスカイツリーくらいだろ、多分。知らんけども。そうか、鬼瓦くんはフランス推しなのな」

「はい。フランスは好きなんです。観光だけじゃなくて、洋菓子屋としても魅力的です。僕の父も若い頃に修業のため数年滞在していたらしいです」

「ははあ、なるほどなぁ。そう言えば、アレ、なんて言ったっけ。ああ、そう、エクレア！　エクレアって確かフランス菓子だったっけか？」

　机で書類の決裁をしていた毬萌の目が怪しく光る。

「コウちゃん！　他にも、マカロンとかモンブランとか、フィナンシェとかスフレとか、ガレット・デ・ロワとかもフランスのお菓子だよっ!!　ちなみに、わたしはどれも大好きだよっ！　すっごく美味しくて、頬ほっぺた落ちちゃいそうになるんだからっ！」

「が、がれ、ん？　ガレッジセール？　なんかよく分からんが、すげーすげー。いいからお前は仕事しなさい」

「ぐぬぬぬっ！　わたしだってお喋りしたいのにっ！　いじわるーっ!!　冷たーい!!」




　俺が冷たいと思われるのは心外である。

　何故ならば、今、俺と鬼瓦くんは毬萌の仕事が終わるのを待ちながら、そのついでに雑談しているからである。

　花梨はかなり前に家の用事があると言って帰った。

　外もすっかり暗いのに残ってやっているのだから、冷たいどころかホッカホカである。

　ならばとっとと帰ればいい？

　バカ言うな。こんな暗がりの中、女子を一人で帰せるか。




「桐島先輩はどこに行きたいですか？」

「んー。そうだなぁ。……マチュピチュ、かな？　ミステリアスなとことか、良いよな。もうなんつーか、響きからしてミステリアスだもん。ついつい口に出したくなる観光スポットランキングでも確実に上位ランクインすると思うぜ」

「ああ、いいですね。あんな所に、あんな大きなものが……と。確かに、男のロマンですね」

「うむ。全くもってその通り。マチュピチュ、良いよな！」

「あっ、すみません、先輩。僕、ちょっとお花を摘みに」

「お、おう。行ってらっしゃい」

　男のロマンを語ったはずの鬼瓦くんが、何故か淑女っぽく退席した。

　口にはハンカチを咥くわえている。

　今日は黄色の布地にお花の刺し繍しゆうがひっそりと上品さをトッピング。

　やはり洋菓子屋のせがれともなると、ハンカチの趣味からしてエレガントで感心する。

　鬼神うっとり。




　それにしても、てっきり毬萌のヤツがマチュピチュの豆知識でも披露してくるかと思ったが、予想に反して静かだな。

　ふと顔を上げて様子を見ると、顔を赤くしてプルプル震えている毬萌。

　どうせ「一人息止め選手権」とかしてるんだろうなあと思うものの、ついつい気にしてしまうのが俺の悪い癖。

「おーい。何してんだ？」

「みゃあっ!?　き、聴いてないよ!?　わたし、コウちゃんたちの話、全然聴いてないよ!?　全然、全然、ぜーんぜん聴いてないからねっ!?」

「……ん？　ああ、そう」

　なに、この突然の宣言。というか、さっき会話に入って来てたじゃねぇか。

　んじゃ、聴いてんだろ。




「ごめんねっ！　実は聞こえちゃってた！　でもでも、仕方ないよね、男の子だもん。そ、そういう事に興味持つのも、自然っていうか、健康な証拠だし？　で、でも、ここに女の子がいるんだからさっ、もう少し配慮っていうかさっ、そーゆうのがさっ」

　しばらくジーッと見ていると、勝手に釈明会見を始めた毬萌。

　そして会話の歯車の悲鳴も聞こえた。何という噛かみ合わなさか。

　醸し出すのは、テトリスの下の方でやらかした時の「あっ、これ多分最後までズレたままだな」という絶望感。

「いやいや、マチュピチュに男も女もねぇだろ？」

「みゃっ!?　そ、そんな大きな声で言わないでっ!!」

「はあ？　お前、マチュピチュを何だと思ってんだよ」

「みみゃっ!?　そんな何度も繰り返さないでっ!!」

　毬萌はさらに顔を赤くする。スライムベスか。

「えっ、エッチな言葉でしょ!?　そ、それくらい、知ってるもんっ!!」




　──この子は、本当にアホだなぁ。




　なにゆえ、何とかいうおフランスの菓子の名前を知っていて、マチュピチュを知らんのか。

　相変わらず、俺の理解を軽々越えていく。

　ついて行く身にもなれ。

　その後、俺はマチュピチュを図解付きで説明してやり、毬萌のアホの子モードのスイッチをオフにしようと試みた。

　マチュピチュも勝手に汚名を着せられて、さぞかしご立腹であろう。

　本当に、よくもまあ次から次へと色んなものに汚名を着せるもんだよ、お前は。

　やり手のアパレル店員か。

　そしてスイッチをオフにするのは無理だった。




「えっ、じゃあ、濃厚テリーヌミルクもエッチな言葉じゃないの!?」

「それ、さっきお前が食ってた菓子パンだろうが！　買った時点で理解しろよ!!」




　ごめんなさい、敷しき島しま製せいパンさん。俺、御社の製品、大好きです。




　　　　◆◇




　さて、ゴールデンウィークが視界に入り始める四月も下旬。

　我らが生徒会もすっかり馴な染じんだもので、花梨も鬼瓦くんも生き生きと仕事をしているように見受けられ、働き方改革が叫ばれる昨今において、俺の所属する組織はその観点からも実に優秀と思われた。

　向かうところ敵なしである。

　とは言え、敵はなくとも仕事はあるのが生徒会の辛いところ。

　花祭学園が『生徒の自主性』に重きを置いているおかげで、生徒会を長として、それに連なる各委員会は連日大忙しである。

　直近の大仕事は、以前からやっている生徒会主催のレクリエーションの準備と、こちらも五月の中頃に予定されている部活動予算編成会議のための調整。

　どちらも結構なハードワークだ。

　それに加えて更に仕事があるのだから、もう大変。




「じゃあ、わたしは美化委員さんと打ち合わせしてくるから、あとの事はよろしくね、コウちゃん！」

「おう。……大丈夫か、その荷物の量」

「へーき、へーき！　行ってくるねーっ！」

　顔の辺りまで被さる程の資料の束を抱えて、慌ただしく部屋を飛び出して行った毬萌。

　柱に頭でもぶつけなければ良いのだが。




「さて、それじゃあ俺たちも仕事するか」

「はい！　毬萌先輩の分まで、あたしが頑張りますね!!」

「おっ、頼もしいな、花梨。その調子で頑張って、俺に楽をさせてくれたまえ」

「えー？　桐島先輩も一緒に頑張ってくださいよ！　ひどいですー」

「はっはっは。……と、俺らは部活動の適正チェックだな。二人も分かってると思うが、一応確認しとく。こういうのは言葉に出してチェックするってのが案外大事だからな」

　俺の仕事出来そうな上司オーラがスプラッシュ。

　周囲はマイナスイオンに包まれた。

「要するに、その部活が本年度の想定している部費を貰もらうに相応ふさわしいか否かを、直接目で見て精査する。以上！」

　言うほど確認することがなく、俺の意識だけ高い上司オーラがスプラッシュ。

　マイナスイオンってマイナスって付いてるのに人体にはプラスってすごいなあ……と、現実から目を背ける事には成功。




「鬼瓦くん、あとよろしく」

　そして部下に丸投げする俺。

　俺だったらこんな上司は嫌なので、我が身を見て我が振り直せと自戒する。

「今日視察する部活動は、ソフトボール部とサッカー部です。ソフトボール部は、部員の数が九人と少なく、活動実績がないにも拘かかわらず過剰な部費が計上されている恐れがあります。対して、サッカー部は昨年県大会においてベスト８の成績を残しました。僕個人の見解ですが、サッカー部の部費は適正だと思います。ですが……」

　鬼瓦くんのセリフを引き取って、俺が締める。

「ソフト部は怪しいってことだな！　ってこたぁ、まずはソフト部に行くべきか！」

　鬼瓦くんのセリフでもう締まっているじゃないかと思っても口に出すべきではない。

　真実は時として人を傷つける。




「じゃあ、あたしと先輩でソフト部から見て回りましょう！」

「お願いします。ソフトボール部は女子部員だけですから、僕は生徒会室で待機しています。怖がらせるのも申し訳ないですし」

「いや、そんな卑屈になるなって。でもまあ、生徒会室を空けとくワケにもいかねぇか。じゃあ、鬼瓦くんには留守番を任せる！」

「分かりました。二人とも、お気を付けて」

「はい！　じゃあ先輩、行きましょう！」

　この一連のシーン、お前がいなくても成立してね？　と思っても、やはり口に出すべきではない。大抵の場合、そんな空気の時は本人も察しているからである。

　分かったら返事を求む。はい、よくできました。




　結論から言うと、ソフトボール部はクロだった。

　別に不真面目だとか、活動していないとか、そんな後ろ暗い部分が見て取れた訳ではないのだが、部員が八人卒業して抜けたところに新入部員がたったの一人では、さすがに今の部費を維持してやる、というのは無理な話。

　もちろん、心情的には頑張って欲しいところ大である。

　が、心情を仕事に持ち込むと公正さを欠く事になるし、他の部にも示しがつかない。




「残念でしたね。やる気はすごく感じられただけに、なんだか申し訳ないです……」

　まるで自分の事のようにソフトボール部を憂う花梨。

「そうは言っても、予算は限られてるからなぁ。いや、花梨の気持ちも痛いほど分かるんだが、こればっかりはなー。まあ、鬼瓦くんの試算通り、ここは３割減ってとこか」

「ですよね……。はあ。これって結構辛いお仕事ですね。では、記録しておきます」

　そう言って、花梨がノートに目を落とした瞬間の出来事であった。

　グラウンドでカキーンと快音が響いたかと思うと、続いて「危ない！」と悲鳴にも似た声がする。

　人は「危ない」と叫ばれると、そちらを振り向くのが習性であり、それは防衛本能と密接な関係があるとも思われたが、その考察をする暇はなかった。

　ソフトボールがグングン俺たちとの距離を縮めていたからである。

　別に部費を下げられた仕返しでもあるまいが、その凶弾は今まさに、無防備な花梨目掛けて襲いかかろうと牙きばを剥むいていた。




　そんな時でも慌てないのが俺、桐島公こう平へい。

　忘れてもらっては困る。

　俺は日々、毬萌のリスクマネジメントを請け負っている男。

　咄とつ嗟さの判断において、この俺に並ぶ者は学園広しといえどもそうはいない。




「きゃっ!?　えっ、先輩!?」

　まずは花梨の体を無言で引き寄せる。

　年頃の女子に対してはマナー違反であるが、この場合下手に声を掛けては逆に混乱させて危険が増すので致し方なし。

　これでステップ１は完了。

　そしてなんと、次が最終ステップである。

　簡単お手軽、襲いかかるボールを後ろ手で受け止めたらば、万事解決。

　このように、スッとさり気なく。




「おっしゃべあぁぁぁぁぁぁひゅぅぅぅぅんっ」




　今のは、背中にボールの直撃を受けた際の、俺の声である。

　だがしかし、それは心の中の声。実際は我慢した。なんと偉大な所業だろうか。

　今すぐにも叫んでそこら中を転がり散らかしたいのを、涙と一緒に我慢。

　花梨にいらん心配をさせたり、あまつさえ責任を感じさせるなど言語道断である。

「せ、先輩、大丈夫ですか!?　桐島先輩!!」

「お、おう、へ、平気、平気。おふぅ。花梨こそ、大丈夫だったか？」

「あたしは平気です！　先輩、あたしのために……！」

「い、いや、なに。このくらい、ぜ、全然、よゆーだから。花梨が無事ならそれで……」

　俺の頭の中では、イチローばりの背面キャッチでグラウンドのそこかしこから黄色い声を浴びるシミュレーションが出来上がっていたのだが、全く人生とは予測がつかない。

　お前の運動神経くらい予測にいれろよという声は聞こえない。

　結局、この日は視察を打ち切り、生徒会室へと引き上げることになった。
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　一歩歩くだけで激痛が挨あい拶さつしてくるんだから、これはもう致し方ない。

　その道すがら、彼女がポツリと言った。




「先輩」

「なんだろうか？　あっ、もしかして俺、汗くさい？」

「ふふっ。違いますよー。……カッコ良かったです。さっきの先輩。とっても」




　相変わらず、花梨は変わった価値観をお持ちのようだった。




　　　　◆◇




　結構な時間とん挫ざしていた生徒会主催のレクリエーション企画。

　その題目が、ついに決まろうとしていた。




「ええと、企画は学園全体を使ったオリエンテーリングです。チェックポイントを設置し、そこを回ってもらうことで、新入生は各施設を把握できる利点があります。上級生には、各クラスで給水ポイントや軽食のポイントなどを設営してもらいまして……」

　花梨のプレゼンテーションは見事だった。

　俺と鬼瓦くんは、「はへぇー」とため息をつくばかり。




「うんっ。花梨ちゃん、とっても良い案だと思います。飲み物や食べ物は衛生的な問題もあるし、文化祭みたいに準備期間もないから、予算でわたし達が市販のものを用意しようね。それで人員の増援が必要だけど、そっちはわたしが手配しておくよ」

　毬萌も天才の本領発揮とばかりに、花梨の立案を丁寧に整える。

　俺と鬼瓦くんは、「ほへぇー」と感嘆するばかり。




「じゃあ、この案件はこのまま花梨ちゃんに指揮を執ってもらおっかな」

「えっ!?　あたしがですか!?　そんな、無理ですよー」

「大丈夫だよっ。わたしが花梨ちゃんなら出来るって判断したんだから、失敗を怖がらないで思いきりやってみて。武三くんはさっき話に出た飲食物の計算をお願いね。予算を割り振るから、上手うまく支出を調整してみようか」

　毬萌の意図がここでようやく分かった。

　どうやら、この企画は一年生コンビに任せて、彼らに自信と実績を授ける方策らしい。

　普段アホの子の方ばかり見ているからたまに忘れそうになるが、こいつ、カリスマ生徒会長なんだよなぁ。




「僕などに務まるでしょうか？」

「平気だよっ！　武三くんも花梨ちゃんも、即戦力として役員になってもらったんだからね。困ったら、わたしとコウちゃんを頼っていいから、出来るところまでやってみよう。もちろん、失敗しちゃっても問題ないよ」

　すごいなあ、天才でカリスマ持ちって。

　やっぱりチートだよ、こいつ。

「……はい！　あたし、責任を持って、この企画を成功させて見せます!!」

「僕も微力をづぐじばず!!　……んん！　いえ、全力を尽くします！」

「はいっ。とっても良いお返事です。頑張ろうねっ」

　俺がアホ面で口を開けている間に、毬萌は一年生コンビに闘魂を注入したのち、実に円滑な役割分担まで済ませてしまった。

　まるで俺の事など忘れているかのようだが、まあ俺と毬萌も長い付き合いだから、言わずとも分かるだろうということか。




「あっ、コウちゃんの事忘れてた！」

　おい、忘れてんのかよ!!

「お前なぁ……。俺ぁ何でもそこそこやれる、ユーティリティープレーヤーだぜ？」

「器用貧乏とも言うよねっ！」

「なんでそんなサラッと酷い方の言葉に言い換えるの!?」

「にははっ、ごめんごめん。じゃあ、コウちゃんは花梨ちゃんのサポートで！　可愛い後輩を助けてあげてー」




　くそ、取って付けたような役職振ってきやがって。

　だが、まあ、俺に出来る事で一番有意義な立ち位置としては間違っていない。

　しかし、やっぱりなんか腹は立つ。

「よし！　花梨！　俺の事をビシバシ使ってくれ！　遠慮はいらねぇぞ!!」

「そ、そんな……。うん、でも、分かりました！　じゃあ、お手伝いお願いします！」

「任せとけ」

「生徒のみんなに楽しんでもらえるよう、頑張ろうねっ。わたしは三人の手が回らない仕事を全部引き受けるから。さあ、がんばろっ。えいえいっ、おーっ!!」




「「「おー[image: かんたんふ]」」」

　紆う余よ曲きよく折せつあったが、生徒会発足後、最初の大型ミッションがついに始まる。







[image: 第三章　公平と日常]







　花はな祭まつり学園の委員会には序列がある。

　我が学園の生徒による組織は、負うべき職責によって規模が変わるのだ。

　ただし、生徒会は例外で、毎年度少数精鋭が選ばれている。

　船頭多くして船山に上るとも言うし、トップを絞るのは正しいと俺も思う。

　そして、何を隠そう、俺も少数精鋭。どうだ、凄すごかろう。




　では、その生徒会の下、つまり学園生活において重要とされている、最も人員の多い委員会はどこかと言えば、風紀委員会である。

　ウチの風紀委員は一般的な学校の同名組織と比べると、仕事が多い。

　生徒社会の規律を正す指導はもちろん、始業式や入学式に卒業式などの公式行事の裏方、果ては文化祭や球技大会に至るまでのサポート事業すら一手に引き受ける。

　行事がある度に交通整理や安全確認のために駆り出される市役所の地域課のような側面を持つため、業務も多岐にわたり、そりゃあ人も多くなるだろうと想像に難くない。

　そんな組織を束ねるのは、さぞかし屈強な者だろうと考えるのは些いささか短絡的である。

　ただし、強い個性が隠しきれていない人物が登場するのは予告しておく。




「失礼するわよ！」

　ノックをすると、すぐに女子が入ってきた。

　スラッとした、スレンダーな彼女は、無駄のない動きで生徒会長の席へ歩を進める。

　ちなみに、彼女は胸部もスラッとしており、そのため空気抵抗が少ない事も迷いのない歩みの一翼を担っている事は間違いなかった。

　彼女はそんな同級生。




「……っ！　桐きり島しま公こう平へい！　ちょっと、今、私をいやらしい目で見ていなかった!?」

　とんでもない言いがかりである。

　しかし、俺の視線を不快に思ったのならば、ここは非礼を詫わびるのが先だ。

「そんな目はしてないけど、気を悪くしたなら申し訳ない。氷ひ野の丸まる子こさん」

　そうとも、彼女こそが花祭学園の風紀を守り、悪い芽が育つ気配を見せようものなら端から端まで容赦なく除草剤をかける女子、氷野丸子さんである。

　新年度一回目の風紀委員主催持ち物検査の際、彼女の担当になってしまったクラスは、骨も残らず不用品の全てを取り上げられたというのはもはや語り草。

　そんな彼女は、毬まり萌もに匹敵するほどの知名度と、圧倒的なプレッシャーを以もつて、学園の有名人の一人である。




「…………っ！　桐島公平！　私をフルネームで呼ばないでったら!!」

　彼女とはさほど仲良くもないが、彼女を呼ぶとほぼ確実に怒られる。

　だって、自分がフルネームで呼ばれたら、フルネームで呼んだ方が良いのかって思うじゃない？　ねえ？

「すみません、丸子さん」

「名前を気安く呼ばないでもらえるかしら!!」

　フルネームで呼ぶなと言われて名前で呼んだらより怒られる。

　俺は今、社会の理不尽を煮詰めた鍋なべの底にでもいるのだろうか。

「私を呼ぶ時は、氷野！　氷野と、名字で呼んでって言ってるでしょう。これで何度目!?」

　──一度目です。氷野さん。




　あとで聞いた話によると、氷野さんは「ひのまるこ」という名前の響きに強いコンプレックスを持っているらしく、その名を呼ぶことは禁忌とされているらしかった。

　同じく名前の「まるこ」も清水しみずに住んでいる女子児童を想起させるため、やはり禁忌とされているらしかった。

　ヴォルデモートかな？

　今や全てを喰くらう肉食系女子として学園内に知らぬ者おらずの彼女だが、案外可愛らしいところもあるのだ。

　可愛いヴォルデモート。




「あーっ！　マルちゃん、いらっしゃーい！　よく来たねぇー。歓迎するよぉー」

「ふふっ、来たわよ、毬萌！　その、もっと大胆に歓迎してくれていいのよ？　だ、抱きついて、じゃなくて、ハグしてみたりとか」

「ごめんねー。ちょっと手が離せなくてさっ。別に、メールでも良かったのにー」

「何言ってるのよ！　私と毬萌の仲じゃない、寂しいこと言わないで」

「そっかぁー。マルちゃんのそーゆうとこ、わたし好きだなっ」

　何だかご機嫌な様子の氷野さん。そして、新しく覚えた彼女が怒らない呼び方。

　ここは名誉挽ばん回かいの絶好機。




　神よ、教えてやろう。

　チャンスの女神には前髪しかない。

　これには諸説あるが、ダ・ヴィンチ先生が言っていたらしい。

　ならば刮かつ目もくせよ。この俺が、チャンスの女神をゲットするところを。

「マルちゃん、椅子を用意しようか？」

「何なのよ、急に！　馴なれ馴れしく変な名前で呼ばないでくれる!?　もうっ!!」

　割とガチ目に怒られた。女神はどこだ。

「それでね、今回のオリエンテーリングなんだけど、風紀委員会の全面的な協力をお願いできるかなぁ？　思ってたよりも大規模になりそうでね、早めに話を詰めておきたいなって」

「そんなの、オッケーに決まってるじゃない。毬萌の頼みですもの」

「良かったぁー。じゃあね、指揮はそこの花か梨りんちゃんが執るから、彼女と打ち合わせしてもらえる？　何かあったら呼んでくれていいからねー」




　またしても無駄のない動きで、今度は花梨のもとへと移動する氷野さん。

「よ、よろしくお願いします、ひ、氷野さん……」

「よろしくね、冴さえ木き花梨。毬萌から話は聞いているわ。優秀らしいじゃない。そんなに緊張しなくったって平気よ？」

　花梨の代弁をするが、そりゃあなた、無理だってば。

「あっ、はい。……あの、何とお呼びすればいいでしょうか？」

「別に、好きに呼んでいいわよ？　ただし、フルネームと名前のみってのはダメ」

「じゃ、じゃあ、マルさん……では？」

　いかん！　花梨がぶっ飛ばされるぞ！　ここは俺が盾となって後輩を守らねば！

「いいわよ。あんたが呼びやすいなら、それで」

　良いのかよ！　なんだよ、さっきのさん付けしてなかったから怒られたのか。

　同級生とは言え、確かに仲良くもないのにちゃん付けはまずかったか。

　気付けば眼前に再びチャンスの女神。ふふふ、愚かな女よ。もはや逃がさんぞ。

「マルさん、最中でも食べます？」

「誰がバルサンよ、桐島公平！　そんな失礼なあだ名つけるなんて正気かしら!?」




　──どうすりゃ良いってんだ……。




　はあ？　チャンスの女神？　知るか、そんな女。

　最中あげるから帰ってもらって。




「イベントの時なんだけど、ここの昇降口は封鎖した方が良いわね。テンション上がった生徒が走ったりすると危ないから」

「そうですね。もういっそ、ルートは少なくした方が良いかもです。競争が目的じゃないですし。そっちの方が風紀委員さんたちのご負担も減りますよね」

「うんうん、いいじゃない。冴木花梨、あんた本当に優秀なのね。毬萌が推すだけのことはあるわ！　でも、私たち風紀委員に遠慮は無用よ。ガンガンこき使ってくれていいわ」

「えー。そんな、こき使うなんてできませんよ！」

「ふふっ、ちょっと意地悪な言い方しちゃったわね。でも、使ってくれていいっていうのは本当よ？　変な遠慮はなし。やるからには、最高のものにしたいじゃない！」

「マルさん先輩……！　ありがとうございます!!」




　先ほどより、氷野さんも同行して、オリエンテーリングで使用する経路の安全性や利便性、イベント当日のシミュレーションを含めた入念な打ち合わせが進行中である。

「じゃあ桐島先輩、次は……って、あれ？」

　花梨が俺を捜している。俺はここだ。君らの50メートルくらい後ろにいるぞ。

「せんぱーい！　どうしてそんなに離れてるんですかー？」

「桐島公平！　何をやっているのよ!?　きびきび動きなさい！　まったく、仕方のない男ね。それでも副会長になれるとか、なんて羨うらやましい……違う、けしからん話だわ！」




　どうしてかって？

　それはね、氷野さんがね、すごく怖いからだよ。




　花梨と氷野さんは、毬萌が間に入ったとは言え、元から相性が良かったらしく、既にお互いが信頼し合う良好な関係を築けているようであった。

　それは良い。

　大変結構な事なのだが、相変わらず氷野さんの俺に対する当たりがよろしくない。

　俺は「ちょっと靴くつ紐ひもがほどけたから、先に行っておいてくれ！」と叫び、氷野さんの「こいつ本当にのろいわね。アカこうらぶつけようかしら」という視線のレーザービームで肩を撃ち抜かれながらも、一時戦線を離脱する事に成功した。

　俺の傍には、風紀委員の一年生男子。彼も俺と同じく、氷野さんから距離を取っていた。

　マラソン大会で死にそうになっている時に、ふと気付けば「スタート地点からこいつとずっと一緒じゃね？」と、並走するランナーに気付いた時のような、苦難の中で同族を見つけた安あん堵ど感かん。

　俺は完かん璧ぺきに理解していた。彼となら、分かり合えると。




「なあ、ちょっと聞きたいんだが」

「なんですか？」

　ほら、この普通のリアクション！　これが俺の求めていた人との距離感!!

「俺、氷野さんに何か悪いことしたかな？」

「はい」

　えっ？　即答すんの!?

「いやいやいや！　俺、別に普通に毎日生きてるだけだよ!?」

「そこです」

　えっ!?　そこなの!?　罪の数を数えるまでもなく!?

　俺が平和に毎日を過ごす事が既に罪なの!?

「俺は生徒会の副会長としての役目を果たしているだけなのに」

「そこです」

　君は人を奈な落らくの底に突き落とすのが上手うまいなぁ。

　もう俺のライフは残り少ないよ。ゲージの色は真っ赤だよ。

「俺の何がいけないって言うんだ」

「あのですね、自分の話で恐縮なのですが」

「俺も恐縮だよ。生きててごめんなさい」

「先日、生徒会長に落としたボールペンを拾ってもらった事があったんですが、その際、『うっかり屋さんだなぁ』と、素敵な笑顔を賜りまして」

　まあ、毬萌の表情の８割は笑顔で出来てるからな。




「とてもいい気分で廊下の角を曲がったら、氷野委員長が立っていました」

「うん。それで？」

「地獄に落ちろと言われました」

　話が繋つながんねぇ！

　その廊下が地獄に通じてたって事でいいの？　良くないよね？

　地獄ってそんな「ちょっと郵便局行ってくる」みたいに気軽に行くとこじゃないよね？

「ええと、つまり？」

「風紀委員になって数週間。やっと分かった事があるんです。氷野委員長は、男がそもそも嫌いであるという事です。それもかなり重度の男嫌いです」

「うわ、マジか。あの反応はそういう事だったのか。そいつぁ悪い事を……いや、でも」

「はい。それだけじゃありません」

　だよね。だって、今も二年生の男子が氷野さんの横で地図持ってるもんね。

　俺たちと彼と、何か違うところがあるって事だよね。

「氷野委員長は……」

　彼は唾つばをゴクリと飲んで、こう続けた。

「男の事が嫌いで、生徒会長が大好きなんです！　つまり、生徒会長に近ければ近い男ほど、あの人には嫌われます！　副会長。あなたは先ほど悪い事をしたのかと言いましたが、氷野委員長からしてみれば、生徒会長の横に常に立っていて、あまつさえ楽しげに会話をしているあなたはジェラシーの対象にしかならないのです!!」

「……そりゃねぇよ」




　──それ、ハメ技じゃないか。




　その後、彼は付け加えた。

「自分はほんの少し、ちょっとだけ生徒会長に笑顔を向けて貰もらえただけで、この有様です。もう、これ以上は言わなくてもお分かりになるかと思います」

　うん。お分かりになったよ。




「あー、先輩！　靴紐、大丈夫でした？　結構時間かかってたみたいですけど」

　二人に追いついた俺を、花梨が優しく迎えてくれる。

「ああ、すまん。ちょっと手間取っちまった」

「そのまま靴紐に絡まって身動きできなくなれば良かったのに」

　その小声の呟つぶやき、聞こえてるからね、氷野さん。

「は、ははは……。はあ……」




「もー、先輩がいないと困るんですから、勝手にいなくならないでくださいよー」

「悪い、悪い。でも、俺がいなくてもしっかりやれてるみたいじゃねぇか」

「ダメですよ！　先輩が近くにいてくれるだけで作業効率が上がっちゃうんですから、あたし！　だから、ちゃんとそばにいてくださいね？　今回、先輩はあたしのサポート役なんですよ？　せーんぱい！」

「おう、そっか。分かったよ、ちゃんとお傍に立たせていただきますよ、お姫様」

「あははっ。なんですか、それー。苦しゅうないです、なんちゃって、ふふっ」

　今はこの花梨からの信頼だけが一服の清涼剤。




「そう言えば先輩、聞いてください。マルさん先輩ったら面白いんですよ！　ガムは校内に持ち込んじゃダメなのに、ブレスケアは良いんですって。理由を聞いたら、息が臭い人って嫌でしょって言うんです！　あはは、おかしいですよねー」

「お、おお、そりゃあ笑えるな！　はっはっは！」




　氷野さんはくすりとも笑わずに、俺に向かって無言で手を伸ばした。

　反射的にこちらも受け止めるように両手を出すと、コロリと一粒の小さな固体が現れた。




　……ブレスケアじゃねぇか。




　　　　◆◇




　今日は一年生だけ一時間授業が多いらしく、生徒会室には俺と毬萌の二人のみ。

　しかも、珍しく、実に珍しく仕事がない。

　俺と毬萌は特に何をするでもなく、ボケーッとして過ごす放課後の１時間。




「毬萌、茶でも飲むか？」

「飲むーっ！　んっとね、わたしはホットチャイがいいなっ！」

「あるか、そんなもん。ほうじ茶しかねぇ」

「ええーっ！　ほうじ茶は渋いから嫌だよー」

「いや、お前、この間ほうじ茶味のアイス食ってたろ」

「アイスは別なの！　甘いのがいいなーっ」

　ここぞとばかりに甘えやがって。甘いのがいいと甘えやがって。

　世の中、自分の思う通りにそうそう行くことはないと教えてやる。

　人生は甘くないのだ。

「……ミロならあるぞ」

「えーっ!?　なんで、なんで？　わたし、ミロ大好きーっ！　淹いれて、淹れてっ」




　ちっ。

　俺がこの前、たまたま備品を補充しに行った時に、たまたまミロが広告の品でお安くなっていて良かったな。

　わざわざ一駅分歩いてたまたま遠くのスーパーに行った俺に感謝すると良い。

　あと、誤解しないように願いたいのだが、別に俺は毬萌のためにミロ買ったりしねぇから。

　俺が飲みたかったからだから。

「ほれ。熱いから火傷やけどすんなよ」

「じゃあ冷たいのにしてくれたら良かったのにー」

「牛乳がねぇんだよ！　それに、今日は四月だってのに、ちっとばかし冷えるからな。女は体冷やすもんじゃねぇだろ」

「はーい。にっへへー。あれ、コウちゃんはほうじ茶なんだ？　ミロ飲まないの？」

「こんな甘いもん飲めるか。それなら俺はコーラの方が良い。……まあ、ほうじ茶も悪くねぇよ」




「もうじきゴールデンウィークだねぇ」

「そうだな」

「コウちゃん、予定とかないの？」

「特にはねぇな。久しぶりに漫画でも読み直すか。最近また『ナルト』読んでんだよ」

「あー。好きだったもんねぇ。小学生の頃とか、影分身ーって言って！　あと、高いとこから飛び降りて足ひねったりしてたっ！　あの頃のコウちゃんは可愛かったなぁ」

「なんだよ、面おも白しれぇんだぞ、『ナルト』。毬萌は読まないよな、そう言えば」

「だってぇー。戦ったりしてるとこが痛そうで見てられないんだもんっ」

「そこが良いんじゃねぇか。男心の分からんヤツめ」

　ほうじ茶を啜すすっていると、茶菓子が欲しくなってきた。戸棚にハッピーターンがあったな。

　後輩二人には悪いが、こいつは俺が頂くとしよう。

「あっ、ズルいーっ！」

「はいはい。ほらよ」

「おおーっ！　チョコボールだ！　美味おいしいよね、これーっ！　どうしたのー？」

「……こないだ中庭で拾った」

　よくもまあ、ミロ飲みながらチョコ食えるな。

　言っとくけど、これは毬萌の口の中を甘味地獄にする、極悪非道な罠わなだから。

「そっかぁー。不思議なこともあるものだねぇー。……にひひっ。ありがと、コウちゃんっ」

「俺に礼言っても仕方ねぇだろ。……まあ、拾ってきたのは俺だけどな」

　今、毬萌の口の中は地獄のはずだ。

　くくく、俺ってヤツもなかなかに悪魔じみた事をする。




「そうだっ、ゲームをしよう！」

「唐突だな。まあ、構わんが。オセロか？　将棋か？　それともトランプか？」

「んっふっふー。そんな低次元なゲームじゃないのだよ？　わたしが今思い付いた、とってもオシャレなゲームなのですっ」

　また変なこと言い出したよ。

　と言っても、他にやることもないし、誘いに乗ってやるのもやぶさかではない。

「で、ルールは？」

「これからカタカナ語を喋しやべったら罰ゲームねっ！　んっとねー。コウちゃんが恥ずかしがる罰ゲームがいいなぁ。にははっ」

「嫌な思考だな。まず嫌がらせから考えをスタートさせるんじゃないよ」

「そだっ！　罰ゲームは、相手を褒めること！　にへへ、良いでしょ？」

　聞いちゃいねぇ。

「……良いけどよ」

　別に、倒してしまっても構わんのだろう？

　先に言っとくが、この手のゲーム、毬萌は超弱いぞ。天才向きじゃないんだろうな。

「じゃあ行くよー！　スタートッ!!」

「あっ」

「みゃっ!?」

「はい、毬萌失格ー」

「今のはセーフだよ！　スタートって言ってからがスタートだもんっ！　だから、今のはセーフなんだよっ！　……みゃっ!?」

「最初の開始を告げる言葉は不問にしてやるが、その後四回言ったな？　じゃあ、罰だ。ほれ、俺様を褒めたたえろ」




　そら見たことか。弱すぎて話にならんだろう？

　そして始まるのは楽しい罰ゲームだ。

　精々悔し涙でも流しながら、日頃から迷惑ばっかりかけている俺への謝辞でも言ってもらおうか。

　ふふふ、楽しくなってきた。

「もーっ。じゃあ、言うよぉー。えっと、いつも怖い顔してるのに、ピンチの時には助けてくれる、優しいとこっ」

「おう。そうだろう。俺は優しかろう？」

「んー。わたしが相手じゃない時も、周りに気を遣って、困っている人を見過ごさない、優しいとこっ！」

「お、おう。まあ、俺の優しさを山に喩たとえるなら、富士山くらい余裕だからな？」

「あとはね、どんな人が相手でも、公平に接してあげる、優しいとこっ!!」

「ま、まあな。名前がな、うん、公平だからな、その辺は、なっ？　仕様みたいな？」

「最後ね！　んーっとね、何にしよっかなぁー」




　もうダメだ。我慢の限界だ。

　罰ゲーム？　確かにそうだ。これは罰ゲーム。

　だが、全然毬萌は苦しんでいないじゃないか。

　それに対して俺はどうだ？

　なんで俺がこんなむず痒がゆくて、背中の肩甲骨の中心の絶妙に手が届きそうで届かない場所を掻かきむしりたい時みたいに、悶もん々もんとしなければならぬのか。

　この罰ゲーム、罰受けてるの、俺じゃないか。




「も、もういい！　分かった、分かったから！　一いつ旦たんストップで!!」

「あーっ」

「……はっ」

「コウちゃんも言ったー！　罰ゲームだよ、罰ゲームッ!!」

　もう何でもいい。適当に毬萌を褒めて、このくだらんゲームは終しまいにしよう。

　なんか知らんが精神的に相当削られたぞ、何だこのゲーム。

　闇のゲームかよ。

「あー。そうだな。んー。毬萌を褒める……ねぇ」

「ひどいっ！　なんでそんなに悩むのさーっ！　わたしの良いとこ言えないの？」

「ちょっと待ってろ、色々あって悩んでんだよ！　……あっ、違う、今のは間違いだ！」

「ふぅーん？」

　何なんだよ、これは。俺が何か悪い事でもしたのか。

　もう、マジで止めよう。

　女子高生なんて、適当に「かーわーいーいー」とか言っときゃ気が済むだろ。




「……か、かわ。いや、たまに、たまにだが。可愛いとこがある、かな」




「ぷぷぷっ、コウちゃん、顔が真っ赤だよっ！」

「別にこれは、そういうんじゃねぇからな!?　勘違いすんなよ!!」







「すみません、遅くなっちゃいました！」

「僕の方も今終わりまして。おや、なにかありましたか？」

　扉を開けるは後輩二人。思ったより早かったな。

「別に？　何もないけど？　何もないのは、確かに俺だけど？　何か？」




　人間生きてりゃ色々ある。そうさ、たまには俺だって調子の悪い時がある。

　そして、そんな時だってたまには楽しめる男としての度量が欲しい俺である。







　こうやって、毬萌と一緒にバカやって、そうこうしているうちに高校生活だって終わってしまう。

　この時の俺は、そんな風に考えていた。

　そして、それも悪くはないとも思っていた。







[image: 第四章　花梨と恋]







　その日は普段通りの朝だった。

　朝飯の目玉焼きが双子だった訳でもなければ、食後のお茶に茶柱が立っていた訳でもないし、靴くつ紐ひもが切れた訳でもなければ、黒猫も目の前を横切らなかった。




　無味乾燥な朝。




　校門を通って、下駄箱を開けても手紙なんか入っちゃいないし、教室のロッカーの中にだって、以下同文。

　生まれてこの方、自慢じゃないが恋愛話が降って湧いた事なんて一度としてなかったのだから、そりゃあ、そんな事態を想像しろなんて言うのも、そいつはちょっと無理がある。

　だが、この日は俺にとって、俺たちにとって、大きな転機となる日だった。




「なあ、カラオケでもどうだ？　二年になってから行ってないだろ」

　ホームルームの終わった教室で、茂も木ぎに声を掛けられた。

「いいな！　と言いたいとこだが、今日も生徒会がなあ」

「ヒュー！　公こう平へいちゃんはマジメだからよぉー！　たまには肩をほぐした方がいいぜぇー？　昔みたいに庭でバーベキューしてレモネード飲もうぜぇー！　ヒュー！」

「おう。そうだな。バーベキューなんかお前としたことねぇけども」

　高たか橋はしなりの気遣いかな？　ありがとう。

「美少女がいる生徒会であっちもこっちも固くして、将来はお堅い公務員にでもなるのかい？　ヒュー！　オレは将来パイロットになりたいけど、空は飛べねぇぜ？　ヒュー！」

　前言撤回。

　とっととパイロットになって、人様に迷惑かけないように墜落して、健康に支障のない程度に痛い目を見ると良い。

「まあ、年度が始まったばっかで今は忙しいけど、そのうち時間も作れるようになるから、また誘ってくれよ！　よっしゃ、俺は生徒会行くわ」

「ああ。頑張ってな。じゃあ、俺たちも部活に行くか」

「ヒュー！　今日もいい汗流せそうだぜ！　おっと、涙は流さねぇぜ？　男が泣いていいのは、ママが風邪ひいた時と、あくびをした時だけだぜ？　ヒュー！」

　だが、彼らが言うように、二年になってからずっと生徒会に掛かりっきりな感は否めない。

　でも、それが別に苦痛じゃないっていうのだから、困ったものだ。

　ワーカホリックかと言えば、それも違う。

　毬まり萌もの世話焼いて、花か梨りんと茶を飲んで、鬼おに瓦がわらくんと雑談する。

　そんな時間が、俺は好きなんだろうと思うのだ。

　ん？　つまり、趣味と実益を兼ねた状態ってことか？

　……なんか、それはそれで、やっぱり仕事大好きな変態みたいで嫌だなぁ。




「おっす。お疲れさん」

「お疲れ様です、桐きり島しま先輩！　あの、お茶、淹いれましょうか？」

　俺を見てまず茶の用意を申し出る花梨。気の利く女子である。

「なんか最近、花梨にばっかやらせて悪いな。たまには俺が淹れるよ」

「だったら僕が淹れますよ。お菓子もありますし」

　鬼瓦くんの今日のお菓子は何だろう。楽しみである。

「いやいや、お菓子作って来てくれてんのにこれ以上気を遣ってくれるな。ここは俺が」

「ねね、じゃあ、わたしが淹れよっか!?」

　立ち上がる毬萌。なるほど、その手があったか。

「それは良いな。頼む」

「お願いします！」

「僕の出る幕ではないようですね」

　三人で、「どうぞどうぞ」と毬萌に席を譲った。ダチョウ倶く楽ら部ぶかな？




「そう言えば、さっき陳情に来た部活がありましたよ。今日はあたしが一番乗りだったので、受け取っておきました。要点だけ纏まとめておいたんですけど、余計な事でしたか？」

「何言ってんだ。めちゃくちゃ分かりやすくなってるよ。ええと、茶道部か。なになに、上の階の剣道場が激しい練習をするのでホコリが天井から落ちてくる。どうにかして欲しい、と。あー、なるほど。うちの学園、何故だか武道場のある棟に華道部と茶道部がいるんだよなぁ。剣道部も普通に熱の入った練習してるだけだし、どっちの肩を持ったものか」

「あの！　ちょっと閃ひらめいたんですけど、良いですか？」

「おう、聞かせてくれ」

「鬼瓦くん、二つの部活の予算、浮いてるお金ってあります？」

「少し待ってください。……出ました」

　鬼瓦くん、『24トウエンテイフオー』の優秀な分析官みたいになってきたな。

　その屈強な肉体と言い、似合いすぎる。




「ええと、あ、結構浮いてますね！　桐島先輩、問題になっている二つの部活の活動費から、同じ割合だけ出してもらって、天井に簡易的な工事をするのはどうでしょう？　それまでは、ビニールシートでも張っておけば、多少被害も緩和されるかもです！」

「それは良い意見だな！　工事の要望は部活の顧問の先生に俺からしてみるよ。鬼瓦くんはそれまでに見積もり出してくれると助かる」

「もうやっています。……出ました」

　ちょっと、ＣＴＵ（テロ対策ユニット）が引き抜きにくるんじゃないの、このデキる男の事を。

「んじゃあ、俺ぁひとっ走りして、顧問の先生に見積書見せて話付けてくる。花梨、お手柄だぞー。よーしよしよし」

「も、もう、ヤメてくださいよー。子供じゃないんですからー！」

　花梨の頭を撫なで散らかして、はっはっはと笑ったあとに、ふと毬萌を見る。

　非常に不安定な姿勢で、湯飲みを四つ載せたお盆を抱えている。

　どうせ、「効率を考えたら全部同時に作業をした方が良いんだよっ！　お茶の温度だって変わらないしっ！」とか言うに決まっているが、それは後で聞くとして、俺は速やかに毬萌の背後へ回り込む。




「みゃあぁっ!?」




　それ見たことか。やると思ったよ。

　俺は素早く落下するお盆をキャッチ。幸いにもバランスを崩した湯飲みは一つ。

　そいつを美しく空中で捕獲して、全てのお茶を守り、毬萌の火傷やけども同時に防いだ。

「セーフ！　ったく、見てらんねぇよ」

「あぅ。ごめんね、コウちゃん。でもでも、こうやった方が効率を考えるとねっ」

「そいつはもう俺の頭ん中で聞いた。……とりあえず、怪我してねぇならそれで良し！」

「うう……。あれ、コウちゃん、どっか行くんじゃないの？」

「行くぞ。その前に茶を飲む。あっちぃ！　いや、熱くねぇ！　せっかくお前が淹れた茶が冷めちまったら台無しだろ？　そこに費やした労力はどこへ行く？」

「コウちゃん……！　うんっ、そうだね、とっても合理的な考え方だっ！」

　正直、アッツアツのほうじ茶をがぶ飲みするのはかなり根性を燃やす必要があったし、胃の中が火事みたいに熱を持ったが、この程度の被害なんてどうってことない。

　そうだろう？

　そして俺は、件くだんの教師のもとへ走るのだった。




　１時間後。

「なかなか先生が捕まんなくて骨が折れたぜ。ただいま」

「おっかえりー！　お疲れ様だよーっ」

「おう。あれ？　花梨は？　あと鬼瓦くんも」

「花梨ちゃんなら書類のコピーに行ってくれてるんだぁ！　武たけ三ぞうくんは、お花を摘みに行くんだってーっ」

「そっか。……おっと、しまった」

　俺の手が当たり、毬萌の机に載っていたプリントが床に散乱する。

「すまん。こっちは俺が拾うから、毬萌、机の下のヤツ頼めるか？」

「分かったーっ。よいしょっと」

　毬萌が避難訓練よろしく、机の下に潜ったタイミングで花梨が戻って来た。

「あれ？　先輩お一人ですか？」

「おう、花梨」

　続けて、「いや、毬萌のヤツはここに」と言おうとしたところ、花梨が口を開く。

　その言葉に、俺は身を硬直させる。

　毬萌のヤツも、机の下で息を潜めることになる。

　それほどの衝撃が俺たちを襲うからであった。







　花梨が言った。

「ちょうど良かったですー！　出来れば今日って決めていたので！　……あの、桐島先輩、毬萌先輩とお付き合いされているんですか？」

「はあぁぁぁ!?」

「…………っ!!」

　お付き合い。




　つまり、男女交際をしているかって質問だよな、これは。

　待て待て、俺と毬萌が男女交際？　そんな訳あるか。馬鹿げている。




「んなことあるわけねぇよ！」

「…………」

　一体なんだってそんな事を確認する必要があるのかと、花梨を問いただそうとしたところ、彼女のターンはまだ終わっていなかった。







「それじゃあ、桐島先輩！　あたしと、お付き合いしてください!!」

　彼女の凛りんとした声だけが、静かな生徒会室に響く。







　夕暮れの生徒会室。

　西日に染まった花梨の髪が、オレンジ色でとても奇麗だとぼんやり眺める。

　その奥では、何となく視界に入っていた時計の針が、俺の思考停止にわざわざ合わせてくれたのか、ピタリと動くのを止めていた。




　　　　◆◇




　何が起きたのだろうか。

　日夜、生徒会の適切な運営のために助力、奔走し、常に周りに気を配りアンテナを張っているがゆえ、状況把握能力には些いささかの自信を持っていた俺だが、それは過信で誤りだったのかもしれなかった。

　いざ自分の事となると、何という対応力の無さか。

　思えば、己おのが身に起きる事の想定などしていなかった。




　──どうやら俺は、可愛い後輩に愛の告白をされているらしかった。




「あー、ええとだな、花梨。それはどういう？」

　なんとふやけた返事だろう。汁を吸って膨らんだはんぺんか。

　意味などとうに分かっているだろうに。

　とても清く正しい日本男児から出たセリフとは思えない。

「そのままの意味です！　あたし、桐島先輩の事が好きなんです!!」

　対して、花梨の、この凛として堂々とした態度はどうか。

　自己の感情を理解した瞳ひとみは、真っすぐ俺に向けられている。

　この場には口を挟む者など誰もいない。

　毬萌も天才らしく空気を読んだのか、完全に気配を消している。

　夕日の差し込む教室で可愛い後輩が俺に向かって交際を迫る？

　冗談みたいにロマンチックな展開だが、これは本当に現実か？

　なにか、都合のいい白昼夢でも見ているのではないか。

「……おう。ああ、なんつーか」




　結局、次に発すべき言の葉は俺の手のひらに落ちる前、塵ちりとなって消えて去る。

　そんな沈黙が１分続いただろうか。

　心情的には何十分にも、何時間にも感じられた時の流れだが、相変わらずぼんやりと見つめる時計の秒針は、一周しかしていない。

　立ち尽くす俺を見て、花梨がニッコリと笑う。




「あはは！　先輩、そんな深刻そうな顔しないでくださいよー。別に、普通のことですよ？　高一の女子が、憧あこがれの先輩に想いを伝えただけです！」

「いや、おう。まあ、そうなのかもしれんが……」

「ですよねー。先輩は、こういうお話に即答で答える人じゃないですもんね！　むしろ、即決でお前が好きだーとか言う人なら、あたしは好きになってませんし！　ですから、お返事は今じゃなくて結構です！　でも、ちゃんと考えておいてくださいね？」

「あ、ああ。そりゃあ、もちろん。当たり前だろ、そんなこと」

　男として、最低限のマナーくらいは持ち合わせているようだと、俺は自分に安あん堵どした。

　人生で初めて異性に告白されたんだぞ。考えるなという方が無理な話。

　むしろ、やっと働き始めた俺の脳が、今だって侃かん々かん諤がく々がくの論争を始めている。

　おかげ様で、一向に気の利いた言葉の一つも出て来やしない。




「じゃあ、あたしはお先に失礼します！　桐島先輩、また週明けに！　毬萌先輩にも勝手に帰ってすみませんってお伝えください！」

「お、おう。お疲れさん。気を付けてな」

　そして花梨は本当に行ってしまった。

　再び静かになった生徒会室で、俺は「ああ、今日ってそう言えば金曜だったのか」などと、また眠たい事を考える。




　そして俺を更に混乱させたのは、背中越しに飛んできた毬萌の言葉である。

「……にははっ。良かったじゃん！　花梨ちゃん可愛いし、すっごくいい子だよっ！」

「おいおい、何言って……！」




　本当に何を言っているんだ、お前は。これ以上俺を困惑させないでくれ。

　状況は全て把握しているはずなのに。その上で、どうしてそんな事を言うのか。

　ただでさえ脳の回転がほとんど停止しているのに、毬萌、お前にそんな風に焚たきつけられたら俺は、本当に何が正しいのか分からなくなってしまうじゃないか。




　鬼瓦くんが戻って来たのを合図に、俺たちも帰路に就くこととなった。

　隣を歩く毬萌は、いつもと変わらない。

「んふふー。さっきはビックリしちゃったねっ」

「……おう。マジで度肝を抜かれた。今でもあれは現実だったのか自信がねぇよ」

「にははっ！　コウちゃん、テンパり過ぎだよー」

「そりゃテンパるだろ!?　だって、お前、俺が告白されたんだぞ!?」

「えー。別に不思議な事じゃないと思うけどなー？　だってコウちゃん、カッコいいし、優しいし、気配り上手だしっ！　むしろ、今まで女の子から告白されたことがないって事の方がおかしかったんだよっ！」

「バカ言うな。俺みたいな男なんて、世の中に腐るほどいる。石投げりゃ当たるレベルにワラワラと跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こしてる」

「にへへーっ、コウちゃんがたくさんいる世の中はなんかやだなー」

「そうだろう？　だから、花梨も、なんつーか、一時の気の迷いみたいなもんなんじゃねぇかな。いや、多分そうだろ」




　すると毬萌が俺の顔の前に人差し指をピッと一本立てて、頬を膨らませた。




「コウちゃんっ！　それはダメだよ！　花梨ちゃんはすっごく勇気出して、コウちゃんに気持ちを伝えたんだからっ！　そんな風に誤魔化しちゃダメッ！　真剣に考えてあげないと！　女の子から想いを伝えるのって、すごく、すっごく勇気がいるんだよーっ!?」

「お、おう」

　毬萌の剣幕に気け圧おされて、俺は言葉が出てこない。

　代わりに頭で考えた。




　毬萌の言う通りだった。今回ばかりは反論の余地がない。

　俺は何という不義理を犯してしまうところだったのだろうか。

　いつまで呆ほうけているのだ、桐島公平。しっかりしろ。

　誰かを相手にするときはしっかり向かい合うのが信条だったのではなかったか。

　ならば、その相手が自分に好意を寄せてくれているのだから、なおの事その事実と向き合うべきではないか。

　公平という名前の意味を忘れたか。

　色を知る前に恥を知れ。

　恥を知ったら前を向け。

　やるべき事は決まった。とにかく真剣に思考し続けるのみ。

　これも毬萌のおかげである。




「でもよ、毬萌」

「んーっ？　なになに？」

「お前は俺が──」

「えー？」




　お前は俺が──。その後に、俺は何を言おうとしたのか。




　思わず口をついて出た言葉だが、その意味合いを自分でも推し量れず、宙に浮いたセリフは尻尾しつぽを捕まえてそのまま飲み込んだ。

「いや、なんでもねぇ」

「にははっ、変なコウちゃん！」

「……俺、悩んでみるわ。お前が言う通り、こいつはちゃんと、誠実に答えねぇとダメな話だった。なんつーか、ありがとな」

「にへへー、どういたしましてっ！　なんか、普段と逆だねっ。いつもコウちゃんが助けてくれるのに。たまにはこんなパターンも良いものだねぇー、にははっ」

「ホントだよ。お前がもっとしっかりしてくれりゃ、俺の肩の荷も下りるってもんなのによ。まったく、いつも世話掛けやがって」

「ゴメンってばー。……あっ、もう着いちゃった。じゃあね、コウちゃん！　今日も送ってくれて、ありがとっ」

「おう。また月曜にな」




　毬萌を送り届けてから、俺はＵターンして自分の家へ。

　ふと、何の気なく振り返った。

　いつもは毬萌が元気よく手を振ってくれる光景がそこにはある。

　俺はそれに苦々しい顔をしながらも応えて、手を振り返してやるのだ。

　ただ、この日は既に彼女の姿はなく、俺は上げた手を静かに下ろした。




　──帰ろう。




　　　　◆◇




　俺は、非常に寝つきが良い。

　枕が変わると眠れないという話はよく聞くが、俺の場合、枕が変わろうと、布団が変わろうと、環境が変わろうと関係ない。地殻変動が起きても問題ない。

　そんな俺が、土曜日、日曜日とほとんど寝られなかった。

　明けて月曜日。授業中もかつてない眠気に襲われ、俺は両目を必死に見開いていた。

　いつもは教師と目があえば指名される俺なのに、今日は俺と目が合うなり全教科の教師が目を逸らした。

　へこたれつつも、放課後は生徒会室へ向かうのが俺の役目。

　ドアノブを押すも、この扉も、今日はやけに重たく感じる。

　……重いな。……重すぎない？　いくら俺が貧弱だとしても。




「おらぁぁぁっ！」

「んみゃっ」




　人一人分くらい重たい扉に気合を入れたところ、反対側で聞き慣れた悲鳴がこだました。

「いたたた……。ひどいよぉー、コウちゃーん」

　開いた扉の向こうでは、毬萌が尻しりもちをついていた。

　どうやら、こいつはドアに背を預けていた模様。

　そりゃ一人分の重さも感じるよ。

　むしろ、的確に一人分の重さを感じた俺の感覚器官を褒めてやりたいよ。




「何してたんだよ。あと、悪わりぃ。怪我してねぇか？」

「にははっ、平気だよ。実は、マルちゃんのとこに持ってくファイルを並べ替えてたんだー」

「ったく、そんな横着するから。あー、今度の校内服装検査のファイルか。貸してみ。いち、にの、さん、し……と」

　俺は散乱したファイルを手早く学年別に分け、更にクラス順に並べ替えた。

「おおーっ。さすがの手際だねー。ありがと、コウちゃんっ」

「俺が持って行ってやろうか？」

「んーん。大丈夫。ていうか、コウちゃん、マルちゃんのとこに行きたいの？」

「行きたくねぇけど!?」

　即答せざるを得ぬ質問であった。

「でしょー？　じゃあ、しばらくこっちは任せるねっ。行ってきまーす」

　小走りで毬萌は駆けて行った。誰かとぶつからなければ良いが。




　自分の席に座り、パソコンを立ち上げる。

　油断すると眠ってしまいそうだ。というか、少し寝ようかしら。

　ガチャリと扉が開く音が、俺を現実に引き戻す。

「お疲れ様ですー！　あれ、桐島先輩お一人ですか？」

「おっ、おう!?」

　心臓の跳ねる音が聞こえた。

　そして、週末悩まされた不眠の原因がたった今、パズルのように組みあがった事も感じた。

　意識しないように意識していた事実のご入来。




　──俺は、この可愛い後輩に、告白されたのだ。




「あははっ、変な桐島先輩！　どうしたんですかー？」

「いや、なんでもねぇよ？」

　花梨は終始、自然体で過ごしていた。

　そんな姿を見ながら、気もそぞろで過ごしていたのは俺。

　安眠できるようになるのはいつの日か。




　　　　◆◇




　時には生徒会室へ向かう前に、クラスメイトと雑談に花を咲かせるのも悪くない。

　茂木と教室の隅で他愛のない談笑中である。

「ヒュー！　今、ミック・ジャガーの話してたのかい？　確かに彼の胸毛はセクシーだよな！　ヒュー！」

　ミック・ジャガーには悪いけど、全然してないよ、そんな話。

「高橋。お前、洋楽聴くの？」

「ヒュー！　手厳しいぜー！　オレが英語の授業でリスニング問題当てられた時、プリーズ、モア、スロウリーって言った回数、覚えてるかい？　オレは分からねぇぜ、ヒュー！」

「……あのな、そのキャラ貫くなら、日常会話レベルの英語力と、洋楽聴くくらいのリスニング能力は持つべきだと思うぞ。じゃねぇと、ものすごくインチキ臭くなる」

「ヘイヘーイ！　トゲのある公平ちゃんもなかなかクールだぜ？　オーケイ、仲直りのバーベキューと洒落しやれこみますか！　ヒュー！」

　だから、そういうところだよ。

「おい、そろそろ部活に行こうぜ、高橋」

「ヒュー！　せっかちだねぇ、茂木ちゃんは！　のんびり行こうって星条旗に誓ったのを忘れちまったのかい？　ヒュー！」

「ああ、そうだな。んじゃ、桐島、またな！」

「お、おう」

　どうでも良いけど、高橋の扱い方がすげぇな、茂木よ。




　俺も毬萌を拾って生徒会へ……。

　と、思い、毬萌の席を見ると、彼女の姿がない。

　鞄かばんがまだ置いてあるってことは、どっかその辺にいるだろう。

　左を見て右を見て、もう一度左を見ると、毬萌を発見。




「おーい、まり」

　これはいけない。

　どうも、誰かと話をしているところだったらしく、俺は言葉を飲み込んだ。

　なにせ、ヤツはカリスマ生徒会長。クラスに来客だってあるだろう。

　チラリと相手の顔が見える。

　男子生徒である。一年生のようだ。

　彼の表情が目にとまる。えらく張り詰めて、切羽詰まって、思い詰めた表情。

　何かのトラブルではあるまいなと、俺の危機管理センサーが反応する。




「つか、ちょっと場所変えていいっすか？　つか、人のいないとこがいいんすけど」

「あー、うんっ。いいよー」

　知らない男が毬萌を人ひと気けのない場所へ連れて行く。

　これだけで俺の中ではかなり危険信号。

　そして男子生徒の物言いがやたらとチャラそうだったのが決定打になった。

　毬萌を一人にしてはいけない。しかし、横から割り込むのもどうだろうか。

　逡しゆん巡じゆんしていると、二人が教室を出て行ってしまう。

「……仕方ない」

　俺は、二人の跡を付ける事にした。




　向かった先は屋上手前の踊り場である。

　この場所は別に立ち入りを禁止されている訳ではないが、いい塩あん梅ばいに人が来ることもなく、なんだかじっとりとした空気が漂っている。

　何か悪い事が起きるならここ！　と、自己主張されているような気になって、俺は階段の陰から様子を窺うかがう。

「それで、どうしたのかな？」

「あのー、なんつーか、一応確認なんすけどー。会長ってー、彼氏いないんすか？」

　この野郎！　どんな踏み込み方してんだ！

　男子高校生たるもの、恋の話に興味があるのは当然。むしろ健全。

　だが、しかしである。

　もっと踏むべき段階があるはずだ。

　ホップ、ステップ、ジャンプって言うだろう。

『たまごクラブ』『ひよこクラブ』『こっこクラブ』って言うだろう。

　君がやっているのは、いきなり三段階目だ。

　急にジャンプするな。

　急にニワトリになるな。

　宇宙の帝王であるフリーザだってちゃんと順序を守って変身するのに、君ってヤツは。

　ここは出て行って、紳士の歩むべき道を指し示すべきだろうか。

　いや、だが、待て待て、ストップ俺。

　ここで身を隠して話を盗み聞きしている俺は、果たして紳士だろうか？

　出歯亀と罵ののしられても仕方のない事をしていやしないか？




　──してるじゃん、俺。




　何やってんの。

　これじゃ、完全に人の振り見て我が振りガン無視だよ。

　しかも、こんな校舎の人が来ないところに「やあ、奇遇だね」って自然を装って登場できるか？

　できねぇよ！

　もうその、自然を装おうとしている所から不自然が匂い立ってるんだよ!!

　致し方ない。毬萌に何かしらの害が加えられると判断したら飛び出そう。

　既に手遅れかもしれないが、それが最低限のエチケットかと思われた。




「んー。彼氏かぁー。うんっ。お付き合いしている人はいないかなっ」

　お前も、正直に答えなくても良かろうに。

「じゃあ、立候補してもいいんすかねー？　例えばなんすけどー、自分とか」

　ほら、そういう話になってくるでしょう？

　ここで冷静になってみると、そう言えば、そう言えばだが、毬萌って割とモテるよな。

　中学の頃から、告白されたって噂を何度か聞いたことがあるし、今もこうして一年生男子から求愛されている。

　なにゆえ断るのだろうか。

　理想がものすごい高いのか？

　いや、違うな。この前も「出●哲朗ってカッコいいよねっ」って言っていたし。

　ならば、何か他の理由が？

　例えば、ほんの一例だがもしかして。




　──好きな男がいる、とか。




　……何だろうか、この胸に去来する、モヤッとした感情は。

　先日、花梨にも確認されたではないか。俺と毬萌は別に付き合っちゃいない。

　ならば、あいつが誰を好きになっても良いはずだ。当然だ。何を考えている。

　でも、待ってくれ。

　例えば、毬萌に告白している彼。彼の恋が、今この時、成就したとしよう。

　つまり、毬萌に恋人が出来る瞬間である。




　……………。




　少し想像しただけで、目め眩まいを覚えた。

　事情は分からんが、これ以上ここに居てはいけない気がする。

　そう思い、ひっそりと立ち去ろうとした瞬間、毬萌の声が響いた。




「ごめんねー。あっ、君が悪いとか、そういうのじゃないんだよ？　ただね、わたし、大事な人がいるんだー。その人が幸せになってから、初めて自分の事について考えようとか思っててね。あははっ、変な子でしょ？　──だから、ごめんなさいっ！」




　言葉の全てを聞き取ることはできなかったが、どうも毬萌が交際をお断りした雰囲気だけは察する事が出来た。

　そして、それを理解した俺は、どうしてかホッとしている。

　何故だ。

　教室へ走る道中、そんな思考がただ頭の中を渦巻き続けた。




「あれーっ!?　コウちゃん、待っててくれたの？」

　しばらくすると、無人の教室に毬萌が戻ってきた。

「あー、うん、まあな。ちょっと別に用事があってな。遅れついでだ」

　まさか、さっきまでお前の様子を見ていたぞ、ふひひ。とも言えず、俺は嘘をつく。

「そっかー。じゃあ、一緒に生徒会室へゴーだねっ！　今日もがんばろーっ!!」

「……おう」







　いかにも、俺は生徒会の副会長。会長である毬萌を心配するのは、当然だ。

　そう、当然なのだ。

　それが世界の真理であると、俺は半ば強引に決定付けた。




　　　　◆◇




　ついに、と言うか、実はもう既に始まっていたゴールデンウィーク。

　今年は飛び石連休の体を成しており、本日は五月二日。つまりは平日である。

　朝から生徒諸君の負のオーラが漂っている。

　では、俺もそうなのかと言えば、これが違うのだから生徒諸君には大変申し訳ない。

　連休が明けたらば部活動予算編成会議が執り行われる予定である。

　そして、実を言うと、まだ視察が終わっていない。

　花はな祭まつり学園は「ゴールデンウィーク中は何人たりとも学園内に入るべからず。何故なら教師だって休みたいじゃん」というルールがあり、俺たち生徒会とてそれは例外ではない。

　つまりは平日が大変ありがたい。




「鬼瓦くん！　視察してない部活ってあといくつあるんだっけか？」

「はい。文化部が四つ。運動部が三つです」

「マジか！　結構あるな、おい！」

「だから言ったんだよぉー。試算は後回しにした方がいいよってー。でも、コウちゃんがさ」

「ぐぅぅっ。……すまんかった！」

　この一週間、毬萌と花梨はオリエンテーリング企画の方へ、俺と鬼瓦くんは部活動予算の方へと、完全分業体制をしいていた。

　前年度の会計であった毬萌の大変貴重な忠告を無視した結果、見事に予見は当たり、完かん璧ぺきなまでの二度手間を作りあげ、作業も二倍に増やして見せた男がここにいる。




　俺である。




　そして、今。

　生徒会役員総出で部活動予算の勘定を確定すべく奔走している訳である。

　もう、なんて言うか、本当にごめんなさい。

「文化部は休み明けにして、とりあえず運動部だけ今日中に済ましちゃおっか？　数字はわたしに任せてー。去年、同じ作業をしたからねっ」

　すごい、毬萌が超頼りになる。

「毬萌先輩、ゔぉ、僕もおでづだいじばず!!　失敬。お手伝いを！」

「何言ってるのさ、武三くんはとっても強力な援軍だよっ。鬼退治に行く時には絶対連れて行きたいよー。あれ、でも武三くん、鬼サイドなのかなー？」

「ああっ、そうですね。この場合、僕は鬼の裏切り者ということになってしまいます」

「そうだよねー。ってことは、退治する鬼の中には、ご両親や親せきの人もいるよねー？　ぐぬぬっ、これは困ったことになったよぉーっ。どうしよ、コウちゃん？」

　ごめん、ごめんね、二人とも。




　すっげぇ、どうでも良い！




　分かってる。分かってるのよ、こんな事言える立場じゃないってことは！

　でもね、そうやって想像の翼をはばたかせている間に、その優秀な頭脳を仕事に使ってくれないかな？

　翼をバサバサやったって、変な想像が膨れるのと、羽がその辺に散らばるだけだから。

「と、とにかく、試算は悪わりぃけど任せた！　俺ぁ運動部を回ってくる!!」

「あっ、先輩、あたしも行きますよ！　視察には何度もご一緒させてもらいましたから、ノウハウもばっちりです!!」

「おお、花梨……立派になって！　すげぇ助かる！　じゃあ、行こう！」

「はい！」

　慌ただしく生徒会室を飛び出す俺と花梨。




「ふう、これで全部終わりましたね！　どこの部活も協力的で助かっちゃいました」

「いや、ホントにな。と言うか、一番助けられたのは花梨にだよ。俺の乱暴なお喋しやべりを、よくもまあこんなスマートに纏まとめてくれたもんだ。マジでありがとう！　恩に着る!!」

「ちょっと、ヤメてくださいよ、先輩！　誰かが見たら、デキる副会長のイメージ崩れちゃいますよー？」

「大丈夫、こんなグラウンドの端っこ誰も来やしねぇって！」

「……誰も、来ない、ですかー」

　口はわざわいのもと。不用意な発言は控えるべきである。

「桐島せーんぱい！　いい機会なので、ちょっとお聞きしたいんですけど？」

「おう、なんだ？　こんだけ世話になったからには、何でも答えるぜ？」

　重ねて言おう。口はわざわいのもと。

「この前のお返事、そろそろ聞かせてくれませんか？」

「おう！　……Ｏｈ」




　弁解させてもらえるだろうか。

　俺だって、美しい国日本に生まれた男児としての誇りはある。

　俺みたいな、たこ焼き食った後のパックに付いた青あお海の苔りくらいの価値しかない人間に、可愛らしくて優秀で非の打ちどころのない後輩が、何かの間違いで好意を向けてくれた事実。

　その事実を重く受け止め、毎日、その答えを如い何か様ように出したものかと首をひねっていた。

　夜な夜な考え続けて寝不足になる事もままあり、時には数学の授業中に恋愛へ応用の利く方程式はないかと探したこともあった。




　しかし、しかしである。

　生まれてから彼女いない歴イコール年齢な俺だ。

　そもそも、「彼女が欲しい」とか、考えたことすらなかったのだ。

　男としてそれは余りにも情けない？

　違う。こういうのは分を弁わきまえているって言うんだ。

　そうやってお茶を濁し続けていたが、こうなると、もはや逃げ場などない。

　しかし、体から出てくるのは答えではなく、汗と変な汁ばかり。

　そんな俺の醜態を見かねたのか、花梨が口を開く。




「先輩、そんなに悩まないでくださいよー。なんだか、あたしが先輩をいじめてるみたいじゃないですか！　前にも言いましたけど、話はシンプルですよ？　憧あこがれの先輩の恋人になりたい後輩女子が、交際を迫っているだけです！」

「おう、いや、分かってんだ。そして、花梨は可愛い。俺とはとても釣り合わんとも思う。でも、そうやって自分を卑下したら、俺を選んでくれた花梨に失礼だ。それも分かる。色々と分かるから、どうしても迷っちまうというか……ああっ、すまん!!」

　そんな俺を見て、花梨は「そうだ！　良い事考えました！」と、手を打った。

　続けて嬉うれしそうに言うのである。




「まずは、お試しってことでどうですか!?　あたしを先輩の彼女に相応ふさわしいか精査する、お試し期間をもうけましょう！」

「なっ!?　お、お試し？」

「そうですよ！　お試しです！　それなら良いでしょう？」

「へあっ、おう、そりゃあなぁ？　ああ、それなら良い、のか？」

「決まりですね！」

　なんかよく分からんうちに、なんかすごく重要な事が決定されたようだった。

「あ、そうだ！　呼び方も変えなくちゃいけません!!」

「お、おう。そうなの？」




　花梨は照れくさそうに、スカートの裾すそを翻しながらくるりと一回転。

「今から、下のお名前で呼びますからね！　……こほん。公平せーんぱい!!」

　その姿がまた、何とも可愛らしくて俺は返事をするのも忘れていた。




「では、公平先輩！　お試しですが、よろしくお願いします！」

「あっ、おう、はい、えっ。よ、よろしくお願いします？」

　なんかえらい事になった気がする。俺、これからどうなるのだろうか。




　どうして俺の背中には想像の翼がないのか。それが今は悔やまれる。




　　　　◆◇




　休みの日ってステキ。

　もう、ステキを追い越して、いっそセクシーだよね。

　ベッドに転がってスマホをいじる。部屋の真ん中にあるテーブルの上では、一いつ平ぺいちゃん夜店の焼きそば大盛とコーラがスタンバイ。

　食後にコーラをがぶ飲みして、下品にゲーップとやっていたら、スマホが震えた。

[image: ]

　どうせ大した用事じゃないだろうと、怠慢精神ベタ踏みでダラダラしていたら、スマホは静かになった。何だよ、えらい諦あきらめが良いじゃないと着信履歴をポチリ。

　どうせ毬萌か誰かだろ。

　そこには、『冴木花梨』と表示されたスマホの画面が。




　──ひ、ひぃやぁぁぁぁぁああぁぁぁあぁぁぁぁぁあぁぁぁっ!!




「彼女のお試し期間です！」と彼女が可愛く笑っていたのはいつの事か。

　昨日の事である。

　であれば、翌日に電話かけてくる事くらい予想できるだろう。

　それを、俺は無視したのか？

　俺は取り急ぎ正座し、両の頬を「ええええんっ！」と叩たたいて、すぐに電話を折り返した。

『あっ、公平先輩！　すみません、お忙しかったですか？』

「いや、全然！　ホント全然!!　マジでごめん！」

『あははっ、そんなに謝らないでくださいよー。用事で電話に出られないことくらい、誰にだってあるじゃないですかー』

　コーラ片手にアホ面を晒さらしていました。すみません。

　これを用事と呼ぶヤツは、今すぐコーラで満たされた樽たるに頭から叩き込こんで厳重に蓋ふたをするべきだと思います。

「うん。それに関しては本当にごめん!!」

　俺は全てを話した。嘘をついてはいかん。

　わずかに残った平常時の高潔な精神が、俺を急せき立てた。

『へぇー、公平先輩でもお休みの日ってそんな風になっちゃうんですか！　すっごく見てみたいです！　いつもの頼れる先輩の姿しか知らないので』

「ヤメといた方が良い。下手をすると、命を落とすかもしれん」




　そう、俺が。




『ふふっ、やっぱり先輩とのお喋りはとっても楽しいです。あ、でもですね、先輩の顔を見たいっていうのは本当の事でしてー。実のところ、今日はそういう用事で連絡させていただいたと言いますか』

「うん？　と言うと？」

『はい。先輩、明日あしたとかってお暇ですか？』

「おう、何の予定もないけども」

『ナルト』の一気読みが予定には含まれない事くらいは俺だって知っている。

『よろしければ、明日、一緒にお出掛けしませんか？』

「おう？」

『あ、もしかして、先輩気付いてないんですか？　あたし、デートに誘ってるんですよ？』




「おい、今なんつった!?　で、デート!?」




　それって、あの、噂に聞く、男女の親しん睦ぼくを深めるために行うとかいう、噂にしか聞かない、あの、男女の親睦を深めるという!?　あれの事!?

『あたしの彼女としての適性を見て頂くには、デートするのが早いと思うんです！　先輩はあたしとお出掛けするの、嫌、ですか？』

「そ、そんなことねぇよ！　嫌なことあるか!!」

　咄とつ嗟さの一言がここぞとばかりに飛び出した。

『決まりですね！　えっと、お時間どうしましょう？　先輩のご都合に合わせますよー』

　そしてトントン拍子に話は進み、俺の人生初デートが決行される運びとなった。

『えへへ、楽しみにしてますね！』

「あー、待った、花梨！」

　もうついでだから、いっそのこと聞いてしまおう。

　歯の間にレタスの切れ端が挟まったがごとく、ずっと気になっていた事を。

「なあ、なんで君は、俺の事をそんなに好いてくれるんだ？」

『ええー？　それ聞いちゃうんですか？』

　と言いながらも、彼女は教えてくれた。

　話は今年の冬。俺がまだ一年、花梨が受験生だった頃。

　花祭学園の入学試験日の事らしい。




『先輩は、あの日の事、覚えていますか？』

「おう？　うーん。……ああ、雨が降ってたな、結構ひどく」

『そうなんです。それで、乗っていたバスが遅れちゃって、大慌てで会場に入ったんですよー、あたし』

「そりゃ災難だったなぁ」

　なのに新入生総代なんだから、やっぱり花梨は優秀だとも思った。

『それで、帰ろうと思ったら、ないんです』

「おう。何か落とし物か？」

『あー。ホントに覚えてないんですね』

　えっ、この回想に俺が登場するの!?　マジで記憶にないんだけど!?

「うん、なんか、ごめん」

　とりあえず謝っておこう。

『そもそも、どうして先輩は入試会場にいたんですか？』

「確か、毬萌に頼まれたんだったな。設営のスタッフやってくれって」

『じゃあ、毬萌先輩に感謝ですね。あたし、帰ろうとしたら、家の鍵かぎをなくしてる事に気付いて……。たまたま親の帰りが遅い日でして、このままじゃ夜まで家に入れない！　って、すごくパニックになっちゃったんです』

「え？　もしかして、そろそろ俺が出てくる？」




　花梨は「もぉー」と少し怒って、「そうなんです」と続ける。

『多分、下駄箱の周りだと思って、その辺を捜していたら、ちょっとぶっきらぼうな声がしたんです。「おう、何か捜し物か」……って』

　それ、俺の事かしら？

『それで、事情を話したらですね、ビックリですよ！　「もしかしたら、誰かが蹴け飛とばして、すのこの下に入っちまったのかもな」って言ったと思ったら、その人、膝ひざをついてすのこの下に手を入れて！　雨のせいで床もドロドロなのに!!』

　電話の向こうの花梨の熱気が凄すさまじい。

『それでしばらくしたら。「あったぞ！　こいつか!?」　って、自分の落とし物見つけたみたいに喜んで。家の鍵をあたしに渡したら、「じゃあ気を付けて帰れよ」って言って、すぐいなくなっちゃったんです！　あたし、お礼もちゃんと言えなかったんですよ！　もぉー!!』

「それは、なんだ。悪いヤツだなー、そいつも」

『ふふっ、本当にそうです！　それで、入学式の時に先輩を見つけて！　しかも生徒会の副会長で!!　あたし、運命を感じちゃって!!』




　興奮する彼女に、俺は言わなければならない事がある。

　幻滅されるかもしれんが、これは言わなくてはならぬ。

「すまん！　俺、その話、全然覚えてねぇんだが！　……それ、本当に俺だった？」

　素敵な思い出を汚されて、怒りの矛先を向けられても文句は言えないのに、花梨は笑いを堪こらえるように言うのである。

『ぷっ、ふふっ、ちゃんと公平先輩でした！　見間違うはずないです！　それに──』

　言葉を区切った花梨。

　何かしらと呆ほうけ顔の俺。

『公平先輩の、そういう、誰かが困ってたら助けて当たり前だから記憶にも残らねぇぜ！　っていうところが、あたしは大好きなんですよ？』

「そ、そうか。ははあ、なるほどなぁ」

　気の利いた言葉が出てくるはずもなかった。

『あー！　なんか恥ずかしいです！　じゃあ先輩、あたし失礼しますね！』

　通話が終わる。




　情けないが、脳内のシナプスが全部切れたんじゃないかと思う程、頭の中は真っ白だった。




　　　　◆◇




　ハロハロワールドは、宇う凪なぎ市から少し離れた場所にある遊園地である。

　開園からは既に二十と数年経っているが、近隣唯一の遊園地であり、立地の良さも重なって、今でも休日はそれなりに賑にぎわう。




「ちょっとぉー。30分遅刻とかあり得ないんですけどぉー」

　それは確かにあり得ない。俺なんて、約束の時間の１時間前なのに既にここに立っている。




「ああ？　あんなワケ分からんキャラの耳なんていらないだろ！」

　それは確かにいらない。が、ワケ分からんキャラとは貴君、不勉強である。

　あのネズミっぽいキャラは、ハロハロワールドのマスコットであるハロワ君だ。

　裏声で喋しやべるネズミというギリギリで生きているスタイルと、求職中の者からしたら聞きたくもない名前を前面に押し出す、今最も攻めたマスコットと言える。

　それにしても、である。




　カップルだらけ!!




　思えばこの手の遊興施設へ休日に出かけようと思ったことすらなかった俺であるからして、その客層を知らぬのも無理からぬ話ではあるが、何これ。

　もうね、正直言うと、すげぇ居心地悪い。

　電車の座席で両サイドが同時にこっち向けて足を組み出した時に匹敵するとも劣らない。

　約束の時間まであと50分。

　……近くにコンビニあるかな？




「せんぱーい！　公平せんぱーい!!」




　そんな俺を呼ぶ声が聞こえたので振り返ると、花梨が駆けてくるではないか。

「すみません、お待たせしちゃって！」

　彼女はいつもと雰囲気が違った。

　ポニーテールに整えられた髪型は、彼女を普段とは違って活動的に見せる。

　服装もショートパンツに名前は知らんがヒラヒラッとした上着のコーディネートが、やはり見慣れた制服姿との違いを鮮明にする。

「あの、先輩？　あたし、どこか変ですか？」

　思わず凝視していた事に気付いて、急いで視線を逸らす。

「いやー、いつもと違って、なんか良いなと思ってだな」

「ふふっ、先輩？　こういう時、普通に可愛いねって言ってくれたら、女の子はだいたい喜ぶものなんですよ？」

「あ、おう、なんつーか、すまん」

「いいですよー。先輩なりの、不器用な誉め言葉だと思って受け取っておきます！　とっても嬉うれしいです！」




　そして気が付く、驚きよう愕がくの事実。

　先ほどまで疎ましく思っていたカップルの群れに、俺も馴な染じんでいやしないか？

　まさか、この俺が？　噂に聞く、パリピってヤツなんでしょう、これ？

「どうしたんですか？」

「おう、パリピ……違った。花梨、随分早かったな。まだ約束の時間までかなりあるのに」

「えへへ、楽しみでついつい早く家を出ちゃいまして……。って言うか、先輩はもっと早くないですか!?　まさか、お待たせしちゃうなんて思いませんでしたよー」

「おう。情けない話なんだが、居ても立ってもいられなくなってな。気付いたら電車に乗ってた。起きてからそれまでの記憶がねぇんだ」

　お互いに顔を見ると、ついはにかんでしまう。

　そして、俺はデートとやらの第一歩を踏み出した。




「ようこそ、ハロハロワールドへ！　ハハッ！」

　のっけから、とんでもないヤツに出くわした。

「二人は恋人かな？　記念撮影はどうだい？　ハハッ！」

「記念撮影はどうだい？　ハハッ！」

　聞こえてるよ！　グイグイ来るなよ、鬱うつ陶とうしいな。

　なにより、お前のその裏声が既にアウトの判定なのに、「ハハッ」って笑うのはよせよ！

「記念撮影はどうだい!?　ハハッ！」

　なにこれ、強制イベントなの!?

　ドラクエ５のレヌール城で断ってんのに雷のせいにして頑なにこっちの言い分聞かねぇＮＰＣを想起させられるんだけど!?

　あっち行ってくんない!?

「先輩！　撮ってもらいましょうよ！　せっかくの機会ですし、これも恋人としての精査に役立つと思うんです！　ねっ、ねっ？」

「お、おおう。まあ、花梨がそこまで言うなら」

　はしゃいだ顔の花梨の顔を曇らせる訳にはいかん。

「じゃあ、撮るよ！　はい、チーズケーキ！　ハハッ！」




　いや、お前が撮るんかい！

　マスコット写真に入らねえの!?




「わぁー！　見てください、先輩の顔！　目が半開きですよ！　あはははっ」

「……とんでもねぇ面してんな。撮り直すか。……あれ？　おい、ネズミどこ行った!?」

「あ、いいですよ！　これも大事な思い出ですから！」

「そうなの？　自分で言うのもなんだけど、俺、もうちょっとまともな顔してるよ？」

「ふふっ、これでいいんですよー。さあ、先輩、行きましょう！」

　満足気な花梨。ならばもう、何も言うまい。

　それから俺たちは、アトラクションに繰り出した。




「ぬおおおおおおおおおおおっ！　こ、これ、ペダルが重すぎるぞ!!」

「あははっ、先輩、頑張ってくださーい！」

　空すいているからという理由で、足あし漕こぎボートを最初にチョイスした愚行。

　わざわざレールを敷いて、後戻りできぬよう退路を断つ設計に悪意を感じた。




「あああああああああああああああああいっ」

「ひゃああっ！　結構速いですねー！」

　結構どころか俺の許容範囲を余裕でＫ点越えしてきたジェットコースター。

　一人で叫び散らかして、しばらく呼吸がままならなかった。




「んあああああああああああああああああっ」

「わぁー！　あっはは！　すごいですねー!!」

　ただ高いところから落ちるだけでは飽き足らず、捻ねじれながら地面との距離を高速で詰めるフリーフォール。

　直前に水分を多量に摂取したことを殊更に後悔した。

　その後もあっちへこっちへと精力的に動き回った俺たちは、同時に空腹を覚えたらしく、実に自然な流れで昼食休憩と相成った。




「はー、楽しいです！　先輩と遊園地デート、夢みたいです！」

　ホットドッグをモグモグしながら、花梨はご満悦の様子。

「それならいいけどよ。俺なんかが相手で良かったのか？　絶対、もっと気の利く男の方がエスコートだって上手だろうし」

　そこまで言ったらば、花梨がジト目でこちらを見ている事に気付く。

「先輩？　そんな風に自分を卑下するという事は、あたしが好きな人を貶けなすのと同じ事なんですよ？　あたしが好きな先輩の事を悪く言うのは、たとえ先輩でも見過ごせません！」

　花梨の言う事にはしっかりとした筋が通っており、なるほどと反省せざるを得なかった。

「それもそうだ。悪わりぃ！　別に花梨の気を悪くさせようと思ったわけじゃないんだ」

「分かってくれればいいんです！　誰が何と言おうと、公平先輩はステキです！」

　彼女のセリフに少しドキリとしたのは俺だけの秘密である。

「ちょっとお手洗いに行ってきますね」

「おう」

　そう言って席を立った花梨。10分経ち、15分経っても帰って来ない。

　女子をトイレへ迎えに行くのも紳士としてどうかと思ったが、心配になり様子を見に行った。




「いい加減にしてください！」

　そこで、花梨は見るからに軽薄そうな男と口論をしていた。

　見るに、ナンパと思われる。断っておくが、昭和の恋愛漫画の話ではない。

　今は令和である。




　とりあえず、俺の出番のようだ。




　　　　◆◇




「いやー、悪ぃ、悪ぃ。待たせちまったな！」

　俺は花梨とナンパ野郎の間に無理やり体ごと突っ込んだ。

「あっ、先輩!!」

　そんな俺に気付いた彼女のホッとした表情。

　毅き然ぜんとした態度だったのに、やっぱり怖かったよな。

「ああー？　なに？　あんた、誰なワケ？」

　突然の乱入者に一時は怯ひるんだナンパ野郎だったが、それもつかの間。

　今や元気ハツラツ。むしろテンションアップ、アップ。

　理由など考えるまでもない。

　かどわかそうとしていた美少女の連れが、見るからに軟弱者だから。

　むしろ、「こいつをボコッたらオレに惚ほれるんじゃね？」とすら考えていそうである。

　もちろん、花梨がそんな愚か者に惹ひかれるはずもなく、そもそも最低限の礼節もないナンパをするような輩やから、世の中の女子の大半がお断りだろう。

「俺は彼女の連れだ」

　ただ、少し困ったことがある。

「はーっはは！　このひょろくせぇのが連れとか！　くそウケる！」

　ナンパ野郎の指摘は的を射ている。なかなか見る目があるじゃないか。

　毎晩風ふ呂ろに入る前、筋トレをかかさずしている俺。

　それなのに、筋肉はお寝坊さんなのか、一向に目を覚まさない。




　握力は20キロピッタリだし、腕力だって知れたもの。

　そんな俺が仰々しく女子のピンチに現れ、「あいや待たれい！」と大見得切ったところで、待ってくれるのはジェントルマンかタクシーくらいのものである。

「なーなー、いいだろ？　こんなモヤシ相手にしてねぇで、俺と遊ぼうぜぇ？」

　そら見たことか、こいつはそのどちらでもない。

　と言うか、俺を挟んでなおもナンパを続行するな。

　せめて俺を倒してからにしろ。失礼が過ぎるぞ、発情期の馬鹿たれめ。

「あなたなんて、先輩に比べたら月とスッポンです！　あたしはこの人の彼女なので！　さっさとあっち行ってください!!」

　そして俺なんかよりよっぽど威勢の良い啖たん呵かを切る花梨さん。

　勇ましい。俺もこんな風に大きな声出せばよかった。

　が、美少女に思わぬ罵ば声せいを浴びせられたのが頭に来たのか、ナンパ野郎が動く。

　こともあろうに、花梨に向かって手を伸ばす。




　そうはさせるか、この野郎。

　どんなに腹が立ったって、女子に手をあげるヤツがあるか。




「どぅふっ。おー、痛いてぇ。花梨に汚きたねぇ手で触んな。お前にゃ俺くらいが丁度良い」

　咄とつ嗟さに格好よくナンパ野郎の腕を掴つかもうとしたものの空振りに終わった俺は、再び体を二人の間に差し込んだ。結果、俺の鍛え抜かれた紙粘土のような腹筋にヤツの腕がヒット。

　ちょっと当たっただけなのに、俺の口からは妙ちくりんな声がこんにちは。

　まあ、花梨に危害が及ばず何よりである。

「てめぇ、スカしてっと、殺すぞ？」

　ヤダ、怖い。

　俺の胸ぐらを掴んで、本当に人を殺しそうな目で俺を見るナンパ野郎。

　だが、いつまでも良いようにされていては、俺もいい加減格好がつかないし、何よりお気に入りのＴシャツの襟がだるんだるんに伸びる。

「刑法２０８条、暴行罪」

「ああーん？」

「刑法２２２条、脅迫罪」

「何言ってんだぁ、お前？　おかしな事言ってんじゃねぇ。ひひひ」

「あとは、そうだな。刑法２２３条、強要罪もオマケしとこう」

　俺は、昔の記憶をたどって、今のヤツに効果的であろう罪状を読み上げる。

　さらに俺のターンは続く。

　いや、ここからはずっと俺のターンだ。




「さっき、お前がうちの可愛い花梨に対して行った脅し文句つきのナンパ行為。そいつぁ、しっかりと俺がスマホに撮影済みだ。ついでに、ボイスレコーダーも起動させてある」

「はっ！　ハッタリかましてんじゃねぇぞ？」

「別にお前がどう受け取ろうとも勝手だが、力のない俺は男らしさとかには興味がねぇ。証拠は完かん璧ぺきに揃そろっていて、なおかつ、ほれ、そこ見ろ。監視カメラがあるよな。ずーっと俺がこの位置から動いてねぇ理由、分からなかったか？」

「て、てめっ」




　ナンパ野郎の腕の力が緩み、怒気はさらに緩んだ。

「花梨、ひとつ頼まれてくれるか？　こいつにこれから最後通告すっから、それに従わねぇ場合は、即行で１１０番してくれ」

「は、はい！　分かりました!!」

　花梨は黄色いスマホを取り出し、胸の前で祈る様にギュッと握りしめる。

「つーわけで、これがラストチャンスだ。俺の襟からとっとと手を離して、どっかに消えるならこの蛮行は不問にしてやる。まだ続けるなら、一緒に警察だな。気にすんな。俺ぁ気は長い方だから、どこまでも付き合ってやるよ」

「……ちっ。あーあ、しらけちまったよ。んなガキくせえ女、興味ねぇんだよ!!」

　逃走を図ろうとするナンパ野郎。そんなヤツのシャツを思いきり引っ張ってやる。

　全体重を掛けて不意をつけば、俺だってささやかな反撃は出来るのだ。

　花梨を貶しやがったお勘定が済んでいない。モヤシを舐なめんな。

「言い忘れたが、毎日歯を磨いてねぇんじゃないか？　お前の口は、臭くてかなわん」

　後ろに倒れ込んだナンパ野郎に、言われたらさぞかし傷つくであろう言葉をプレゼント。

「このボケが！　死ね、くそカップル!!」

　ナンパ野郎が唾つば吐きながら去って行く。

　やれやれ、どうにかなったか。




「すみません、あたしのせいで……。だ、大丈夫ですか!?」

「いやいや、俺こそごめんな。もっと早く来てやれねぇで。あーあー。あんにゃろう、思いっきり襟首掴みやがって」

「…………」

「ま、さすがの俺でもこの程度なんでもねぇから、気にすんな。それにしても、ひでぇこと言いやがる。誰がモヤシだ。モヤシに悪いだろ」

「先輩!!」

「おふぇっ」

　花梨さんが俺の胸に飛び込んでいらっしゃった。

　準備が出来ていないと、彼女の体すらも支えられず素すっ頓とん狂きような声を出す俺。

「実は、ですね、結構、あたし怖かったです。ちょっとだけ、こうしてても良いですか？」

「お、おう。俺で良けりゃあ、喜んで」




　正直、ナンパ野郎と対たい峙じしていた方がよっぽど心は穏やかだった。
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　俺の心音が彼女に伝わりはしないかと思うにつれ、さらに心臓は早鐘を打つ。

　それから数分。

　そろそろ手汗がヤバい事になって来たと思っていたところ、花梨が「ふう」と息を吐いた。

「ありがとうございました。落ち着きました。先輩、やっぱりカッコいいです！」

「え？　さっきのが!?　本当に君は変わった価値観を持ってるなあ」

「そんな事ないです！　でも、あんな難しい事、よくご存じでしたね？　さすがです！」

　何のことやらと思ったが、咄嗟に口走ったなんちゃって刑法についてか、と気付く。

「あー。あれな。昔、毬萌が教えてくれたんだよ。『コウちゃんは喧けん嘩か弱いんだから、相手を理詰めにして負かさないとダメだよーっ』とか言われてな。覚えるまで延々と連呼してくるもんだから、参ったぜ」

「そうなんですか……。やっぱり、公平先輩にとって毬萌先輩は特別なんですね」

「ん？　ああ、まあな。幼おさな馴な染じみの腐れ縁ってヤツだ」

「むぅ……。そういう意味じゃないんですけど？」

　膨れっ面の花梨さん。

　なに、どの会話の選択肢ミスったの、俺は。




「ま、まあ、何にしても、だ。仕切り直そうぜ？　デートなんだろ？」

　弁解しながら花梨の頭を撫なでてみた。

「また子ども扱いしてません!?　……でも、まあいいです。許します！」

　花梨の表情は学校と違って、コロコロと変わる。

　恋人としての精査にデートは打ってつけ、か。




「せんぱーい！　早く行きましょうよー!!」

「おう、分かってるって！」




　なるほど、確かに、花梨の言う通りかもしれない。




　　　　◆◇




　トラブルもデートの醍だい醐ご味み。そう言わんばかりの花梨であった。

「さっきの公平先輩、ホントにカッコ良かったんですよ!?　もう、すっごくキラキラしてました！　輝いてました!!」

「もう何回も聞いたよ」

「あんな風に助けてもらえるなんて、少女漫画のヒロインだけだと思ってました！　本当にステキな体験で……。もう一回くらいなら、ナンパされてもいいかもです！」

「こらこら、滅多な事言うんじゃないよ。花梨は可愛いんだから」

　アイスコーヒー片手に興奮冷めやらぬ花梨さん。

「あっ、先輩、アイス溶けちゃいますよー」

「おっと、俺としたことが！」

　ん？　俺は何飲んでるのかって？　クリームソーダだけど？

　なに？　何か問題でも？




「……本当に、嘘みたいです。初めてのデートのお相手が、公平先輩で」

「えっ!?　花梨、初デートだったの!?」

「そうですよ？　なんですか、その驚きは。あー、また子ども扱いしてます？」

「違う、違う！　花梨みてぇに可愛い女子なら、デートの一つや二つくらいしてるもんなのかと勝手に思ってたから、つい驚いちまったんだって」

　すると花梨はアイスコーヒーをゴクリとやって、強めにテーブルを叩たたいた。

　しまった、怒らせたのかしら。

「せ、先輩！」

「はい、ごめんなさい！」

「なんで謝るんですか？」

「いや、花梨が怒ってんのかなって。可愛い顔してんだから、変化にゃすぐ気付くよ」

「……っ!!　だから、先輩！　そうやって、自然に可愛いを連呼しないでください！　せ、先輩に言われる可愛いって、あたしにとっては特別なんですよ!?」

「お、おう。……やっぱりなんか、ごめんなさい」

　花梨は「もうっ！」とアイスコーヒーをグビグビやるも中身がないらしく、ストローの空砲が響いた。

「なくなっちまったか。ほれ、俺ので良ければ」

「もぉー！　だから、そういうところです!!　なんでそんな自然に自分が飲んでるものを女の子に勧めるんですか!?　それ、か、か、間接キスに……!!」

　そうか、確かにこれは配慮が足りなかった。

「すまん、すまん。……おう？」

　クリームソーダを引っ込めようとした俺の腕を、花梨がキャッチ。

　それも、割とガッツリとしたホールドである。動けぬ。

「その、喉のどは渇いているので、い、いただきます」

「あれ？　でも、間接キスになるの嫌なんじゃ？」

「べ、別に嫌とか言ってないじゃないですかぁ！　先輩は少し静かにしててください!!」

　また怒られてしまった。




　それから結構な時間が経った。

「なんか、ごめんな、マジで」

　すっかり茜あかね色いろに空は染まり、俺たちは山の向こうに沈む太陽を眺めている。

「平気です！　最後にちゃんと観覧車に乗れましたから！」

　さて、何にごめんなのかと言えば、俺が腹を冷やしたせいで、ちょっとばかり、具体的には３時間くらいベンチで休憩を取る必要が生まれた事に対してである。

　そんな醜態晒さらしているのに、どうしてこの子はこんなに楽しそうなのか。

　俺なら絶対ベンチに放置して帰るよ。

　俺を放置して、俺は帰る。とりあえず、何か良い感じのセリフを吐こう。

　汚名を返上しよう。

「あー、そうだ。俺も初デートの相手が、花梨で良かったよ」

「……え？」

　あれ、言葉選びをミスったかい？　汚名を挽ばん回かいしちゃったかい？

「いい年して女子と出かけた事ないとか、キモくなーい？」的な、アレかい？




　花梨は少し真剣な顔をして、俺と向き合う。

「先輩も、デート、初めてだったんですか!?」

「んあ？　そうだけど？」

　何を今さらと思うも、「そういえば、言ってなかったかしら」と俺。

「毬萌先輩と、お出掛けしたことないんですか!?」

「毬萌と？　あー。小学生の頃、家族ぐるみでキャンプとか行ったっけか」

「そういうのはノーカウントで！」




　圧がすごいぞ、花梨さん。




「そんなら、ねぇよ？　毎日顔合わせてんのに、わざわざ出掛けたりしねぇだろ、普通」

「そうなんですか！　へぇー、そうだったんですか!!　じゃあ、あたしと先輩、お互いに今日が初めてのデートだったんですね!!」

「あー、そうなるな。おう」

「もぉー、早く言ってくださいよー。そうだったんですかぁー」

「おお、ちょうど夕日が奇麗だぞ、花梨」

「あ、はい。……えへへっ」

　心ここにあらずの花梨。

　夕焼けの嘆きが聞こえた気がしたので、俺はしっかりと景色を堪たん能のうしておいた。




「じゃあ、先輩、あたしはこっちなので！」

「おう。本当に送ってかなくていいのか？」

「はい！」

「そうか、んじゃ、また学校でな！」

　最寄り駅まで電車で揺られて、俺と花梨は「またね」と別れた。

　一歩踏み出し、二歩目で何となく気配を感じ、ふと振り返る。

　花梨がまだ、そこにいた。




「せんぱーい！　あたしお試し彼女、頑張りますから！　ちゃんと見ててくださいね？」




　彼女から、親愛の情を感じる。

　俺も今日を過ごして、そのくらいは分かる程度に成長をしたのかと思うにつけ、短く返事をする。




「おう！　了解だ！」




　頬を撫でる五月の風は柔らかく、こんな休日も悪くはないなと思った。







[image: 第五章　毬萌と違和感]







　連休が明けて、今日からウィークデー。

　気分も新たに、学園生活を邁まい進しんする所存。

　花か梨りんと遊園地に出掛けた事は、自分で思っていたよりもずっと良い気晴らしになっていたらしく、なにやら俺の足取りも軽い。

　そして毬まり萌もの家へ。神かみ野の家の呼び鈴を鳴らす。

　いつものように、おばさんが「ごめんねぇ、コウちゃん。あの子まだ寝てるのよ」と言うので、俺は毬萌の部屋へ階段を駆け上る。




　……予定だったのだが、これはいかがした事か。




「おっはよー。コウちゃんっ」

「お、おはよう」

　毬萌が自力で起きている、だと？

　しかも、普段は雨が降ろうと槍やりが降ろうと、終末の笛が鳴ろうとも、小お倉ぐらさんの「おはようございまーす」を聞くまで頑なに家を出ない、あの毬萌が！

　こともあろうか、『めざ●しテレビ』の占いが始まる前に家を出るだなんて！

　にわかには信じられない事象である。

　天変地異の前触れか。そう言えば、山の方から小動物の騒ぐ声が聞こえる気もする。

「なにしてるのー？　早く行こうよ、コウちゃん」

「お、おう。そうだな。うん、まあ、そういう日もあるか」

「んふふー。変なコウちゃんだなー」

　変なのは俺なのか。いや、確かに、過剰に反応し過ぎているのかもしれない。

　まあ、良いか。

　おかげで、じっくり話す時間が出来た。




「今日の全校朝礼だけどよ、またお前の事だから、スピーチ内容考えてねぇだろ？　まあ、いつもみたいに俺がサポートするから、とりあえず司会進行の流れだけは頭に入れとけよ」

　連休明けに生徒を集めて朝礼するのは、もはや学校の義務みたいなものである。

　誰も望んではいないが、そういう風に出来ているのだから、世の中の学生諸君は諦あきらめると良い。貧血を起こして倒れない事だけに注力せよ。

「にっへへー。コウちゃん、コウちゃん。実はね、スピーチ原稿を作って来たんだよー」

「……えっ？　何だって!?」

　大事なことだからもう一回言うぞ。




　何だって!?




「は、はははっ、俺を担ぐつもりか！　その手は食わんぞ」

「むぅーっ。ホントだもん。これ、見てよー」

「……おいおい、嘘だろう？」

　毬萌が手渡してきた紙には、時候の挨あい拶さつから始まり、休み明けの注意喚起。そして軽い冗談を交えたのち、短い言葉で締める。

　そんな、完かん璧ぺきな道筋が記されていた。

「だから、今日からコウちゃん、講壇に潜まなくっても平気だよ」

「おう、いや、えっ？　どうした、毬萌!?」

　今日だって俺は講壇に潜む気満々である。

　シップもエアーサロンパスもバンテリンだってちゃんと用意してある。

　それが俺の役目だし、それが俺の仕事だからである。

　なのに、どうしたことか。

　毬萌がアホの子を露見させないために周到な準備をするのに、その先回りを、あろうことか毬萌本人がしたと言うのか。




「だ、ダメだ！　お前、そんなこと言って、ミスったらどうすんだ!?　今日は、セッスクくんの日本体験記だって発表するんだぞ？　言い間違えたら大変じゃねぇか」

「大丈夫だってばー。もうっ、コウちゃん、信用してくれないのー？」

「当たり前だ。信用してるんだ。これまでのお前の実績を。だから、ここは譲れねぇ。セッスクくんのためにも、譲れねぇ!!」

　そうとも、一年前だって二年前だって、もっと昔から、こいつは俺の前ではスキだらけになっちまうんだから。

　俺が助けてやらないで誰が毬萌を救うというのか。

「もうっ、分かったよぉー。でも、コウちゃんの出番はないからねー？　にへへっ」

「ふん。言ってろ」

　どうせ、結局俺の出番が回ってくるのだから。







「おっはよー、マルちゃん」

「おはよう、毬萌！　久しぶりね、あら、髪型変えた？」

「ええー？　変えてないよー？」

「じゃあ、連休の間に毬萌の髪が伸びたのを感じ取ってしまったのね！　私くらいになると、そんな些さ細さいな変化も見逃さないってことね！」

　毬萌が氷ひ野のさんに捕まったので、俺は教頭と朝礼の打ち合わせ。

　教頭は今日もしっかり太っているし、頭頂部はいつものようにテッカテカである。

　そうとも、いつも通りなのである。

　やはり、俺の神経が敏感になっているだけなのか。世界は普段通りに回っているのか。

　そうだよな、そうに違いない。

「ちょっと、桐きり島しま公こう平へい。こっちに来なさいよ」

「おう？」

　ほんの２秒前、自分に言い聞かせた事実が速攻で瓦が解かいする音が聞こえた。

　氷野さんが俺に自分から話しかけてくるなんて。これはとんでもない異常事態である。

　もしかすると、北ほつ海かい道どうと本州が地続きになる前触れかも知れぬ。

　首相官邸に危急の早馬を出すべきか。

「何を呆ほうけているの、桐島公平！　私が話しかけているのよ!?　具合悪いの!?」

　だから呆けているのですよ、氷野さん。

「一体どういうご用向きで？」

「……はあ。あんた、本当に救いようのない男ね。と言うか、男は救ってやれないわ」

　用件を聞いたら失望されるとか、しようと思ってもなかなか経験できない事である。

　そして彼女は、もう一度ため息をついてから、続ける。




「毬萌の様子がおかしいと思わないの？　あんた、いつも一緒にいるでしょう」

「そう！　それなんだよ、氷野さん！　なんかあいつ変なんだ！」

「分かってるわよ、そんな事。……で、心当たりは？」

「皆目見当もつかない」

　お手上げポーズの俺を見て、「ふむふむ」と氷野さん。

「話は変わるけど、あんた、冴さえ木き花梨とはどうなってんの？」

「えっ!?」

　今の「えっ!?」は、「本当に話が変わったな」の「えっ!?」と、「どうしてそんな事を知っているのですか？」の「えっ!?」を同時に表現した、高度なダブルミーニングである。

「いいから答えて。朝礼が始まるでしょ」

「お、おう。三日前、一緒に出掛けたけど」

「……ふーん。だいたい分かったわ。もう行っていいわよ。どうせ、今から毬萌の足元に潜り込んで、魅力的な脚を舐なめまわすように見るんでしょ？　男って本当にいやらしい!!」

　彼女は謎が解けた時のコナンみたいな顔になっているが、俺は多分失敗した福笑いみたいな顔になっているだろう。




『それでは、続きましてー。留学生のセッスクくんによる、日本に来て驚いたことのお話です。彼の流りゆう暢ちような日本語を静聴しましょう。わたしより上手うまかったりすると困りますねー』

　体育館に笑いが起きる。俺は講壇の中。

　いつも通りである。

　そしてこの日、毬萌は一度としてスキを見せなかった。

　誰の前でも。




　もちろん、俺の前でも。




　　　　◆◇




　ここまで、長い道のりだった。

　ついに週末、金曜日に迫った、今年度の部活動予算編成会議。

　本日は火曜日。

　思えば、ソフトボールを背中に喰くらったり、てめぇでスケジュール厳しくする意味不明な縛りプレーをしたり、色々と苦難もあった。

　だが、乗り越えてきた。

　目の前には図書室。そうとも、最後の部活動視察の現場である。

　既に試算は済んでいる上に、視察がスムーズに行く文化部であれば、もはや勝ったも同然。

　ふはははっ、なんだなんだ、最期は呆あつ気けないものだな。

　部活動予算編成会議。

　ふっ。長ったらしい名前で威い嚇かくして来た割りに、達者なのは見た目だけではないか。

　なに？　死亡フラグ？

　やれやれ。事ここに至って、一体何が出来るというのだね？




「お邪魔しまーす。生徒会です」

　開口一番、図書室へご入来の毬萌。

「ばっ、お前、図書室だぞ、ここ！　静かにしろよ!!」

　マナー違反を指摘するのは俺の役目。

「えーっ？　コウちゃんの方が声大きいよぉー」

「……ぐっ。確かに」

　なんて事をやっていると、文芸部の部長さんがやって来た。

「あらあら、すみません、わざわざ来ていただいてしまいまして。でも、お二人の睦むつまじい姿を見て、部員の士気も上がっているので、どうかありのままでお過ごしください」

「はあ……？　なんかよく分かりませんが、お邪魔でないなら良かったです」

「はい。まあまあ、立ち話もなんですし、こちらへどうぞ」

「はーい。コウちゃん、行こっ」

　部長さんに促され、俺たちは図書室の一番奥の机へ移動する。

「ああ、申し遅れました。私、文芸部部長の辰たつ巳みと申します」

「俺は副会長の」

「コウちゃん副会長様と、神野会長様ですね。存じ上げております」




　そんな存じ上げられ方ある!?




「あの、辰巳先輩。俺の事は桐島と呼んで頂けるとありがたいんですが」

　ちなみに、部長の辰巳さんは、三年生の女子である。

　新年度と共に代替わりする花はな祭まつり学園において、三年生が部長をしている部活動は珍しい。

「そうですか？　コウちゃん様と会長様のカップリングは一部で高い評価を得ておりまして、私どもも日々観察と妄想を欠かさないようにしているのですが」

「……お願いなので、ヤメてください」

　辰巳先輩の生暖かい視線を感じながら、俺は確認作業に移ることにした。




「……なるほど。結構本格的な活動を今年もされる予定なんですね」

「はい。私は夏前に引退の予定ですけれど。あいにく、文芸部には二年生が所属しておりません。私の代で廃部かなと思っていたところ、一年生が五人も入部してくれまして」

「ってことは、その誰かに部長を引き継ぐんですね？」

「そうなりますね。その辺はしっかりと努めさせて頂きますので、ご安心を」

　部活動としての形態に問題はなし、と。

「今年も活動内容に変更はないですか？」

「ええ。年に三回の季刊誌を発行します。それとは別に、同人誌を作ろうという計画もあるんですよ？　みんなが引退させてくれないんです。うふふ」

「精力的な姿勢っすね。結構なことだと思います」

　前年度より部員が一人増えて、活動も積極的な様子。

　鬼おに瓦がわらくんの試算通り、文芸部の予算は微増で問題なさそうだな。

「お話分かりました」

　書類に必要事項を記入して、あとは生徒の長たる毬萌に確認させたらば、ミッションコンプリート。

　何という淀よどみのなさか。




「おう。毬萌、確認を。……？　……おう」

　なんで生徒会長すぐいなくなってしまうん？




「だよねーっ。終わっちゃって残念だけど、わたしは奇麗な形で連載終了させたのってすっごく英断だったと思うんだーっ。ほら、ラブコメって、引き際が難しいからねー」

「あっ、超分かります！　会長って、すっごく話しやすい人なんですね！」

「そだよー？　あははっ、気軽に声かけて欲しいなっ。ねねっ、あなたは誰推し？」

「あたしですか？　三み玖くちゃんです！　会長の推しも教えて欲しいです！」

「んー、迷うなぁ。……二に乃のかなぁー」

　お前は四よつ葉ば推さなきゃダメだろ!?　キャラ的に！

　と言うか、文芸部女子と『●等分の花嫁』の話で盛り上がってんじゃないよ！

　なんで俺に仕事させといて、何なのお前、楽しそう！　俺も交ぜろよ！

　なに？　俺の推し？　もちろん、四葉だけど!?




「お邪魔しました。季刊誌、楽しみにしてるんで。出来たら絶対見ますから」

「あらあら、ありがとうございます」

　毬萌を捕獲して、俺たちは退室する運びとなった。

「じゃあねー、みんなー。また来るからねー」

「「「はーい!!」」」

　なんで全員と仲良くなってんの、毬萌さんよぉ。

　図書室は、実習棟の三階にある。

　生徒会室は同じ棟の一階にあり、場所が対角線上に位置している事から、移動が結構面倒である。階段を下りるのだって一苦労だ。

「おーい、早く来いよ」

　見ると、毬萌は通りかかった生徒の落とし物を拾ってあげていた。

　その刹せつ那な、毬萌の体が当該生徒と接触し、宙に押し出される形になる。

　反射的に察知する。優秀な俺の危機管理センサー。




　──まずい、落ちるっ!!




　そんな時でも慌てないのがこの俺、桐島公平。

　もはや説明は不要であろう。

　毬萌の体は奇麗に落ちてくる。

　これならば、途中で階段に体を打ちつける事もない。

　問題は、毬萌は小柄だが、頼りなさに定評のある俺の腕力で受け止められるのか、だ。

　そこだけが不安ではあるものの、やるしかない。




　だが、ここで俺に油断が生まれた。

　胸ポケットに挿していたボールペンが、コロリと落ちる。

　そして、大人しく落ちていれば良いものを、ボールペンのヤツは階段を転がり、俺が後ろ向きで足を踏み出す、丁度その場所で静止した。

　そこに気付けない俺の、手落ちであった。




「んみゃああっ!?」

「うおっ!?　ぬっ……。ぐあぁあぁぁぁっ」




　毬萌はどうにかキャッチできた。

　思いっきり胸を触ったが、そこはまあ、許せ。

「にははっ、ごめんねー、コウちゃん」

「ぐうっ……。お、お前、怪我してねぇか？」

「うんっ、平気。またコウちゃんに助けてもらっちゃったねー」




「……コウちゃん？」




　まさか、死亡フラグだけはしっかり回収するとは。

　この世にゃ神も仏もないなと思い、じっとりと汗をかいた手のひらを握る。

　さりとて、とりあえず、どうしたものか。




　　　　◆◇




　ごきげんよう。

　え？　死んだんじゃないのかって？

　誰が死ぬもんか。勝手に殺さないで頂きたい。

「うぅーっ、ごめんねー、コウちゃん」

「朝から何度目だ。もう百回くらい聞いたぞ」

「でもぉー」

「そして俺も百回くらい言ったが、ありゃ俺の不注意だ。てめぇで落としたボールペンをてめぇで踏んだ結果、足をひねったんだからな」




　毬萌を華麗に救助した俺は、ひどく体勢を崩してしまった。

　その際、モキョッと、縁起の悪い音が足から聞こえた。

　続いて体中から汗が噴き出て、その後を追っかけるようにして痛みが全力疾走してくる。

　廊下を走るなと習わなかったのか。

　毬萌の無事を確認した俺は、呼吸を整えるのに５分の時間を必要とした。

　その無言の時間が、毬萌を大層不安にしてしまったらしく、悪い事をしたと反省している。

　そのあとは、スマホを取り出し鬼瓦くんへの救援要請である。

　自力で立ち上がるのはまだ無理であると判断した結果のピッポッパ。

　鬼瓦くんに事情を話すと、「すぐに行きます」と力強い返事がバックホーム。

　良かった、これで目立たずに済む。




「ぜんばぁぁぁぁぁいっ！　ゔぁあぁぁぁっ!!」

　目立たずに。

「ごぶじでずがぁぁああぁぁぁぁっ!?　ゔぁああぁ、ぜんばぁぁぁいっ!!」

　済まなかった。




　この時の鬼瓦くんの声のボリュームはハンパなく、学園内を「副会長が死んだらしい！」と、今度は噂がクラウチングスタートからの全力疾走を決めた。鬼神悪送球。

　何なん人ぴとも、お願いだから廊下を走らないで欲しい。




「コウちゃん、喉のど渇いてない？　ジュース飲む!?」

「コウちゃん、トイレ行きたくない？　男子トイレでもへーきだよ？」

「コウちゃん、肩貸そうか？　ううん、おんぶしようか？」

　休み時間の度に、毬萌が俺の周りを飛び回る。

　子供を産んだばかりの母猫のように神経質になって、である。

　ここで声を大にして言っておきたいことがある。

　俺、別に骨折とかしてないからね。一応、あのあと病院には行ったけども。

　ねん挫ざ。しかも、軽いねん挫。その軽さは羽毛のごとし。

　一応、「四、五日はこれ使ってね」と医者に松葉づえ渡されたけど、全然まったく、重傷ではないのである。

　なんと全治一週間。

　それでも毬萌は心配らしく、昼休みになっても俺の傍を離れようとしない。

「俺ぁ良いよ。早く行けって！　教頭に呼ばれたろ！　ついて行ってやれねぇで悪いが」

「でもでも、コウちゃんが困ることがあるかもだしっ」

「大丈夫だって。飯も花梨と一緒に食うから」

「うぅー。絶対だよ？　無理しちゃダメだからねっ？」

　やっと行ってくれたか。

　まったく、あいつは最近スキを見せないと思ったら、それだけに飽き足らず俺の世話を焼くようになるなんて。やっぱりどこかおかしんじゃねぇのか？




「あっ、公平先輩！　お待ちしてました!!　足、平気ですか？」

「おう、もう全然平気。すげーのな、テーピングって。医学って偉大だ」

「そうですかー、良かったです！　じゃあ、ちょっと中庭に行きませんか？」

「おう」

　今朝、花梨からメッセージが届いていた。

　内容は「今日のお昼ご飯、一緒に食べましょう！」とのこと。

　毬萌に用事があるのも把握していたので、俺は購買に寄ってパンを買って来たのだ。




「実はですねー、中庭の隠れスポットを見つけてしまったんです、あたし！　人ひと気けがなくて、ちょうど二人分のスペースで！　か、カップルシートみたいだなって……えへへ」

　俺の前を行く花梨は実に楽しそうである。

「……なんであなたが、ここにいるんですか？」

　その表情が、一瞬にして曇る場面を目撃してしまった。

「ゔぁぁ!?　さ、冴木さんこそ、どうしてここに!?」

「聞いているのはあたしなんですけど？」

　花梨さん、圧。圧がすごいよ？

「まあまあ、花梨。そんな怒らんでも。三人で食えば良いじゃないか。なっ、鬼瓦くん」

「あっ、桐島先輩！　どうぞ、どうぞ。狭いですが。いやあ、ここ、人気がないので、重宝しているんですよ。ほら、僕って人を怖がらせがちですから。はははっ」

「……もうっ。公平先輩は優しすぎです！　……そこもステキですけど」

　そして、三人並んで芝生に着席。




「…………狭くない？」




　狭いよね。うん。そうだ、俺が席を譲ろう。

「ゔ、ゔぁあっ!?　ぢょっどぜんばい！　何をしているんですか!?」

「そうですよ！　今、立ち上がろうとしませんでした!?」

　少し腰を浮かせただけで、大騒ぎである。

「ううん。全然していないよ？　ははは、嫌だな、君たち。ははは」

　逃げられない事だけは分かった。

「桐島先輩は焼きそばパンですか。購買でよく買えましたね。人気商品なのに」

「それがな、俺の足見た皆が譲ってくれてさ。嬉うれしいもんだなぁ、ああいう気遣いって」

「それだけ桐島先輩が慕われている証拠だと思います。人徳ですよ」

「そうか？　……おおっ、鬼瓦くんの弁当カワイイなぁ、おい！　それ、キャラ弁って言うんだろ!?　ピカチュウじゃねぇか！　俺、ピカチュウって好きでなー。いや、昔、同級生の青あお山やまくんが勝手にライチュウに進化させやがったことがあってだな」

　ここまで喋しやべって、背後に強烈な怒気を感じ取った。

　ギギギと油の切れたブリキ人形のようにゆっくりと振り返ると……。

「ふぅん？　鬼瓦くんって、お弁当も自分で作るんですか？　へぇー」

「か、かりっ、花梨さん!?　どうした!?」

　花梨はフッと笑うと俺を見る。

　いつもの笑顔と違って、なんだか禍まが々まがしいのは気のせいか。




「せーんぱい？　公平先輩は、料理が上手な女の子って、どう思いますー？」

　逃げよう。多分、よく分からんが多分、何か選択肢をミスったのだ。

　即断であった。そんな俺のか細い腕を、雄々しい両腕が引き留める。

「待って、先輩、いがないでぐだざい!!」

「へぇー。鬼瓦くん、お菓子だけじゃなくて、料理も得意なんですかー？　先輩に褒められるなんて、すごいじゃないですかー？」

　俺は、木の実を啄ついばむスズメさんを眺めて現実逃避。あら、可愛い。

「ひえぇぇぇっ!?　せ、先輩、だずげでぐだざい!!」

「よせ、鬼瓦くん。怯おびえは判断を鈍らせるだけだ」

　俺は頼れる先輩の威厳を見せる。そして見せただけで引っ込める。

「あの、冴木さんは先輩に手作りのお弁当を褒めて欲しかったのではないでしょうか？」

　俺のシャツを引っ張り、いつも声が大きい鬼瓦くん、渾こん身しんの囁ささやきがさく裂した。

　同時に、実に有益な情報ももたらされた。




　俺が花梨の弁当の登場を待たずに鬼瓦くんのピカチュウの虜とりこになったのが元凶だったか。

　なるほど、合点がいく。取るべき行動だって見えてきた。

「い、いやぁー、よく見ると、アレだな、花梨の弁当も美味そうだなー」

「……えっ？　本当ですか!?」

「おう、本当だとも！　ほら、そのご飯！　ピンクのキャラが可愛いじゃねぇか！」

「あっ、分かります？　実は、ちょっと頑張ったところなんです！　桜でんぶで模様を作るのが大変で！　なんだぁー、公平先輩、ちゃんと気付いてくれたんですね！」

　どうにか花梨の感情も回復傾向。プラスに転じたようである。

「おう！　可愛いタラコだな！　あえてタラが原材料のでんぶを使ってタラコを表現する辺りに、高いインテリジェンスを感じ」

「ハートです」

「ん？」

「ハートです」

「そう、ハートがな！　いやぁー、もう見事としか言いようのないハート！」

　………………。

　中庭に、突如として沈黙のとばりが降りてきた。

「せ、先輩ぃぃぃぃぃっ!!　何を言っておられるのですか!?　どう見てもハートじゃないですか!?　普通に考えて、ご飯にタラコのキャラ描くと思いますか!?」

　鬼瓦くんの指摘は実に論理的であり、俺は頷うなずく。

「確かに、そうかもしれん」

「いや、そうに決まってるじゃないですか！　足のついでに頭も打ったんですか!?」

「はっはっは。いやぁ、こいつぁ手厳しい」

「笑っていないで、早くフォローしてください!!」

　うむ、やはり彼の言う事はいつも筋が通っている。鬼神しっかり。




「あー、花梨。花梨さん。その、卵焼き、美味そうだなぁー？　色と言いつやと言い、見た目も完かん璧ぺき！　さぞかし味も格別なんだろうなぁ？」

「……公平先輩、食べたいんですか？」

「食べたい！　すげぇ食べたい!!」

「しかたのない人ですねー。じゃあ、食べさせてあげます！」

　俺は、花梨の差し出した弁当箱から卵焼きをひょいと摘つまみ、口に入れる。

「どうですか？　あの、先輩は卵焼き、甘いのと辛いのどちらが好みですか？」

「俺ぁ、辛い方が好きなんだよなぁ。飯のおかずになるからさ」

「わぁー、あたしもなんです！　えへへ、好み一緒ですね！」

「そうだな！　いやいや、実によく出来た卵焼きだったよ」

　本当は何だか砂を噛かんでいるみたいな食感が気になったけども、ここは黙るべし。

　満足気に笑う花梨に一安心。俺は口の中から卵の殻を排出中。

「……あれー？　鬼瓦くんのお弁当にも、ありますね？　卵焼きが。……あと先輩？　なんで、あたしの卵焼き、口から少しずつ出してるんですか？」

　花梨さん、俺に背筋の凍えるような笑顔を見せたのち、再び鬼瓦くんをロックオン。

「ゔぁあぁっ!!　ぼ、僕、お花を摘みに行ってきます!!」

　なるほど。あとはてめぇでどうにかしろって事だな。




「花梨さん……？」

「なんですか？」

「怒ってらっしゃる？」

「別に、怒ってないです」

「正直な所は？」

「……ちょっと怒ってます」

「もしかして、今日、俺に弁当食わせてくれようとか思ってた？」

「やっと気付いたんですか？　……先輩の鈍感」

「すまねぇ！　謝る！　このとおり！」

「なんだか嘘くさいです」

「マジですまん！　花梨の言う事、何でも一つだけ聞くから！」

「……本当ですか？」

「勿もち論ろんだ！　俺ってヤツは、どうにも女心が分からなくて。だが、約束は守る男だぜ!!」

「……知ってます」

「なあ、その弁当と、俺のパン、交換してくれねぇか？」

「無理しなくてもいいですよ」

「いや、マジで花梨が作った弁当の味が気になるんだって！　なっ？」

「……もぉー。じゃあ、交換してあげます！」




　可愛らしい弁当箱を受け取ると、ガツガツと豪快に頂く俺。

「……美味おいしいですか？」

「おう、すっげぇ美味い!!」

　実はあんまりというか、苦み以外の味がしないのだが、そんなの些さ細さいな事さ。

「先輩、ズルいです。そんな笑顔見せられたら、拗すねてたあたしが子供みたいじゃないですか。……もぉー！　あたしも焼きそばパン、食べちゃいます!!」

　紆う余よ曲きよく折せつあったが、花梨の弁当はしっかり心が込められていた。

　そこに気付いたのは、嘘偽りのない真実である。




　　　　◆◇




　本日は部活動予算編成会議が行われる。

　色々とトラブルに見舞われたが、これは生徒会として初の大仕事。

　学園内の50にもおよぶ部活の代表者と、各委員会の長が一堂に会する春の一大イベントでもあり、俺たち運営側も気合が入っている。

　場所は学内で最も大きい部屋である、第一会議室。

「桐島先輩、モニターのチェックをお願いします！」

「おう。あー、もうちょい明度を上げた方が良いかもしれねぇな」

「分かりました。……これでいかがでしょうか？」

「おっ、いい感じじゃねぇの！　鬼瓦くん、グッジョブ！」

　表やグラフを映し出す担当は鬼瓦くんに任せている。彼ほどの適役はいないだろう。

　鬼神ばっちり。

「資料、全ての席に配布し終わりました！　ただ、余りが思ったよりも少なかったので、追加でコピーして来ましょうか？」

「確かに、念のためにそうするか！　よく気が付いてくれて助かるぜ、花梨」

「えへへ。じゃあ、ちょっと印刷室に行ってきますねー」

「頼んだ！　気を付けてな！」

　花梨は資料の管理と、議事録作成を担当。こちらも何の不安もない。




「さてと、後は二人に任せといて問題ねぇだろ。おーい、毬萌ー」

　俺の仕事は、会議の進行とその他のフォロー。まあ、いつも通りだな。

　朝礼なんかと違って、講壇に潜り込まないだけ気が楽ですらある。

　一応松葉づえついてる身だしな。立ったままの姿勢が一番過ごしやすいので実に助かる。

「おい、毬萌！　ちゃんと頭に入ってるか？」

「あー、うんっ。平気だよーっ」

　と、確認するも、実のところさしたる心配はしていない。

　何故ならば、ここのところの毬萌は絶好調だからだ。

　俺の前ですらスキを見せなくなった彼女である。

　いくら規模が大きいとは言え、この程度の仕事、天才の権化たる毬萌には全く問題ないだろう。

　知らないうちに成長しちまって。嬉うれしいやら、寂しいやら。

　そろそろ会議の始まる時間である。会場にも、続々と生徒が集まり始めた。

「よっしゃ。軽く済ませちまおうぜ！　終わったら学食で打ち上げだ！」

「うんっ。そうだねーっ」




　どうして俺はこの時、彼女の変化をもっと深刻に捉とらえていなかったのか。

　悔やんでも悔やみきれぬ、ミステイク。







　会議は、議場の左端の部長から順番に、まず生徒会が決定した本年度の予算を告知する。

　その後、不服や異議申し立てがある場合、生徒会長である毬萌が応じる流れになっている。

　言葉にすると簡単だが、これが案外すんなり行かないらしい。

　まあ、部長たちもこれが就任後の初仕事。気合が入るのも理解できた。

　大方の予想通り、四人に一人程度のペースで、申し立てのため部長が立ち上がる。




「では、次にコンピューター部。予算はこちらです」

「はい。異議があります。我が部のパソコンは老朽化が激しく、せめて三台を買い替える程度に部費を増額してもらえないでしょうか？」

　コンピューター部の予算は、昨年と同じ額である。

　部員が減っているため、本来ならば減額も視野に入るところを、件くだんの設備老朽化を鑑みて現状維持とした経緯がある。

　が、それを説明するのは俺の役目ではない。

「生徒会長。お願いします」

　このように、毬萌へバトンを渡すのが俺の仕事。




「はい。コンピューター部は人が減っちゃって大変だと思うけど、それは他の部活も同じだからねっ。ただ、大会で結果を残したり、そういう目に見える実績があれば、特例で年度中の増額にも応じますよー」

　聞いたか、このネゴシエーションスキルを。

　ただ「部員減ってんだから文句言うな」と突っぱねたらば、相手も食い下がるだろう。

　そこに「結果出したら部費増やしてやるから、まあ頑張れ」と一言付け加えるだけで、あら不思議。相手の心情に寄り添いながらも、これ以上の交渉は無意味と理解させる。

　さすがは天才。凡人の俺とは出来が違う。

　その後もつつがなく会議は進行していき、残す部活はあと五つとなった。

「女子テニス部です。私たちは、今年からユニフォームを新しくします。そのため、部費の増額を検討してもらえませんか？」

　こちらもリサーチ済みである。

　俺は頷うなずいて、毬萌に「お願いします」とお鉢を回す。

「うーん。部費は現状維持だからね。あっ、そうだ」




　おや、おかしいな、と思った。

　女子テニス部は現状維持。それ以上の議論は予定されていない。

　毬萌は続ける。

「ユニフォームが古くなってるなら、いっそ脱いで試合するのはどうかな？　涼しいと思うし、動きやすいと思うよ」




　──議場の凍りつく音が聞こえ、そののち静まり返る。




　他の連中よりも一瞬早く、俺は理解した。

　アホの子情報。

　無理が重なると、天才のスイッチが極めて不安定になる。

　そこでようやく、点が線となり、俺は全てを理解した。

　ここのところ、毬萌が俺の前でスキを見せなかったのではなく──。




　違う。




　その時点で俺は見誤っていた。

　俺の前で、無理をして、スキを見せないようにしていたのだ。

　理由は不明ながらも、そうやって続いていた緊張の糸が今、切れたのである。

「あれっ？　わたし、あれれっ？」




　俺は咄とつ嗟さに毬萌のマイクを奪い取った。




「い、いやー、はははっ！　今のは俺が仕込んだ小ネタだったんだけど！　ちょいと滑っちまったかな!?　実は、ここからは俺が担当するってことで、景気づけに、な！」

　事態を察した者が会場にも居てくれたのは幸いだった。

　花梨が毬萌を速やかに退室させる。

　そして、委員長席に座っていた、氷野さんが立ち上がった。

「本当に寒いギャグを考えたものね！　桐島公平！　あんたこそ、お詫わびに服を脱ぎなさいよ！　ああ、でも誰も見たくないわよね。ホワイトアスパラガスの裸なんて！」

　会場に少ないながらも笑いが起きる。氷野さん、恩に着る。




「なんだよ、ギャグかよ」「はは、ビビるわー」「確かに滑ってんな」「ちょっとねー」




　ここで俺はバンッと手を叩たたき、大げさに頭を下げる。

「いや、申し訳ねぇ！　もうここからはマジメにやるんで！　本当に!!」

「そうよ！　冗談は顔だけにしておきなさい!!　ほら、女子テニス部からでしょ!?」

　再び笑いが起き、討論は再開される。

　この氷野さんによる窮地を救うフォローのおかげで、どうにか会議は最後まで進行させることが叶かなった。氷野さんには何度礼を言っても足りないだろう。




　会場の片づけを鬼瓦くんと花梨に任せて、俺は松葉づえをついて生徒会室へ急ぐ。

「毬萌っ!!」

　扉を開けると、彼女は居た。

「あー、コウちゃん。……にははっ、失敗しちゃったー」

　生気のない笑顔だった。

「お前、ここんとこずっと無理してたのか？　……どうして、そんな事を!?」

「………………」

　毬萌は答えない。




　どうして。

　どうして何も言ってくれない。

　どうして声をあげてくれない。

　どうしてそんな顔をするのだ。




「なあ、何があったってんだ？　いつもみてぇに俺を頼ってくれよ？」

　思わず毬萌の肩を掴つかんだ。

「頼れないよっ!!」

　彼女は、その手を振り払う。

「だって、だってさっ！　わたしのお世話ばっかりしてたらコウちゃんが……っ!!」




「コウちゃんが、幸せになれないんだもんっ!!」




　そう言い残して、走り去る毬萌。

　ねん挫ざの足では追いかけられず、俺はその場に立ち尽くす。




　──あいつの涙を見たのは、これで二度目だ。




　──そして、俺があいつを泣かせたのは、これが初めてだった。
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　物心ついた頃、という言葉がある。

　幼児期を過ぎて、世の中のいろはが分かり始める時分の事を指す。

　俺にとって、物心がついた頃。いや、物心がついた瞬間。

　それは、自分が凡人だと自覚した時。

　つまり、稀き代たいの天才と出会った時だった。




　ワンパク幼稚園の年中組に上がった頃だったろうか。

　何故だか俺の通っていた幼稚園には、各組にルービックキューブが常備されていた。

　理由は分からない。

　さて、ルービックキューブである。

　自分で言うのも恥ずかしいが、けれども自分で言うしかないので言うが、四歳にしてルービックキューブを二面同色にするという偉業を果たしていた幼児こと、それは俺である。

　周りの園児たちは俺を「ぱねぇ！」ともてはやした。

　俺も「うへへ、凄すごかろう？」といい気になっていた。

　そんな折、彼女が入園してきた。

　そして言うのである。




「ねーねー、それって難しいの？」




　俺は幼心ながらに思った。「こいつ、潜りだな！」と。

「この園ではルービックキューブをいかに美しく扱えるかが全てなのだ。ふふふ、俺の凄さを見せつけてやろう」とも思った。

　華麗に二面の色をズバピタで揃えてやると、彼女はハテナ顔。

　どうやらこの幼女が、偉業を理解できない知能レベルであると察した俺は、慈悲を与えてやる事にしたのだ。

「お前もやってみろよ」そして、俺を崇あがめ奉れ。

「うんっ！　やってみるっ！」

　すると彼女は数十秒カチャカチャやって、俺に立方体を突っ返す。

「諦あきらめの早いヤツめ」と受け取ると、俺は恐れ慄おののいた。

　余りのショックにお漏らし寸前まで行ったほどである。

　そこには、全ての面が奇麗に揃えられた、完かん璧ぺきなルービックキューブが存在していた。

「へ、へぇー。ちょっとはやるじゃんか。お、俺も本気出してやる」

　ヤメとけば良いのに、幼稚園児の俺よ。

「お前、これバラバラにしろよ。俺だって、全部の色、揃えてやる！」




「うんっ！　分かったー」

　そして再度手渡された立方体。

　鼻息荒く、カチャカチャやる俺。

　１分が経ち、２分が経ち、一面すらできず「なんかおかしくね？」と思いつつも、５分もの間格闘した俺は、半べそかきながら彼女に異議を申し立てた。

「お、お前ぇ！　何したんだよ!?」

　彼女はニコニコしながらこう答えた。




「バラバラにしたんだよぉー？　えっとねぇ、角をクルッてして、絶対に色が揃そろわないようにしたのっ！」




「る、ルービックキューブは、そうやって遊ぶもんじゃねぇんだぞ!!」

　それが神かみ野の毬まり萌もとの出会いであり、俺が天才と凡人の垣根を見定めた瞬間でもあった。

　ちなみにそのルービックキューブは誰がどうやっても元の姿に戻せず、おもちゃ箱の奥深くに封印されたとか。




　幼女の毬萌は、既に才能の塊だった。

　ダイヤの原石どころか、とっくに磨かれ切ったあとだったのである。

　もしくは磨かなくてもキンキラに輝くダイヤなのかもしれない。

「かけっこで勝負だ！」

　当時、園の中で一等賞だった俺は、ルービックキューブの敵を徒競走で討とうと目もく論ろんだ。

「いいよーっ！　よーい、ドンッ!!」

　結果は言うまでもないだろう。

「い、今のはお前が、よーいドン言ったから、ず、ズルだし！　今度は俺が言うし！」

　ヤメとけば良いのに、幼稚園児の俺よ。

「いいよーっ！　あ、でもね、わたしが勝ったらお願い聞いてくれる？」

「はっ！　いいぜ、俺、負けねぇし」

「じゃあねーっ、きりしまくんの事、コウちゃんって呼んでいい？」

「こ、コウちゃん!?」

　当時の俺は、この呼び名は毬萌にバカにされているような気がして、激しく拒否した。

　が、「勝てば良いのだ」と思い直し、結局は受け入れた。

　そんな、バカボンのパパみたいな眠たい事を考えているから……。

「やたーっ！　わたしの勝ちーっ!!」

「う、嘘だ……」

　先ほどよりも毬萌の足は速くなっており、体三つ分俺のゴールが遅れた。

「もういっかいするー？」

「あっ、あったりまえだろ！　今のは準備運動だったし！」

　……昔の俺、頭悪いなあ。




「じゃあねーっ、今度もお願い聞いてくれる？」

「えっ？」

　だが学習能力はあった、幼稚園児の俺。

　踏み止とどまる。しかし、所しよ詮せんは幼児。発想だって幼くて当然。

「ダメー？」

「はっ！　いいぜ、俺まだ本気出してねぇから！　本気の本気も出してねぇし!?」

　そんな就職しないニートみたいな事言ってるから……。

「やたーっ！　またまた、わたしの勝ちーっ!!」

「……もうヤダ」

　今度は影すら踏めなかった。

「コウちゃんっ！」

「……なんだよ」

　完全に心が折れて、毬萌に屈服した俺である。

「わたしの事は、お前じゃなくて、名前で呼んで欲しいなっ！」

「は、はあ!?」

　男の子街道を走り始めたばかりの俺は、女の子を名前で呼ぶなんて辱め以外の何物でもないと信じて疑わなかった愚物であり、とても受け入れられる要求ではなかった。

　その後、二度にわたるかけっこの末、俺は膝ひざから崩れ落ちた。

　半べその俺に、毬萌は言う。

「はいっ、これでコウちゃんは、ずーっとわたしの事、毬萌って呼ぶんだよ？」

「うぐ、わ、分かったよぉ……。ま、毬萌」

「にははーっ。なーにー、コウちゃん！」

「く、くうぅぅっ」

　この時の契りを律儀に果たしているのだから、俺ってヤツもなかなかに義理堅い。




　そんな訳で、ガキ大将気取っていた俺を見事に打倒した毬萌は、幼稚園で確たる地位を築くことに成功していた。かくいう俺は、園児カーストの最下層に……とはならなかった。

　今にして思えば、毬萌が上手うまく周囲をコントロールしていたのだろう。

　末恐ろしい幼女である。

　時を同じくして、毬萌の家が割と近所にある事が判明。

　桐きり島しま家と神野家は自然に家族ぐるみの付き合いを始める。

　お互いにひとりっ子で、性別が違った事もあり、神野家のおじさんとおばさんには良くしてもらえたので、この点に関して不平を述べようとは思わない。




　順風満帆に見えた毬萌の行く末。

　そんな晴天に暗雲が立ち込め始めたのは、小学校に上がって数年後であった。

　ここまで情けない姿がほぼ全てを占めていた俺が活躍する場面でもある。




　　　　◆◇




　卒園すれば小学生になるのは、当然。青虫が蝶ちようになるがごとし。

　友達百人作ろうとは思わなかったが、それなりに友達も増えた。

　毬萌も当然同じ小学校へ上がる。

　クラスは別だったが、帰る方向が同じため、よく一緒に下校した。




　ある日の帰り道。

「今日はねー、クラスの子と縄跳びしたんだよーっ」

「どうせ一番だったんだろ？」

「すごーいっ！　コウちゃん、なんで分かったのー？」

「うっせぇ、分かるよ！」




　また別の日の帰り道。

「コウちゃん、九九って全部言えるー？」

「へへっ、当たり前だぜ！　七の段だって間違えないし！」

「へぇーっ、すごいねぇーっ！　じゃあ、三十一の段は!?」

「……言えないけど!?　そんな段、ないし!!」

　毬萌は毎日楽しそうだった。

　学年が上がれば同じクラスになることもあり、俺たちは腐れ縁を育んでいった。

　全てが順調。そう思われたが、世の中の性根は思いのほか悪い。




　小学生の高学年となる、五年生の頃。

　この年代の辺りから、男子と女子の間に『恥ずかしさ』という見えない壁が発生し始める事は有名だが、俺と毬萌にはそれが生まれなかった。

　物心ついた頃から異性の天才に散々引っ張り回されてきた影響か。

　俺は男女の壁を作る前に天才と凡人の壁を作り、その壁は既に破壊済みだったのである。

　究極のバリアフリーマン、桐島公こう平へいが生まれていた。

「なー、公平！　これ女子に渡してくれよ！」

　クラスメイトから学級日誌を託される。

「おう。別に良いぜ」

　それを俺はあらよっと、指定された女子に渡す。

　出で前まえ坊ぼうやもビックリの手際の良さで、俺は男子連中から重宝された。

「コウちゃーん。これ、青あお山やまくんに渡してって頼まれてきたよー」

　同じく毬萌も、女子側の運び人として活躍の場を広げていた。

　ヤツにはそもそも人との壁なんていう旧時代の遺物は存在しない。

　だから、「お邪魔します」と挨あい拶さつすると、相手の懐に飛び込んでいく。

「あーっ、青山くん居たんだぁ！　良かったーっ！　はい、これ日誌だよーっ」

「あ、ありが、ありがとう、か、神野さ」

「じゃあね、コウちゃん！　あーっ、放課後待っててね！　一緒に帰ろっ！」

「おー。分かった」

　このあと俺は、大切に育てていたピカチュウを青山くんの手によってライチュウに進化させられるのだが、その話はまた今度。




　天てん真しん爛らん漫まんで誰にでも分け隔てなく接する毬萌は、みんなに好かれた。

　カリスマ性も既に太陽光に匹敵するエネルギーを見せており、学級委員にも毎年選出されていた。そして俺は、毬萌と同じクラスになった場合、副委員長に推挙されていた。

　だが、社会集団を形成すると、どうしてもトップに反感を持つ者も生まれてしまう。

　毬萌にとっての試練が、この年に訪れた。




「おかしいなぁー」

　その日、俺が下駄箱に行くと、毬萌がウロチョロしていた。

「どうした？」

「あー、コウちゃん。んっとね、わたしの靴が片方ないんだよぉー」

「はあ？　その辺に落ちてるんじゃねぇの？」

「そう思って捜してるんだけど、ないんだよね。むむむっ、困ったなぁ」




　結論から言えば、毬萌はとある女子から反感を買っており、その女子の差し金だった。

　美少女であり、天才であり、誰からも好かれて彼女も皆を好く。

　そんな人間の存在が気に障るタイプの女子が存在した。

　十代も後半になれば幼さ故の悪感情だと理解もできるが、小学生の俺にとっては難しい話である。

　更に、この手の感覚は毬萌ですら理解できなかったのが良くなかった。

　と言うよりも、想像の範はん疇ちゆうになかったのだろう。

「あー、ごめーん。神野さんの靴、間違ってゴミ箱に捨てちゃってたわー。ねー、太ふとしくん。そうだよねー？」

　名前は忘れたが、彼女はさながらオタサーの姫であり、いつも配下に目立たない男子を取り巻きとして従えていた。

　その一いち番ばん槍やりである太くんが、毬萌の靴を捨てたと言う。




　当然、俺はキレた。

「お前なぁ！　何やって……なんだよ、毬萌？」

　瞬間湯沸かし器を制すのは、被害者である毬萌だった。

「にははっ。ごめんねー、わたしの靴、ばっちいからさーっ」

　大人の対応。天才としての知能が、最適な答えを導き出したようでもあった。

　だが、幼い小学生を相手にして、大人の対応は逆効果である。

　その日以降、オタサーの姫はやたらと毬萌に絡み、毬萌はその度に寛容な態度を繰り返す。

　今となってみれば、毬萌がこの姿勢を貫いていれば、オタサーの姫もからかい甲が斐いがなくなり、自然と興味は別のものに移ったかもしれない。

　だが、どうしても我慢ならない煽あおり耐性ゼロのバカがいた。

　俺である。




　さて、バカがバカをする時が訪れたのは、毬萌への嫌がらせが始まって一週間ほど経った日であった。

　放課後、誰よりも早く教室を飛び出し、下駄箱に潜んだ俺。

　そして、性懲りもなく毬萌の靴に手をかけようとした太くんを見つけると、助走をつけた。




「てめぇぇぇっ！　いい加減にしろよぉぉぉぉぉっ!!」




　俺の人生、最初で最後のマジパンチがさく裂した瞬間だった。

　そのパンチは旨うまい具合に体重が乗っており、さらに太くんの顔面にクリーンヒット。

　モキョッと奇怪な音を残すと、太くんの鼻からは血しぶきが上がる。

　鼻血である。

　今でこそ貧弱な俺だが、肉体的な差がまだ顕著ではない小学生時代の話であるからして、無防備な相手にゲンコツくれてやれば鼻血くらい出るらしかった。

　ちなみに太くんは出血こそしたが、外傷はまったくなかったので、ご安心をば。




「……次は誰だぁ？」

　ヤダ、怖い。

　返り血を浴びた俺は、オタサーの姫たちに詰め寄った。

「ごめっ、ごめんなっ、さい！　あの、ごめっ」

　オタサーの姫は座り込んで後ずさりを始める。

　そりゃあ、白いシャツを赤く染めたキッズがにじり寄って来たら後ずさるよ。

　俺なら、最悪お漏らししてると思う。

「せ、せんせー！　せんせー!!」

　そして取り巻きの一人が先生を呼びに駆け出した。

「自分たちのした事を棚に上げやがって」と俺は義憤に駆られたが、どう見たってオーバーキルである。やり過ぎも良いところ。




「こ、コウちゃーん！　コウちゃーん!!」

「のわっ」




　騒ぎを聞きつけたのか、毬萌が俺を発見。そののち、速やかに飛びかかって来た。

「どうしてーっ!?　なんで、こんな事したのぉー!?」

「お、おい、泣くなよ！」

「ぐすっ、ひっくっ……。だってぇーっ！」

　どうして毬萌が泣かなくてはならないのか。こいつは何も悪くないのに。

　そう思うと腹の底から怒りが込み上げてきた。

　俺は、全世界に宣言するように、馬鹿でかい声を上げた。




「お前を泣かせるヤツは俺が許さねぇ!!」




　現在進行形で自分が毬萌を泣かせているのに、何というバカっぷりか。

　さらに言葉を続けるのだから、ヤダ、もう見てらんない。




「毬萌はすげぇヤツなんだ！　だから、周りの雑音は、全部俺に任せとけ!!」

「……うんっ！　ひっく、えぐっ……。うんっ!!」

「俺は男だ！　女のお前は俺を頼れよ!!　俺が守ってやる!!」

　男女平等が叫ばれる昨今、多方面から怒られそうなセリフである。

　幼少のみぎりゆえ、お許しあれ。




　その後、担任にしこたま怒られ、親まで呼ばれた。

　だが、家に帰ると俺の行為は称賛され、桐島家、神野家合同による祝賀会が開かれた。

　親連中には、社会常識を一度叩たたき込むべきである。




　時を同じくして、毬萌に変化が現れ始めるのだった。




　　　　◆◇




　俺が起こした乱闘騒ぎは、『桐島血しぶき事件』として語り草になった。

　それ以来、オタサーの姫は何もしてこなくなったし、そもそも「こいつに付き合っているとヤバい」と取り巻き達が判断したらしく、オタサーは解散していた。

　そして、前述のとおり、毬萌に変化が現れる。




「ダメだよコウちゃん！　運動力学に基づいたフォームは、こう！　顔は水に沈めないと!!　えいっ!!　はい、頑張って！　出来る、出来るっ!!」

「がぼぼぼぼ！　ごぼばばばば!!」

　当時、水泳を苦手としていた俺は、夏が来る前から憂ゆう鬱うつだった。

　その憂鬱がうっかり毬萌にキャッチされたらしく、俺は温水プールに連れ出された。

　そして、「わたしがコウちゃんを助けたげるねっ！」と言った彼女。

　運動力学とやらのスパルタコーチによって、俺は溺おぼれかけた。

　意識が朦もう朧ろうとして、奇麗な花畑でばあちゃんが手を振っている幻影を見た。

　ばあちゃん死んでないのに。




「コウちゃんは頭が良いのに、字が汚いんだよっ！　だから、これ使って！」

「なんだよ、このボールペン」

「はい、じゃあ、このマットの上に紙を置いて、自分の名前書いてみよっ！」

「へいへいっ……と。きりしまああああああああああいっ!!」

　またある時は、俺の悪筆を直して見せると張り切って、よく分からんがやたら重たいボールペンとカッチカチのマットを渡され、毬萌の部屋でペン習字教室。

　仕組みは未だに不明ながら、一定の水準を下回る下手くそな文字を書くと全身に電気が流れるという拷問じみた装置で俺は何度も失神した。

　混濁する意識の中、じいちゃんが河の向こうで手招きしている幻影を見た。

　じいちゃん死んでないのに。




　このように、己の天才を俺に向けて、俺のために使い始めたのだ。

　結果として、俺は水泳が学年でトップクラスの腕前になったし、悪筆だって跡形もなく消え去った。

　これが一つ目の大きな変化。

　そして二つ目。いよいよ、お目見えである。




『みゃああっ!?　コウちゃん、助けてぇー!!』

　当時買ってもらったばかりだった携帯に、毬萌から電話がかかってくる。

「なんだ、どうした!?」

　この俺の反応。なんて真剣な声。懐かしい。

　最初の頃は、毎回ちゃんと心配してたんだよなぁ。

『あのね、テニスのラケットの中を体が通るかと思って！』

『試してみたらねっ！』

『お尻しりで突っかかって取れなくなったよぉーっ!!』

　俺は電話口で思わず叫んでいた。




「アホか!!」




　ちなみに、毬萌の尻で引っ掛かったラケットは、俺が２時間に及ぶ試行錯誤の末、糸のこぎりで解体に成功。

　これが記念すべき、俺による毬萌救助の初体験。

　これが記念すべき、毬萌によるスキだらけの初披露。

　天才による天才がゆえのビッグバン。

　──アホの子、ここに爆誕せし。




　一度元気よく顔を出した毬萌のアホの子モードは、雨後のタケノコよろしく、ニョキニョキと次々に生えてきた。

　それでも、小学生の頃はまだ可愛いものだった。

　頻度も、週に一回あるかないか。たとえるならば公く文もんに通うくらいのペース。

　それが中学生になると、頻度も難易度も跳ね上がる。




　これはほんの一例である。全部の思い出話してたら年が明けるわ。

「コウちゃん！　水の上を理論上走れる計算が出来たから、立証しよう！」

　近くの大きめの川にゴザを浮かべてその上を走らされた。

　当たり前のように俺は沈んで、小学生の頃泳ぎをマスターしていた事実に感謝した。

　まさか烈れつ海かい王おうに着想を得たのではなかろうなと文句を言おうかと思案するも、「これ、薮やぶ蛇へびになるんじゃないかしら」と踏み止とどまる知識も身につけ、俺も本格的に成長を見せ始める。




　中学の卒業式で毬萌が代表挨あい拶さつをする事が決まった時には、余りにも不安で胃薬が手放せないほど勝手に追い込まれた俺。

　そして当日講壇の中に潜り込む事に決める。

『卒業して羽ばたく事を想像すると胸が』と、読み終えたところで俺のセンサーが反応。

『胸が、ムラム』

「ちょまぁぁぁっ！」

「みゃあっ」

「そこは、ワクワクだろうがぁぁぁっ!!」

「あー、そだそだっ。ありがと、コウちゃんっ！」

　その後もスキを見せる度に太ももをペシペシやっていた俺。

　中学の卒業式と言えば、第二ボタンがどうのこうのとか、そういうイベントがあったらしいけど、俺は知らない。

　俺の思い出は、毬萌の太もも。あと腰の痛み。

　そして、「金属の研磨について研究するからねーっ」と言って毬萌に強奪された俺の第二ボタン。




　そうして俺たちは花はな祭まつり学園に入学したのである。

　もちろん、毬萌と一緒に入学式へ向かったため、タダでは済まない。

　道中、発生直後の密室殺人事件に遭遇するという奇跡を起こした。

　そこで毬萌が、

「これは多分、ワイヤートリックだと思うんだっ！　えっとね、外の雨どいにこうやってクルクルーッてすると、ほら、一階に居ても二階の鍵かぎがかかるんだよーっ」

　などと、俺に妄言を吐いたと思えば、野次馬に交じっていた被害者の義理の息子が突然叫び出してこっちが驚く間に、「仕方がなかったんだぁ!!」と崩れ落ちた。

　警察関係者が犯人を確保するタイミングで、俺は毬萌を抱えてダッシュ。

　犯人の「俺の気持ちなんて分かるはずねぇよなぁ？」というお決まりのセリフに対しては一応の礼を尽くし、「分からねぇよ!!」と、叫んでおいた。




　それ以降も、アホの子に散々付き合わされてきた。

　……でも、俺は内心、嫌じゃなかったのだ。

　あいつに頼られることが、嬉うれしかった。

　だから、どんな無理難題だってこなせるように、必死に天才を追っかけて。

　勉強だって、雑学だって、専門知識だって、様々なものを吸収し続けた。







　そして話は現在に戻る。

　薄暗い部屋の中、頼りない常夜灯に照らされるのは情けない男の顔。




　どこで道を間違えたのか。

　そんな毬萌を泣かせてしまった。

　こともあろうに、お前を泣かせるヤツは許さないと言った、この俺が。




　俺には、現実と対たい峙じする責任があると思われた。




　　　　◆◇




　土曜日。

　朝方まで色々と考えて眠れず、午前中仮眠を取ったら、もう昼下がり。

　毬萌はと言えば、電話も出ねぇ、ラインも見ねぇ、そもそも既読が付きゃあしねぇ。

　軽快なメロディに乗せて言うには重たいリアルである。

　だが、しかし、家を把握している俺からは逃げられない。俺おら毬萌んちさ行ぐだ。

　リュックを背負って自転車に乗ったらすぐに発進。

　毬萌の家の呼び鈴を鳴らすと、おばさんが出て来てくれた。

「あら、コウちゃん。いらっしゃい」

　神野家は俺にとって第二の実家に等しく、出るも入るも顔パスなのである。

「こんにちは。毬萌いますか？」

「ごめんねぇ、あの子まだ寝てるのよ」

　もう昼の１時半なのに。何というお寝坊さんだろうか。

「上がってもいいですか？」

「もちろんよー。貰もらい物のお饅まん頭じゆうがあるから、お茶淹いれるわね」

「すみません。お邪魔します」




　さて、毬萌の部屋へ向かおうか。

　彼女の部屋は、階段を上ってすぐのところにある。

　だが、親しい仲にもジェントルマン。

　俺は扉を軽くトントンとやって、声を掛ける。

「おーい、毬萌！　いるんだろう？　開けて良いか？」

「…………」

「あれ？　おい、居るよな？　おーい」

「…………」

　もしかして、おばさんが知らないだけで出掛けてしまったのだろうか。

「毬萌ー。開けるぞー？」

「…………」

　返事はないのに扉を開けようにも開かない。




　ちょっと待て。

　大事なことを思い出した俺である。

　こいつの部屋の扉に、鍵なんてなかったじゃねぇか！




「おい！　お前、居るな!?　思いっきりドアノブ引っ張ってんだろ!?」

「…………っ!!」

「おまっ、ちょっ、話をしようってだけだろう！　取って食やしねぇって!!」

「…………っ!!」

「うぉぉおおおぉぉぉぉぉっ！　ふんぬぅぅぅぅぅうぅうぅっ!!」




　開かない。




　言い訳をしておくと、俺の非力が原因じゃないから。

　毬萌のヤツがチートだからね。まあ、俺くらいになると、本気出したら扉が壊れるし。

　だから、別に毬萌との力勝負に負けたとか、そういう、うがった見方はやめて欲しい。

「お茶淹れたわよー」

　おばさんの声がする。

　ふん、ここは一時撤退だ。だが戦略的撤退である。




「毬萌、朝からずっとあんな感じなんですか？」

「そうなのよー。ご飯も食べないで！　アレかしら、ダイエットかしら。年頃の子ってすぐ痩やせたがるわよねぇー」

　この危機感のなさというか、のほほんとした感じは、さすが毬萌の母親である。

「あの、毬萌のヤツ、昨日の晩飯は食いましたか？」

「そう言えば帰るなり部屋に行って寝ちゃったわねぇ。ダイエットかしらねぇー」

　あいつ、昨日から何も食っていないのか!?

　万が一に備えて持って来て良かった。やはり、用意は周到に限る。

　俺はおばさんに断って、再び毬萌の部屋の前へ。

「おーい、毬萌よー。腹減ってんだろ？　カロリーメイト持って来てやったぞ！　お前の好きなチョコレート味だ！」

「…………」

　反応はなし、か。まあ、良い。ここまでは計算通りだ。

「ドアの前に置いとくからな！　俺は、おばさんと茶飲んでるから！　下りるから!!」

「…………」

　宣言通り、階段を下りる。なるべく大きな音を立てて、彼女の耳に届くように。

　そして、階段の下でしばらく身を潜めていると……。

　ガチャリと扉が開いて、見慣れた手が伸びてきたかと思えば、次の瞬間。




　サササッ。




　凄すさまじいスピードでカロリーメイトが毬萌の部屋に吸い込まれて行った。

「食欲はあるみてぇだな。結構なことで」

　こうなれば、俺には策がある。

　悪いな。そのカロリーメイト、罠わななんだよ！

　昨日から部屋に引きこもりっぱなしなら、さぞかし腹も減っているだろうが、それよりもずっと深刻な事があるだろう？

　──喉のど、渇いてるんじゃないか？

　そんな口の中カラッカラな状態で、カロリーメイトなんぞを食った日にゃ。

　俺も存外人が悪い。だが許せ、毬萌。

　これも部屋から出てきたお前と向かい合って話をするため！

　安心しろ、引きこもりを解消したあかつきには、リュックに入っているポカリスエットを進呈しよう。

　渇いた口にポカリスエットはさぞかし染み渡……あれ？

　俺、リュックどこやった？

　階段の上に置き去りにされて、べそかいているリュックを発見。

　が、時すでに遅し。




　サササササッ!!




　悲報。リュック、毬萌に根こそぎ奪われる。

　あの中には、飲み物やら食い物がたっぷり入っていたのに。

　なにゆえ俺はそんな大切なものを、よりにもよって毬萌の部屋の前に置き忘れたのか。

　何が、俺も存外人が悪い……だ。




　悪いのはてめぇの頭だろうが！　このうっかり屋さん!!




　まさか、俺の手によって毬萌の籠ろう城じようを助ける事になってしまうとは。

「あら、コウちゃん。毬萌に差し入れしてくれたの？　悪いわねぇ」

「……はい。滅相もない。……ああっ！　差し入れ！」

　フッと頭にナイスなアイデアを降臨せしめた俺。

「ちょっと失礼。お花を摘みに」

　これから助力を乞こう、頼れるナイスガイをリスペクトしたセリフで俺は中座。

　トイレに入り、速やかに電話を掛ける。

「おう、休みのところごめんな！　今、大丈夫だったか？」

　そして俺の頼みを快諾してくれるナイスガイ。

　今年の日本ナイスガイ大賞は満場一致で彼のものかと思われた。




　数十分後。神野家の呼び鈴が鳴る。

「はいはーい、どなたかしらねぇ」

　おばさんと同時に俺も立ち上がる。

「すみません、多分、俺のお客です」

　扉を開けると、そこには。

「は、ばば、ばじめばじで！　ゔぁ、ゔぁゔぁ！　鬼おに瓦がわらともうじばず！」

「ご、ごめんな？　やっぱ、知ってるヤツの家とは言え、緊張するよな」

「どんでもばいでず！　毬萌ぜんばいの危機ですがら！」

「ああ、おばさん。驚かないでやってください。彼は鬼瓦くんと言って、俺や毬萌の後輩です。見た目はワイルドですが中身はとってもマイルドです」

　おばさんは驚く素振りすら見せず、にっこり。

「ステキな声ねぇ。あなた、コーラスに興味ない？」

「ゔぇ!?　あ、ゔぃや!?　ぜ、ぜんばい!!」

　おばさんに公民館でやっているコーラス隊への勧誘を受ける鬼瓦くんを置いて、俺は手に入れた物を持ったら二階へゴー。

　鬼瓦くん、あとで助けるからな！　ごめんな！　マジで!!




「おーい、毬萌よぉー！　今、鬼瓦くんがな、お前の好きな菓子持って来てくれたぞ！　ほれ、マカロンに、こっちはシュークリーム。おっ、いつかお前が言ってたヤツもあるぞ、ガレット・デ・ロワだっけか」

「…………っ[image: かんたんふ]」

　扉の向こうで反応を感じる。さぞかしアタフタしているのだろう。

　だが、俺は無理強いをしない。

　元気なのが分かったんだから、とりあえず今日はこれで良い。

　俺の顔見たくねぇ時だってあるわな。

「これ、ここ置いとくからな」

「んで、俺ぁ帰る。一応確認だけさせといてくれ」

「月曜はオリエンテーリングだけど、お前、出てこられるか？」

「無理そうなら休んで良いぞ。俺がどうにかする」

「もし出てこられそうなら、あー、そうだな」

「軽く扉、叩たたいてくれねぇか？」

　そして待つこと30秒。




　──コン。




　確かに聞こえた、小さなサイン。

「おう、そっか。じゃあな！」

　俺は、鬼瓦くんを回収。おばさんに挨あい拶さつして神野家を出た。




「今は待つ、か……」

　鬼瓦くんにお詫わびのフルーツパフェをご馳ち走そうしているファミレスの窓から、走る車を見てポツリ。毬萌の事だけを想う休日の午後。
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　そして迎えた月曜日の朝。

　俺たち生徒会が風紀委員と準備していた二大イベントの二つ目。

　オリエンテーリング開催の日である。

　俺は毬まり萌もの家へと向かう。

　呼び鈴を押してからの間すら長く感じるのは、何故か。

　毬萌は出てきてくれるだろうか。




「……おはよーっ。コウちゃん」




　控えめに見ても元気はなかったし、目元からは明らかな寝不足の気配がありありと放たれてはいたものの、毬萌だった。

　どこからどう見ても毬萌であった。ひとまず、顔が見られてホッとした。

「行くか、学校」

「……うんっ」

　いつもはラジオＤＪかと思うくらいお喋しやべりな毬萌なのに、今日は言葉少なである。

　そういう日だってたまにはあるさと、俺は会話を切り出す。

「あー、今日はな、お前、無理しなくていいからな？」

「……うんっ」

「アレだよ、花か梨りんが元々陣頭指揮執ってたわけだし、な？　それに、風紀委員の連中もいるし、鬼おに瓦がわらくんもいる。俺も……ああ、俺もいるから、お前は無理すんな」

「分かったよーっ。……ありがとね、コウちゃん」

「……おう！　気にすんな」

　気にしているのは自分じゃあないかと思うにつけ、やはり俺も完調には程遠い模様。

　他人任せは主義に反するが、今日は周りの力も当てにするべきか。

　気付けば、学校に到着してしまっていた。

　俺は、恐らく今日に限っては貴重である二人きりの時間を無為に浪費したらしかった。




「おはようございます！　公こう平へい先輩！　毬萌先輩！」

　かなり早く家を出たのに、既に花梨はジャージに着替えて臨戦態勢だった。

　彼女にとって高校生活初めての大イベントであり、運営責任者でもある今日に掛ける気合は並々ならぬ様子で、そんな姿を正直頼もしいと感じてしまう。

「おう、おはよう！　やる気だなー、花梨」

「もちろんですよ！　あたしが任せて頂いた企画ですもん！　だから、今日先輩たちは楽をしていて良いですからね？」

　本当に、気遣いもできる聡そう明めいな後輩である。

「そうだな。花梨先輩に任せて、楽させてもらうか！」

「あははっ、そうです！　今日はあたしが仕切っちゃいます!!」

　胸の前で手をギュッとすると、優しく笑う花梨。

「いたいた、神かみ野のくん！」

　生徒指導教諭の浅あさ村むら先生がやって来た。

「今日のタイムスケジュールの確認なんだけどね、ちょっと向こうで話せるかい？」

　俺と花梨がほとんど同時に「それなら自分が」と声を出すが、毬萌は首を振る。

「へーき、へーき！　わたしは生徒会長だからねっ！　今日は裏方さんだけど、ちゃーんと働くよーっ！　じゃあ、行ってくるねっ」

　……本当に行ってしまった。

「あの、毬萌先輩、平気なんですか？」

　花梨は心配そうに俺を見る。

　ここで「実はヤバそうなんだよぉ」などと言うレベルには、まだ俺も落ちぶれちゃいない。

「ああ見えて、毬萌は責任感が強いから、大丈夫だ。なにより天才だからな。無理だと思ったら、俺たちに言ってくれるさ」

　少しばかり願望の込もった言葉だった。




　それから俺と花梨は飲食物の運搬の管理に繰り出して、気が付けば一般生徒たちが揃そろって登校する時間になっていた。

『みなざん、おばようございばず！　ゔぁ、ゔぁぁ！　おばようございます！　本日は、生徒会主催のおりえんでーじんぐ!!　失敬、オリエンテーリング』

「誰ですか、鬼瓦くんに放送室任せた人は!!」

　お怒りの花梨さん。

「あ、あのぉ、彼が、僕が行くよって自分から……」

　近くにいた風紀委員の男子が報告してきた。

　鬼瓦くんも生徒会の危機に立ち上がったようだが、花梨さんは、

「もぉー！　適材適所って言葉を知らないんですか、あの人は！」

　と、放送器具とすら見つめ合うと素直にお喋りできない鬼瓦くんに怒りの矛先を向けた。

「あたし、ちょっと行ってきます！　先輩、ここ、少しの間お任せしますね！」

「あー、おう。あのな、鬼瓦くんだって」

「分かってます！　ちょっとしか𠮟りませんから！　……えへへ」

　鬼瓦くん、無茶しやがって。

　十数分後に〝しょんぼり瓦がわらくん〟がやって来たので、俺は彼にマウンテンデューを振る舞い、頑張りを労ねぎらった。




「あんた！　冷蔵庫に入れる物はもっと詰めなさい！　全部入らないじゃない！」

「そっちのあんた！　それどこ持って行くのよ!?　二度手間でしょう！」

「どうなってるの、ここは！　責任者はどちらのお間抜けさんかしら!?」

　わたくしめでございます。

　恐る恐る手を挙げると、つかつかと距離を縮めた氷ひ野のさんに襟首掴つかまれる。

　先日遊園地でナンパ野郎に同じ事をやられたが、こっちの方が二百倍怖い。

「腑ふ抜ぬけているんじゃないの!?　シャキッとしなさい、桐きり島しま公平！」

「も、申し訳ない。すぐ俺も手伝いを」

「あーあー！　いいわよ、あんたは！　そんな細腕じゃ、もの運べないでしょ！」




　誰かー。大至急、オブラート持って来てー。

　一枚や二枚じゃ足りないから、箱で持って来てー。




「なんだ、イイのがいるじゃない！　鬼瓦武たけ三ぞう！　あんた、運搬の責任者やりなさい！」

「ゔぁい！　ゔぁかりばじだ!!」

「お、おい、大丈夫か？　無理なら言ってくれよ？」

　これ以上退場者が出ると、本格的に困るのだが。

　しかし、氷野さんの荒々しすぎる檄げきが、鬼瓦くんに火をつけた。

「みなさん、持てるだけの量を抱えたら、仮置き場の体育館へお願いします！　怪我をするといけないので、持てない分はこちらに！　僕が全部持ちます!!」

　やる気き瓦がわらくんは、全部で50キロはありそうなジュースの入った箱をまとめて肩に抱えたと思ったら、悠然と歩いて行った。

　ヤダ、カッコいい。鬼神どっしり。

　後輩たちが精一杯頑張っている。ならば、俺だって負けていられないではないか。

「手の空いてるヤツはこっち来てくれ！　案内板を渡すから、指示する場所に行って、ガムテープで固定！　剥はがれた板で怪我人が出ちゃいけねぇから、厳重にな！」

「はい！」「分かりました！」「副会長、こっちも持って行っていいですか？」

　風紀委員たちの士気も高く、指示の声が実に伸びやかな放物線を描く。

「おう、頼む！」

「最初からちゃんとやりなさいよ！　あんたなんて、その器用貧乏がなくなったら何も残らないでしょう！　そこだけは認めてやってるんだから、期待には応えなさい!!」

　氷野さんなりのフォローが身に染みる。今はありがたく受け取っておこう。

「ほら、手、出しなさいよ」

　えっ、もしかして、握手だろうか!?

「この世から男を一人消すなら迷わずあんたね」と、本気の顔で言っていた、あの氷野さんが、俺に手を出せと言っている!!

　そうだ、この世に溶けない氷などないのだ!!

　差し出した手には、コロリと一粒、固形物。




　……ブレスケアじゃねぇか。




　俺は、そう言えば永久凍土なんてものもあったわね、と空を見上げた。




　バタバタしてしまったが、どうにか準備も完了。時刻もピッタリ予定通り。

　放送室のマイクに向かって、花梨が宣誓する。

『お待たせいたしました！　９時半ちょうどから、生徒会主催、オリエンテーリングを開始いたします！』

　堂々としたものだ。初めて彼女を見た、入学式の事を思い出す。

　あの時は講壇の隙間からしか見る事が叶かなわなかったが、どんなシチュエーションで聞いても、彼女の声は凛りんとしている。

『あたしたち、生徒会役員と風紀委員が、責任持って皆さんをおもてなしします！』




　不安は諸々あるものの、である。

　──さあ、いよいよ。

『ぜひ、楽しんでください！　生徒会書記、冴さえ木き花梨でした!!』




　祭りの始まりだ。




　　　　◆◇




　様々な思いが頭の中を交錯するも、祭りが始まってしまえばそれも終わり。

　忙殺という言葉があるが、まさに雑念はちぎっては投げられ、ちぎっては伏せられる。




　俺の仕事は何だ。

「はい！　こちら本部です！　ええと、そうですねー」

　俺と花梨の居る放送室が、このオリエンテーリングが終了するまでの大本営として使われる運びとなっている。

　テーブルには所狭しと六つの携帯電話が。

　この携帯電話で、広い学園内の中に作られている中継スポットとやり取りを行う。

　基本的には指示を飛ばして現場で対応してもらうことになるが、場合によっては俺たち生徒会や、風紀委員の上級生が急行する事もある。

「すみません！　どなたか、教室棟の一階に行ってください！」

「何かあったか？」

「生徒が密集し過ぎているみたいなので、何人か誘導する係を回して欲しいそうです！」

「なるほど。あー、そっちの二人、頼めるか!?　ええと」

　待機している風紀委員に俺は助力を乞こう。

「一年の松まつ井いです！」

　松井さんね。女子にしては身長が高い彼女なら、打ってつけである。

「ごめんね、松井ちゃん！　ちょっと大変だと思うけど、頼めますか？」

「なんだ、二人は知り合いか」

「はい！　同じクラスです！　松井ちゃん、奇麗な声だからきっとみんなも言う通りに動いてくれると思うんです！」

　花梨の太鼓判ならば、何の不安もないだろう。

　うちの大きな声担当は、今も運搬班にかかりっきりみたいだからな。

　風紀委員と仕事をするのは初めてではないが、ここまで密接にタッグを組むとなると、少し連係を心配していたものの、なんだなんだ。完かん璧ぺきじゃないか。

「じゃあ、そっちの二年の彼！　すまんが、君も行ってくれるか？」

「大おお田たでぇーす！　了解しやしたー!!」




　ごめん、ちょっと待って。なんか、今、すっげぇ不安になった。




　完全に偏見というか、感覚的な物差しで大田くんには非常に申し訳ないのだが、不安だ。

　その居酒屋チェーン店のアルバイトみたいなノリが気になる。

　見たところ、風紀を乱しているようには見えないが、果たして大丈夫か。

　俺の第六感が予言しているんだよ。こいつはヤバい、と。

　こういう時の勘って大概当たるじゃない？

「では、大田先輩と松井ちゃんは、教室棟に向かってください！」

「分かったよ！　冴木さんも頑張ってね！」

「うん！　ありがとうございます！」

　こっちはすごく良いんだよ。もう、お互いの信頼感がビシバシ感じられるというかね。

　見ていて気持ちがいいもの。

「行ってきうぇーい！」

　おい、お前、本当に大丈夫だな!?

　絶対だな!?　絶対問題起こさないよな!?

　心情的に止めたい気持ちが溢あふれ出して震えるものの、前述のように根拠は心情的なものしかなく、会ってその日に相手を信じろとは無理な話だが、会ってその日に相手を否定するのもまた暴論である。

　結局、俺は二人を見送る事しかできなかった。




　その後も慌ただしく時は過ぎる。

　定時連絡以外にもいくつかの問題が発生したが、花梨は手際よく解決策を練る。

　足りないところは俺が補う。

　いつの間にか、脇にあるホワイトボードは、もはやホワイトボードを名乗るのは厚かましい程にメモ書きで黒くなっていた。

　俺は不意に携帯電話に目を落とす。各所、定時連絡によれば好況の模様。

　だが、心は晴れない。




　何故か。




　一番気になっている者からの連絡がないのである。

　問題がないのならそれで良い。便りがないのは良い便りとも言うではないか。

　それなのに、心がざわつく。

　忙殺された雑念のカムバック。いや、これは雑念ではない。




　なあ、毬萌。

　どこかで困っていやしねぇか？

　助けが必要じゃないのか？

　また泣いてやしねぇか？







「公平先輩、お昼どうします？　あたし、運搬班から貰もらってきましょうか？」

　俺は思考を放棄していたらしい。すぐに慌てて言葉を拾う。

「お、おう！　そうだな！」

　何という上の空か。我がことながら呆あきれ果てる惨状。

「……先輩」

「いや、すまん！」

「どうして謝るんですか？」

「だって、花梨が声かけてくれたのに、ちゃんと聞いてなかったから」

「あはは、先輩は正直な人ですねー」

「昼飯だったよな！　それだったら、俺がひとっ走り行ってくるぞ？」

　花梨は黙って首を振る。やはり気を悪くさせてしまったのだろうか。

　今の俺は、生徒会副会長だ。

　公平に対処すべき問題は、目下、オリエンテーリングに関することのみに決まっている。

　後輩たちがこんなに頑張っているのに、別の事に囚われるなどもってのほかだ。




「先輩、ちょっと確認したいんですけど、いいですか？」

　そら見ろ、花梨はしっかり前を向いている。

「おう、なんだ？」

　俺だってちゃんと前を向こうと姿勢を正せば、そこには花梨の瞳ひとみが二つ。

　真っすぐに俺の目を見つめていた。

「公平先輩は、あたしの事、好きですか？」

「おう。……んん!?」

　ラブコメの主人公がいつも肝心なところで難聴を患うのを腹ふくるる思いで見ている俺だが、一つ分かった事がある。

　あまりにも想定外の質問をされると、聞き返さざるを得ない場合もあるのだと。

「あー、先輩、目が泳いでますよー？」

「いや、そりゃあ、まあ。おう」

　心も絶賛バタフライで迷泳中である。どこに行こうというのか、俺の心よ。




「質問を変えましょう！　先輩、あたしの事、嫌いですか？」

「そんなワケあるか!!」

　なるほど、聡そう明めいな彼女らしい問答だな、と少し冷静になった。

　男女の仲、惚ほれた腫はれたは分からずとも、その人の事を好きか嫌いか、特に嫌いであるかはすぐに判断がつく。

　これは俺に限った話じゃないだろう。

　何故ならば、嫌いな相手の事など深く考えたくもないからだ。

　同時に、嫌いでなければすぐに答えが出る。

「えへへ、嬉うれしいです！　すみません、イジワルな確認しちゃって。ただ──」

　一度言葉を区切ると、花梨はくるりと背を向ける。

「本当にイジワルしてたんです、あたし。だって、先輩が辛そうにしてるのを見ながら、声を掛けてあげなかったんですから」

「それは別に花梨の意地が悪いって事にゃならんだろ？」

「いいえ、あたしはイジワルです。先輩を助けてあげる言葉を知っているのに、あたしだけの先輩じゃなくなっちゃうのが怖くて、その言葉を避けていました」

「……ん？　よく分からんが、俺は花梨の事を大事に思っている！　大切な後輩として！　それから、あー、ええと」

　今度は俺が花梨に背中を向ける。俺たちはオセロゲームの駒にでもなったのだろうか。

　とりあえず、頑張れよ俺。誠意を向けてくれる後輩にこれ以上恥を晒さらしてくれるな。




「女子としても、その、特別に見ている！　……と思う、多分、おう」




　何という尻しりすぼみか。みっともない。

「えへへっ、その言葉が聞けただけで、今は満足です！　じゃあ先輩、改めてお聞きしますね？」

　花梨は言う。




「毬萌先輩の事は、好きですか？」




　もやもやしていた心中に、突風が吹く。




　　　　◆◇




　彼女らしくシンプルな質問は、俺にとって人生のページをいくら捲めくっても類を見ない程の難問であり、即答などできようはずもなかった。

　咄とつ嗟さに、先ほどの論法を応用できないかとも思った。

　嫌いな相手の判別法である。

　しかし、そんないやしい考えはすぐに無意味だと理解する。

「……それは、人間として尊敬できるか、という意味、じゃないよな」

　意味のない事だと分かっていても口に出す。なんと横着な男だろうか。

「もちろん違います！」彼女は笑顔で否定する。そして続ける。

「男女の、恋愛対象としての好き、ですよ。せーんぱい？」

　考えたことがなかった問題である。

　俺の人生、気付いた時には毬萌が横に居たし、気付いた時にはもうそれが当たり前のような存在で、俺にとって彼女は異性とか、愛とか恋とか、そういう括くくりから外れた人間だったからだ。




　いや、違う。




　事ここに至って、まだ逃げようとするのか、桐島公平。

　ほんの数日、たったそれだけの時間。

　毬萌を失った俺は、どうだ。

　頭の中は、あいつの事ばかりだったではないか。

　そうとも、逃げていた。

　俺は、毬萌を一人の女子として見る事から、逃げていたのだ。

　何故か。




「あたし、初めてお二人と話した時から、ずーっと思ってたんですよ？」

「あー、お二人は、お互いがすっごく信頼し合っている、深い仲なんだなぁって」

　黙っている俺の代わりに、花梨が語る。

　いい加減に認めなければならないだろう。

　さもなければ、これは花梨に対する重大な背徳行為だ。

　彼女は今、自分の好きな男に「本当に好きな人は誰か」と問うている。

　それがどれほどの苦行であるか。

　どれほど心を締め付けられなければならないか。

　その程度の想像力は俺にだってある。

　どんなに不格好でも良い。

　誠実な彼女に答えなければ。

　……応えなければ。




「分からねぇ。分からねぇんだ。マジで情けねぇけど……」

　ようやく口を開いたかと思えば、意気地なしの化身か、俺よ。

「公平先輩？　分からないって事は、つまり答えがノーではない、という事なんですよ？」

　そんな俺を見捨てずに、寄り添ってくれる花梨。

「でも、俺ぁ、ずっと一緒に居ただけで。それが好きって事にゃならんだろう？」

「しっかりしてください、先輩！　公平な視野で自分を見つめてください！　少なくとも、毬萌先輩の事、誰よりも大切に思ってますよね!?」

「………………っ！」

　ぐうの音も出なかった。

　それは、俺ですら見つけていない、真実の尻尾しつぽを花梨が掴つかんだからだろうか。

「あたしから吹っ掛けてあれなんですけど、もう好きとか恋とか、そういうのはいいんです！　誰よりも大切な人のために、今どうしたいか、それを教えてください!!」

「そりゃあ、もちろん！」




　傍に行ってやりたい。

　涙を拭ふいてやりたい。

　安心させてやりたい。

　俺がいるから大丈夫だって言ってやりたい。




「だったら、行ってあげましょう？　毬萌先輩のところに！」

「いや、しかし、ここを空ける訳にゃ！」

「大丈夫ですよ！　……ほら、足音が聞こえてきました」

　ドドドドという地響きが、耳慣れた地鳴りの音が、放送室の前で止まる。

「ゔぁぁぁぁあぁっ！　おまだぜじばじだ!!　失敬！　ここは任せてください、先輩!!」

「鬼瓦くん!?　運搬班はどうした!?」

「全部終わらせてきました!!」

「あ、あの量をか!?」

「ゔぁい!!」

　花梨は、してやったりとにんまりした後、歯を見せる。

「もう先輩の言い訳は通用しませんよー？　ふふっ。それでもまだ煮え切らないのなら、あの約束を使っちゃいます！　この前、お弁当食べてもらった時、先輩言いましたよね？」

「……言ったな。……なんでも、言う事を聞くって」

「あれ、今使います！　毬萌先輩のところへさっさと行っちゃってください！　だって、先輩は！　あたしの好きな先輩は、絶対に毬萌先輩の事を放っておいたりしないので!!」

「…………っ！　……おう。分かった。ありがとう、花梨」




　俺は、ジャージの上着を掴む。万が一のために、連絡用の携帯電話も一台拝借。

　飛び出す準備をしている俺に、花梨が言う。

「あっ、先輩！　あたし、負けませんからね？　毬萌先輩にも！　ちゃーんと、実力で公平先輩の事、振り向かせて見せますから！」

「だから、全部元通りになったら、あたしの事もしっかり見てくださいね!?」

「これも、約束ですよ？」




　──約束。




　なんと重たい言葉だろうか。

　それでも俺は頷うなずく。

「おう!!」

　ここで首を横に振るような俺なら、この先誰にだってちゃんと向き合えないと思うから。

「悪わりぃな、ここは任せる、二人とも!!」

「あたし達に任せといてください!!」

「桐島先輩、ご武運を!!」

　俺は放たれた弾丸のように放送室を飛び出した。

　今日ばかりは、廊下を走る事も辞さない。




　放送室と生徒会室は本来、廊下で一直線に繋つながっている。

　が、オリエンテーリングのために、その廊下は途中にあるトイレのところで分断されており、中間地点は機材置き場として利用されている。

　そのため、遠回りだが、中庭を通る迂う回かいルートで生徒会室を目指す。

　かつて毬萌が言っていた。

『問題っていうのはねー、いつも急いでいる時に起こるって思いがちだけどさっ、ホントは、急いでいる時の問題が強く印象に残ってるだけで、常に一定の確率でムクムクと生えてくるのだよ！　えっへん』

　多分、それは正しいのだろう。

　俺には確かめる術すべがないけども、お前の言う事だからな。

　ただ、その一定の確率ってヤツがな。

　なにも、このタイミングで顔を出さなくったっていいじゃねぇか？

　先ほどは慌てる余り気付けなかったのだろう。

　生徒会室へはあと10メートルしかないというのに。




　機材置き場の、ポールや柵さくが積み重なった山が、荷崩れを起こしている。




　しかも、完全に崩れ切ってはおらず、少しの衝撃で第二波が起きても不思議ではない現状。

「くそっ」

　一定の確率とやらを恨むも、捨て置くことはできない。

　隣のトイレを利用しに来た生徒が、万が一怪我でもしたらどうする。

　片付けるしかない。

「いてぇ！　ったく、誰だ、釘くぎが刺さったままの板まで置いたヤツは！」

　苛いら立だっても仕方がないことも分かっているのだが、焦燥感が増していく。

　そんな折、男子トイレから軽快な口笛が聞こえてきた。

「どうしたんだよ、桐島。血相変えて」

「ヒュー！　分かるぜぇ、お腹の大きな奥さん、もう生まれるんだろ？　ヒュー！」

「茂も木ぎ！　高たか橋はし！」

　不ふ埒らちな思考が頭をよぎる。こんな身勝手が許されるだろうか。

　彼らは一般生徒。レクリエーションを楽しむ側である。

　だが、しかし──。




「なんだか分からないけど、こいつを片付ければ良いのか？」

「あ、いや、でもお前ら」

「ヒュー！　どうもこの辺は水質汚染が進んでるみたいだぜぇー。ヒュー！　公平ちゃん、水臭いってな！　ヒュー!!」

「なんか急ぎの用があるんだろ？　ここはオレらが片しておくから、行けよ」

「ヒュー！　決意した顔の色男を見送るのも、また色男の務めだぜ？　ヒュー！」

「すまん！」

　今度二人には、とびっきりのご馳ち走そうでも奢おごらせてもらおう。

　最高のナポリタンとハンバーガーを。

「よし、そっち持ってくれ、高橋」

「ヒュー！　冗談キツイぜ、茂木ちゃんよぉー！　オレがワンダーコアで鍛えてるのは、腹筋だけだぜ？　ヒュー！」

「マジで助かる！　怪我しねぇようにな!?」




　そして生徒会室の扉を、決意の扉を開いた。

「毬萌っ!!」

　俺は叫ぶように、彼女の名を──。




　　　　◆◇




「マジかよ……」

　扉の向こうに毬萌の姿はなかった。

　俺は妄信的に「毬萌は生徒会室にいる」と考えていたが、思い返せばそんな保証はどこにもない。

　元々たいしたことのない知能が、すっかり空回り。

　少しばかり足を止めて脳みそを働かせてみるが、すぐに思い直す。

　下手の考え休むに似たり。俺は来たばかりの道を引き返す。




「どうしたんだ？　その様子だと、まだ用事は終わっていないみたいだな」

「ヒュー！　その顔、分かるぜぇー？　ハンバーガーにピクルスが入ってなかったんだろ？　ヒュー!!」

　二人は手際よく機材を積み直してくれている。

「とりあえず、こいつを使ってくれ」

　俺は、生徒会室にあった軍手を手渡す。

「なんだ、気を遣ってくれたのか？　本当に桐島は人が好いいな」

「違うんだ！　すまん！　軍手はついでに持ってきただけでな。あー、二人は、毬萌がどこにいるか知らねぇか？」

「会長さんか？　……うーん、心当たりはないなぁ。高橋はどうだ？」

「ヒュー！　オレのママが言ってたぜ？　困ったら自由の女神にお願いしなってよぉ！」

「もっと近しい人に聞いてみたらどうか、だそうだ。風紀委員長とかどうだ？」

　焦ってばかりで発想が貧困になっていた。そうか、その手があったか。

「本当にお前らはクールな二人組だぜ！　助かった!!」

　俺は再び駆け出した。




　氷野さんはどこに居るだろう。まずは連絡を取らなければ。

　汗ばんだ手で慣れないガラケーの操作に手間取っていると、件くだんの携帯電話が突然鳴り出すものだから俺の体は一瞬地球から浮き上がった。

「おう。こちら桐島！」

『あっ、副会長ですか!?　一年の松井です！』

「ああ、教室棟の担当に急きゆう遽きよ回ってもらった君か。どうした？」

『大変なんです！』




　こんな時に、大変なのか!?




「何があったんだ？　おわっ!?　なんか、すげぇ騒がしいけど!?」

『喧けん嘩かです！　さっきから男子が二人、取っ組み合いの喧嘩を始めてしまって！』

　想像よりトラブルの内容が酷ひどいじゃないか。

　だが、ちょっと待てよ。

「確か、大田くんいるだろ!?　一緒に行った風紀委員の！　彼はどうした!?」

『大田先輩なんです！』

「おう？」

『喧嘩をしているの、大田先輩なんです!!』

「……分かった。すぐ行く」




　だ・か・ら、俺はっ、嫌な予感がしてたって言ったろ!!




　教室棟一階。

「大変な事になっている」と松井さんが教えてくれた現場は、

「おっま、ふざけんなよぉっ」

「うぇーい！　オレ先輩だしぃ！　逆らうんじゃねぇっての、ちょれぇい！」

　実に大変な事になっていた。大田くんが一年男子に馬乗りで何か叫んでいる。

　俺の姿を見つけた松井さんが、駆け寄ってきた。

　彼女は緊急事態に際し、無駄な情報を省いて、俺に的確な把握をさせるよう努めた。

「大田先輩が、一年生の男子が受け取ろうとしていた菓子パンを突然奪い取って、『北海道チーズ蒸しケーキはオレんだ！』って叫んだかと思ったら、一年生を殴り飛ばしまして！」

　事情はばっちり理解した。ここでいくつかの事柄を整理しよう。

　まず、俺たち運営側は、生徒たちに配られる飲食物を受け取ってはならない。

　そして凄せい惨さんな現場に目を落とす。

　そこに居るのは、バカの見本市に出したら特賞間違いなしのバカだった。

「とりあえず、松井さんは他の風紀委員と……って、一年ばかりか！　出来る範囲でいいから、一年連中で周りの野次馬をどうにか遠ざけてくれ！」

「わ、分かりました！」

　そして俺は、騒動の中心へ。

「なにをやっとるんだ、君は！」

「ああん？　あ、副会長じゃないっすか！　うぇーい！」

　なにこの人。クスリでも飲んでんの？

「いいから、やめろ！　その手を離せ!!」

「ちょぉっ、オレのパンに触んじゃねぇよ!!」




「おっしゃぶりっ」




　今のは、大田くんの裏うら拳けんを喰くらって後方にすっ飛んだ俺の声である。

　思わず赤ちゃんのお口の恋人の名前を叫んだみたいになってしまった。

「副会長！　大丈夫ですか!?」

　松井さんが再び俺に駆け寄ってくれる。優しい子だなぁ。

「おう、平気、平気」

「あっ、口元が」

　言われて口元を拭ぬぐってみると、少しばかり切れて血が滲にじんでいる。

「このくらいどうってことねぇよ。……さて、リテイクと行くか」

　例えば鬼瓦くんでも呼べば万事解決だろうが、俺の代わりに今も働いている彼らにこれ以上の負担を強いる訳にもいかない。いくらなんでも、な。

「おいこら、いい加減に」




「へいへいへーい！　ずっとオレのターンめかぶぅぅぅうぅうぅぅぅっ」




　大田くんが独特のぬめりがクセになるご飯のお供みたいな断末魔を残して、廊下のはるか先へすっ飛んでいった。

「騒ぎを聞いて来てみれば、何なのあのバカは！　誰か、あの男子を生徒指導室に連行しなさい！　風紀委員からは即刻除名！　良くて停学、なんなら退学よ！」

　何という迷いのない蹴けりだろうか。問答無用で見み惚とれた。




「まったく、良いざまね、桐島公平」

「まったく、面目ねぇよ、氷野さん」




「その顔……ふーん。まあ、良いわ。今この学園で、一番人ひと気けの少ない場所よ」

「……えっ？」

　俺の顔のステータスを表示させたらば、間抜けと書いてあるだろう。

「そこから、的確に指示を飛ばしてたのよ、あの子。気付かなかった？　トラブルの報告が少ないってことに。ほんっとに男ってダメね！　なのに、どうしてこの男が……」

　言われて分かる、現況。ここの騒ぎが初めてのトラブルである。

　誰かが巧妙にコントロールしていなければ、おっしゃる通り、少な過ぎる。




　なんだよ、あいつ。

　あんな顔で、しっかり仕事してんのかよ。

　本当に、すげぇヤツだよ。

　ちくしょう。




「桐島公平！　地図はあんたの目が腐るほど見たでしょう？　行きなさい」

　氷野さんは顎あごでクイッと俺の行く道を示す。

「不本意ながら、非常に不本意ながら、ここは私が引き受けたわ!!」

「すまん！　ありがとう、氷野さん！　この礼はいつか必ず！」

　もう迷路はおしまいだ。

　心身ともに、これ以上迷う理由はどこにもない。

「あの子をこれ以上泣かせたら、承知しないわよ!!」




　氷野さんのエールを背に受けて、俺は階段を駆け上る。




　　　　◆◇




　まずは何を言ったものか。

　ノープランを胸に抱えて、俺は一階から二階へ。二階から三階へ。

　そもそもちゃんと俺の話を聞いてもらえるかしら。そして屋上の扉の前へ。




　──鍵かぎが開いている。




　先週の打ち合わせの事を思い出す。

「では、屋上の鍵は神野くんに渡しておくから、管理にはくれぐれも注意してくれよ」

　生徒指導の浅村先生は、確かにそう言っていた。

　ここに居てくれなかったら、もう俺は走れんぞ。

　神仏、悪魔、天使に堕天使、その他、有象無象。

　どいつだって良い。俺に力を貸しやがれ。

　錆さびで建て付けの悪くなっている扉は、なかなか開かない。

　まるで俺の心のようだと、錆さびた扉に親近感。

　それでもぶち破らなければならぬ。

　ならば、一緒に俺の心の錆も持って行ってくれまいか。

　ガコンッと音を立てて、扉が開いた。




「はあ、はあ……。ったく、よぉー。お前は、昔っから……へえ、ひい……」

　頑張れ、俺の肺。

　踏ん張れ、俺の心臓。

　立ち上がれ、俺の臆おく病びような心。

「かくれんぼも、天才だな」

「……にははっ。見つかっちゃった。コウちゃんこそ、捜すの上手だったよね」

「そりゃあ、そうだ。お前を見つけねぇで帰れるかよ」

「うん。コウちゃんは、いつもわたしを見つけてくれたね」

「おう。やっと見つけた……」




　どこまでも続くような、五月晴れの空の下。

　その青に溶け込むように、毬萌は立っていた。




「お前、こんなとこからでも、俺たちのために働いてたんだって？」

「むぅーっ、さてはマルちゃんだなぁー？　内緒だって言ったのにぃー」

「安心しろ。花梨も鬼瓦くんも、ついでに俺も、さっぱり気付けなかった」

「にははっ！　そっかぁー。じゃあ、わたしの勝ちだねっ！」

「お前にゃいつも負けてるよ」と、俺は一呼吸。

　やれやれ、やっとこさ循環器系が正常に働き出したようである。

　俺は、地球の貴重な酸素を吸い込み、あまつさえ二酸化炭素を吐き出す。




「おい、毬萌よ」

「なんだね、コウちゃんっ」

「お前のとこに来るのにさ、すげぇ色々な人の力借りたんだわ」

「ええーっ、生徒会の副会長なのに」

「ははっ、ホントにな。特に、花梨が背中押してくれた」

「……そっかぁ」

「で、俺も覚悟を決めたってのに、お前がどこに居るのかてんで分かんねぇの」

「むっふっふー。わたしの前世は、くのいちだったのだっ」

「マジで捜し回ったんだぞ。おかげで、ボロボロだ」

「無理しなくても良かったのにぃー」

「こっちの手は釘くぎ引っ掛けちまって。この口のヤツは大田くんに引っ叩ぱたかれた」

「うん、知ってるよーっ」

「……氷野さんか。あの人、ダブルスパイだったのかよ」

「ねーっ。マルちゃん、悪い子だよねっ。全部教えてくれたもん」

「なあ、もう少し近づいても良いか？」

「ダメーッ。コウちゃんは、それ以上立ち入り禁止だよっ。会長命令なのだっ」

「そうかよ。なら、ここでいいや。でけぇ声出すからよ」

「それもダメーッ。ここに内緒でいる事、他の皆にバレちゃうもん」




　ピンポンパンポンと、お馴な染じみの音が鳴る。

　放送室から、何かのお知らせのようだった。

　続けて聞こえてくる、凛りんとした声。

『えー、皆様！　オリエンテーリング、楽しんで頂けたでしょうか!?　生徒会書記の冴木花梨です！　宴もたけなわですがそろそろ終了のお時間となってしまいました！』

『大きな問題もなく、いえ、一部ではちょっとトラブルもありましたが、どうにか無事にこの企画を終える事が出来たのは、皆様のご協力のおかげです！　そして──』




　数秒の空白。




『あたしを導いてくださった、とっても頼りになる先輩方のおかげです！　せんぱーい！　聞こえてますかー!?』

『ですので、早いとこ済ませちゃってください！　お片付けはみんなでするんですから！』

『ぜんばいぃぃっ！　がんばっでぐだざいいいいいっ!!　ゔぁあぁぁっ!!』

『ひゃ、ちょっ、あなたは何をしてるんですか!?　離れてくださいってば！　わわっ！』

　キーンと言う耳障りな音が響く。

『し、失礼しました！　とにかく、先輩たち、待ってますからね！　ではではー』

　そして放送は終わる。

「毬萌。呼ばれてるぞ、俺たち」

「……うんっ」







　さあ、さあ、お立ち会い。

　あっちの天使もこっちの女神も寄っといで。

　これより俺の一世一代、恥ずかしいセリフのオンパレードだ。

　聞いて笑うも良し、祝福の鐘を鳴らすも良し。

　好きにしてくれ、神様どもよ。




「俺ぁ不器用で、応用力もねぇから、思ったことをこれからそのまま口に出す！」

「てめぇでも何言ってんのか、恐らく分からねぇけど、毬萌！　よく聞いとけ!!」

　拳こぶしを握ると、べっとりとした汗が「口滑らせるなら任せとけ」と応援してくれているようである。

「正直なところ、俺が誰を好きだとか、何が誰にとって幸せかとか、分からねぇ！」

「けどな、俺にとって、おまっ……お前が、大切な存在だって事こたぁ分かった！」

「この何日かで、身に染みた！」

「お前が困ってるのを見過ごす俺なんて、もうそれは俺じゃねぇ!!」

　毬萌は何も言わない。

　それで構わないさと、俺は勝手を続ける。




「俺に世話焼かれて、俺にだけスキ見せて、そんな毎日は嫌か!?」




「俺は楽しかったぜ!?　くっそ楽しかった！　お前に会ってから、今日までずっと!!」




「散々迷惑かけられて！　ひでぇ目にもたくさん遭って!!」




「最高の毎日だったぜっ!!」




　ポツリ。

　毬萌の足元に、雫しずくが一滴。

　天気雨だろうか。……多分、そうだろう。




「コウちゃん……っ！」

「おう！」




「わたし、コウちゃんの事が好きっ！　何百回計算しても、コウちゃん以外の人を好きになれる確率、０パーセントなんだもんっ!!」




　こちらに駆けてくる毬萌。

　ちなみに、屋上は整備されていないので、足元が非常に悪い。

「みゃああっ!?」

　アホの子情報。一つの事に熱中すると、足元がお留守になる。

　俺は咄とつ嗟さに手を伸ばす。

　いいや、これじゃ足りねぇ。

　身を投げ出して、毬萌を抱き寄せる。体はしっかりと俺の細腕がキャッチ。

　しかも、俺だって怪我をしていない。

　得点か？　当然、百点満点さ。
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「どうだっ!?　へへっ、今度はミスらなかった！　毬萌を受け止めた！」

「俺は頼りになるだろう!?」

　毬萌は制服の袖そでで目元を拭ぬぐって、「にははっ」と笑う。

　そして、いつものように言うのである。







「……にははっ！　ありがとっ、コウちゃんっ!!　また助けられちゃったっ!!」

「……おうっ!!」







　祭りの喧けん騒そうが、遠くなっていくように思われる。

　ライクかラブか。惚ほれただの、腫はれただの。そんなもんは知らねぇ。

　ハッキリと分かるのは、こいつが、毬萌が──。




　俺にとって、世界で一番大切だって事だけだ。
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「それでは皆さん、飲み物はお持ちになってますかー？」

「「「はーい!!」」」

　学食にて、生徒会と風紀委員が花か梨りんの音頭に応える。

「では、僭せん越えつながら、あたしが！　……こほん。お疲れ様でした！　かんぱーい!!」




「「「乾杯!!」」」




　オリエンテーリングは大盛況のうちに幕を閉じ、これより開かれるはささやかな宴うたげ。

『お疲れ様会』という名の、打ち上げである。

　学食のおばちゃん達のご厚意により、料理が用意され、立食パーティ形式で各々が好きに過ごす。

　堅苦しい決まりなんぞ持ってくる輩やからはここにはいない。

　皆の顔は充足感に満ちており、一年生も二年生も関係なく、お互いを称たたえ合う。

　新年度最初の生徒主導によるイベントは、大成功であった。

「お疲れさん、毬まり萌も。裏方とは言え、実質一番働いたの、お前だろ」

「コウちゃんこそ、お疲れ様っ！　わたしなんか全然だよぉー」

　俺たちは、ファンタグレープの入った紙コップで乾杯。

「それを言うなら、今日の主役は一年生だな。花梨も鬼おに瓦がわらくんも良くやってくれたし。風紀委員の一年生も、慣れねぇのに頑張ってた」

「にははっ！　そうだねー。みんなすっごくいい笑顔だもんっ！」

　そうとも、入学してから一か月で、これ程明確な目に見える結果を残した後輩たち。

　今宵は彼らが楽しむべきだ。

　俺たち上級生は、後ろの方で大人しくしておくのが良い。




「見つけたわよ！　桐きり島しま公こう平へい!!」

　大人しく、

「あんた、なにを毬萌と二人きりでしっぽりしてるのよ!?　ズルいでしょ！」

　させてはくれないのだね、うん。

「そう言えば、氷ひ野のさんが景気よくキックした大おお田たくんはどうなった？」

「知らないわよ、あんな俗物。原子に還ったんじゃないの」

　苦虫を噛かみ潰つぶした後に青汁を飲んだみたいな顔で、氷野さんは吐き捨てる。

　代わりに傍にいた松まつ井いさんが教えてくれる。

「腰を強打したとかで、早退されましたよ。あの後、大変だったんです」

　毬萌に夢中の氷野さんに聞こえないように、俺に耳打ちする松井さん。

「氷野先輩が、もの凄すごい剣幕で大田先輩を追いかけて！　何回も蹴けるものですから、大田先輩が泣きだしてしまい、最後は取っ組み合いをしていた一年生が仲裁に入ったんです」

「おう……。そりゃあ、また。言葉が出てこないな」

「結局、喧けん嘩かの相手だった一年生が、もういいですということなので、ひとまず大田先輩は停学処分になりそうです。風紀委員は除名ですけど」

　辞書の自業自得の項目に大田くんの所業を書き記しておきたいと思った。




　さてさて、俺も料理に手を伸ばそう。

　最初はやっぱりフライドチキンかしらと舌なめずりしていると、ドドドドと地鳴りのような聞き慣れた足音が会場の外へ向かって行く。

「ゔあぁぁっ！　ヤメてぐだざいぃぃっ!!」

「待ってー！　一緒にご飯食べようよー」

「ウチらと写メ撮ってー！　武たけ三ぞうくーん!!」

「ごべんなざいぃぃぃっ!!」




　何事ぞ。




「公平せーんぱい！　お疲れ様でした！」

「おう、花梨。お疲れさん！　ホントに今日は頑張ってくれたな！　ありがとう！」

「えへへ、頭撫なでてくれてもいいんですよ？」

「そのくらいならいくらでもしてやるよ！　よーしよし、偉いぞー！」

「僕はひどりで、大丈夫でずどで！　ゔぁぁあぁぁっ」

「まったく。あの人はいつも騒がしいですね。先輩のナデナデが台無しです！」

「うん。花梨さん？　鬼瓦くんに何があったのかな？」

「あー、アレですか？　ふふっ、聞いてくださいよぉー。鬼瓦くん、運搬班で大活躍しちゃいまして、なんと、その姿に感銘を受けた女子が数人ファンになってしまいました！」

「マジか！　まあなー。男らしくてカッコいいもんなぁ」

　そうか、鬼瓦くんに遅めの桜前線が。

　その割りには、その桜の花びらから逃げ惑っているが。

　あれは千本桜の始解かな？




「ゔぁぁっ!?　ぎ、桐島ぜんばぃぃぃぃっ!!」

　その鬼瓦くんと目が合った。これはどうしたら良いんだ。

　助け船出した方が良いのか？

「公平先輩、こっちの焼きそば食べました!?　美味おいしいんですよ！」

「確かに美味そうだ。……なあ、鬼瓦くんを」

「助けてやらねぇか？　なんて思ってるんでしょう？　いいんですよー、あの人は。たまにはああやって、チヤホヤされてしかるべきなんです！　放っておきましょう！」

「そ、そういうもんか？　まあ、花梨が言うなら」




「せんばぁぁぁぁい!!　ゔぁああぁぁぁっ!!」

　許せ、鬼瓦くん。また今度だ。

　鬼神フォーエバー。




「もーっ、コウちゃんこんなとこに居た！　あっ、花梨ちゃん！」

「毬萌先輩！　お疲れ様でした！　ずっと見守ってくれて、ありがとうございました」

「おっ？　花梨は知ってたのか？　毬萌が遠隔地で色々やってたの」

「当たり前じゃないですかぁー。あれ？　公平先輩は気付いてなかったんですか？」

「き、気付いていたよ？　ははっ、当たり前じゃないか」

　マジかよ。

　これ、下手すると俺だけ毬萌の手のひらでダンスダンスレボリューションしてたパターンじゃないの？

　隠しきらねば。先輩の威厳を保つのだ。

「コウちゃんってば、マルちゃんに聞くまで知らなかったんだよぉー」

　なんで毬萌すぐ本当の事言ってしまうん？

「あはは、やっぱり！　ずっと上の空だったので、あれ、もしかしてーって思ってました」

「ヤメて！　これ以上いじらないで！　今、すっげぇ恥ずかしいから!!」




「ところで、先輩？　約束、覚えてますよねー？」

　花梨と俺は、とても重たい約束を交わしている。

　いくら呆ほうけていた俺でも、忘れるはずがない。

「おう。もちろんだとも！」

「ふふっ、だったら良いんです！　じゃあ、毬萌先輩！」

　ビシッと人差し指を俺に向ける花梨。

　魔ま貫かん光こう殺さつ砲ぽうかな？

「今日、この時から、勝負ですよ!!　あたし、毬萌先輩のことも大好きですし、とっても尊敬してますけど……。負けませんからね！」

　毬萌は「にははっ」と笑って、やっぱり俺を指さす。

　こっちはどどん波ぱかな？

「うんっ！　わたしも負けないよーっ！　正々堂々と勝負だねーっ!!」

　なにゆえ勝負を宣言するのに、俺に指を向けるんだい、君たちは。

　そして勝負が始まったはずなのに、どうして二人とも笑顔なのか。




「先輩、焼きそば取ってきました！　食べさせてあげます！」

「お、おう。いただきます」

　本日作った特大の借りのせいで、強く否定ができず、俺は焼きそばをモグモグ。

「コウちゃんっ！　チキンも食べてーっ！　はい、あーん！」

　花梨の好意を受けた以上、毬萌の方だけ突っぱねるのも可哀想だしと、チキンもパクリ。

「どっちも美味いぜ。さすが学食、やっぱり痛いててててててててっ!?」

　口の端が焼けるようだ。

「おまっ、毬萌！　チキンに何かけた!?」

「えーっ？　タバスコだけど？　男の子は辛い方が良いかなって！」

「痛い痛い痛い！　俺ぁ、口切ってんだぞ!?」

「あっ……。ご、ごめんね、コウちゃん。にはははっ」




　こうして、俺の幼おさな馴な染じみが帰ってきた。

　天才美少女のくせに、俺の前でだけスキだらけになる。

　世界で一番大切な、幼馴染が。




　それにしても──。




「公平せーんぱい？　これから、覚悟してくださいね！」

「そうだよーっ。コウちゃんは、そういう覚悟が足りてないと思うんだっ」




　帆を張り直したは良いが、なにやら波しぶきの激しい荒れ模様である。

　そんな荒天が好天に思えるのだから、俺という人間も少しは成長したのかしら。

　両手に花？　バカ言うなよ。

　両脇に爆弾抱えてるようなもんだろ。

　恋する乙女は爆弾魔。

　導火線に火がついたらば、いつ爆発するか分かったもんじゃない。

　俺のか弱きこの身体は、これから先耐えられるのだろうか。




　これは、ここより始まる、どこにでもありそうでなかったりする恋物語。

　その開幕のイントロダクション。
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